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「どうしてって、最初からそういう約束だったでしょう？」

　やけに楽しげなその声が、夕方の校門に響いた。

　周囲に人影はほとんどなく、絵え里り香かは見知らぬ学校の前で、不快そうに眉まゆを寄せていた。不快というのならば、なにもかもが不快だ。この夕焼けのオレンジ色に包まれた景色も不快だし、怯おびえるように身体からだを縮こまらせている目の前の少女の態度も不快。しかしなによりも、絵里香を不ふ機き嫌げんにさせているものは──

　これ以上幸せなことはこの世にないとでも言いたげな、満面の『貪とん』の笑顔だった。

　軽やかに足を踏み出して、『貪』は踊おどるように少女の背後へと移動した。緊張に身体を強こわばらせ、その目に涙なみだすら浮かべている少女の両肩かたを、ぽん、と叩たたく。

「あたしはあなたに『力』を与える。あなたの望みを叶かなえてあげられる、あなただけの『力』を。見返りは要求しないけれど、その代わり、その『力』はあたしが好きなときに引き上げさせることができる、ってさ。あたし、ちゃんと説明したよね？」

　小動物かなにかのように、少女は『貪』の手の中で肩を震わせている。まるでそうすれば、『貪』が自分のことを見逃してくれるとでも言うように。その姿を見て、絵里香は唇くちびるを嚙かむ。欲しい力だけを手にして、その代だい償しようの大きさを自覚していない少女の姿に、腹が立ったから──というだけではなかった。

　少女の外見が、自分の親友に、少しだけ似ているからだった。

「で、でも、──私、そんな、すぐだなんて、思って、なくて、」

「うん？」

「せっ──先せん輩ぱいと、約束、しちゃったんです。今度の日曜日、一緒に映画を見に行こうねって。今、今私から力がなくなっちゃったら──先輩、きっと、私のことなんて──」

　しゃっくりをするような声で、少女は切れ切れにそう言う。うつむき、震えながら、それでも吐はく言葉は傲ごう慢まんそのもの。自分の都合しか語らない少女に、『貪』は彼女の肩越しに絵里香を見た。目を丸くして、その唇は面白いオモチャを見つけた子供のように歪ゆがんでいる。

　耐えきれなかった。絵里香は目を背けた。それでも二人の会話は容よう赦しやなく、絵里香の耳に滑すべり込んでくる。

「ううん。そう言われてもねえ。あのね、実を言うと、あたし次の日曜にはもう湯ゆヶが崎さきにいないのよね。ちょっと用事ができちゃってさ、だからこうして回収してるわけなんだけど」

「きゅ、急に言われても困ります……！　なんとか、ならないんですか？」

「うううん、そうだねえ。あなたの『力』があたしの役に立つものなら、使ってあげなくもないんだけどねえ」

　少女が息を吞のむ音。地じ獄ごくで天から垂れる蜘く蛛もの糸を見つけたときのような、縋すがるような希望に満ちた声が聞こえてくる。

「そ、そうしてください！　私、私の『力』が役に立つのなら、どうか使ってください！」

「ううううん……あなたの『力』、ねえ。なんだっけ、自分に好意を抱いだかせる『力』だったっけ？　そんなのがいったい、私の目的のなにに役立つのかなあ？」

「そ、それは……」

　泣きそうな少女の声に、絵え里り香かはついに我が慢まんしきれなくなった。柳りゆう眉びを逆立てて、頰ほおずりするように少女に顔を近づけている『貪とん』に、厳しい声を放つ。

「いい加減にしなよ。助けるつもりなんて最初からないくせに、人をぬか喜びさせてなにが楽しいのよ」

『貪』の黒い目が動き、絵里香の顔を見み据すえた。青白い手のひらが黒い髪かみをかき上げて、彼女は少女の肩かたに顎あごを乗せたまま、にやにや笑いを深くする。絵里香は目を細めて不快感を露わにし、それから少女のほうに向き直った。言う。

「諦あきらめなさい。一度こいつの『力』を得た人間は──いつかは、こいつにその『力』を吸い取られる。そういう宿命が最初から決まっているんだから、変な期待は持たないほうがいいよ」

　その言葉に、少女は戸と惑まどったように『貪』の顔を見た。まだそこに希望が残されているとでもいうかのように。絵里香はそれを見て、深く息を吐はく。

　この少女にとっては、真実などどうでもいいことなのだ。彼女が欲しているのは、ただ『安あん堵ど』の二文字だけ。自分はいつまでも大丈夫なのだと、自分にだけは危険が及ばないのだという、愚ぐにも付かない幻想を信じることのほうが、彼女にとっては大事なことなのだ。

　絵里香はそれを責めるつもりはない。その筋合いはない。

　なぜならば──絵里香もまた、少女と同様の立場にいるのだから。

　ふふん、と鼻を鳴らして、『貪』は少女のことを見た。

「もうちょっと楽しめると思ったのに、邪じや魔ましないでよ絵里香。──ま、別にいいや。ほかのお楽しみもあることだし、あなたとはもうそろそろ、終わりにしましょうか」

　少女の幻想が打ち砕くだかれる音を、絵里香は確かに耳にした。首を振りながら、少女はじりじりと後ずさっていく。もちろん、『貪』は彼女を逃しはしなかった。肩をがしりと摑つかみ、少女の顔を覗のぞき込んだ。その唇くちびるの端はしが、蛇へびのように吊つり上がる。

「さて、それじゃ、──いただきまあす！」

『貪』が嬉うれしそうな声をあげた、次の瞬しゆん間かん。

　その眼球が、漆しつ黒こくに染まった。

　人間のものではありえない、昆虫のように無機的な黒。その眼球に見据えられて、少女の喉のどから隙すき間ま風かぜのような悲鳴が洩もれかけた。しかし、それが恐怖の叫び声になることはなかった。それより先に、『貪』の唇が少女の唇を塞ふさいだからだ。

　束そく縛ばくから逃れようと少女の手が虚むなしく宙ちゆうを搔かき、それすらも許すまいとするかのように『貪』の指がその手を絡からめ取る。見ようによっては愛情のやりとりでもあるはずの行為は、しかし絵里香の目にはただの捕食活動にしか映らない。おぞましいその光景は、それほど長くは続かなかった。

　もがいていた少女の身体からだが断だん末まつ魔まのように痙けい攣れんし、そして、ぴたりと動かなくなった。同時に『貪とん』の唇くちびるが少女のそれから離れ、唾だ液えきの糸が夕日を反射して光るのが見えた。少女の身体が地面に崩くずれ落ち、『貪』は自らの口元を手の甲こうで拭ぬぐいながら、けぷ、と満足げに息を吐はく。

「──ふう。ごちそうさま」

　舌したで唇の周りを舐なめ取りながら、そうつぶやいた『貪』の瞳ひとみは、未いまだに真っ黒に染まったままだ。その瞳は、彼女が怪物であるなによりの証あかしであり──そして、自分がその怪物の配下にあるのだということを、まざまざと絵え里り香かに知らしめていた。唇を嚙かむ絵里香に、『貪』は自覚しているのかいないのか、漆しつ黒こくに染まったままの瞳を向けてきた。

「どしたの、絵里香？　──あ、もしかして怖がってる？　自分もいつかこんなふうになっちゃうんじゃないかって？」

　爪つま先さきで、つん、と倒れ伏した少女の身体をつつく。少女はかすかな呻うめきを漏もらし、『貪』はそんな彼女を覗のぞき込むようにしゃがみ込んだ。声をかける。

「いつまでも寝てないで、さっさと起きなよ。別に死んでるわけじゃないんだからさ。ほれ、起きれってば」

　うつぶせに倒れていた少女は、ゆっくりと上体を起こした。寝起きのような目を瞬しばたかせて、『貪』と絵里香を交互に見る。『貪』の目はすでに元へと戻っており、彼女はからかうような笑えみの色をその目に浮かべながら、ちょっと首を傾かしげて見せる。

「おはよう。よく眠ねむれた？」

「…………え、あれ、…………ここ、どこ？」

『貪』の喉のどの奥から、くく、という意地悪な笑い声が漏れる。彼女は肩かたをすくめ、突き放すように少女に言う。

「さあねえ、どこだろうねえ。ま、どうだっていいじゃん、そんなこと。それよりも、ほら。あなたにはもっと大事なことがあったんじゃないの？」

「……だいじ、な、こと？」

「そうそう。ほら、なにを犠ぎ牲せいにしてでも得たいものが、あなたにはあったはずでしょう？」

　少女は──『貪』のことを見上げている。まるで初めて彼女のことを見るかのように。

　しばらくそうしてから、少女はぽつりと言葉を落とす。

「…………そう。そうだ。確か、私には、大切なものが…………なにか、大切なことが、あったの。あった、はず、なのに…………」

　にやにや笑いを深めつつ、『貪』は問う。

「はずなのに？」

　少女は茫ぼう洋ようとした表情を浮かべている。焦点の定かではない瞳で、あらぬ方向をじっと見つめつづけている。それは、絵里香がこれまでに何度も見てきたものだった。抜け殻がらの顔。能力を引き上げると同時に、『貪とん』にその精神のほとんどを奪われてしまった者の顔。

　いずれ自分も、そうなるであろう表情だった。

　少女は、夢見るようにつぶやきつづける。

「…………大切な、…………大切な…………先せん輩ぱい……あんなに、好きだったのに……」

　その声には、一切の感情が混じっていない。落らく胆たんも悲哀も、自らの魂たましいを犠ぎ牲せいにしてでも得たいと思った思い人への恋れん慕ぼの情も、なにも。

「…………わからない……私、なにが、大切だったんだろう。あんなに…………あの人のこと、好き、だった、はずなのに…………どうして、今は、もう…………」

　ゆらり、と立ち上がり、少女は夢む遊ゆう病びよう者しやのような足取りで歩き出す。『貪』は満足げな笑みを浮かべながらその後を追い、絵里香も『貪』に促うながされるまま、彼女についていく。

　そうしながら、絵里香は隣となりで肩かたを並べる『貪』に小さな声で囁ささやいた。

「……なんなの？　こんなことして、いったいどんな意味があるってのよ。もう食事は終わったんでしょ？　なら、さっさと帰りましょうよ」

「んー？　意味、ねえ。そうだね、あるといえばあるんだけど──」

　少女について角を曲がると、長い歩道が目の前に延びているのが見えた。少し行ったところに、電車の踏切があるのを見て、『貪』は、顔を歪ゆがめるように笑う。

「なんて言うんだろうね。人間にはわからないかもしれないけど──ほら。絵え里り香かはさ、缶かんジュースを飲んだらその缶はゴミ箱に捨てるでしょ？」

　妙みようなことを言い出した『貪』を、絵里香は横目で盗ぬすみ見る。『貪』は薄うす笑えみだけを浮かべて、目の前をふらふらと歩く少女の背中をじっと見み据すえている。

「そのときにさ、空き缶をゴミ箱に投げつけて、それがうまいことゴミ箱の中に入ったら、なんとなくスカっとしない？　特に意味はないんだけど気持ちいいっていうか、気が晴れるっていうか」

「………………」

「理由っていうなら、それが理由かな。自分が飲み干した空き缶がどうなるのか、興味がある。それが、理由のひとつ」

　踏切が近づいてくる。少女の歩みは止まらない。絵里香の顔から血の気が引き、それを嗅かぎつけたかのように、『貪』はぐるりと首を回して絵里香の姿を両目に捉とらえた。

「でもね、絵里香。それだけじゃないんだ。今言ったのはオマケの理由で、本当はもうひとつ、どうしてもやっておかなきゃいけないことがあったの。それはね──」

『貪』の眼球が、再び黒に染まる。見据えられて、絵里香は身動きをすることもできない。ただその足だけが、プログラムに追従する機械のように前後に動きつづける。絵里香を見据える『貪』の黒い瞳ひとみが、怪物らしい言葉を吐はく。

「見せしめ」

　前を行く少女が、踏切の遮しや断だん機きにさしかかるのが視界の端はしに見えた。少女の歩みは止まらない。警報装置と一体になった遮断機を通り過ぎて、線路の中央にまで歩いていき──

　そこで、ぴたりと、歩みが止まった。

　絵里香の隣となりにいる怪物が、嬉うれしそうな声で囁ささやいている。

「あたしに喰われた人がどうなるのか、絵え里り香かに見せておいたほうがいいと思って」

　怪物の瞳ひとみから目をそらすことができない。艶つやのない黒を双そう眸ぼうに湛たたえたまま、『貪とん』はにこにこと笑っている。なによりも、その笑顔が絵里香には恐ろしい。

「絵里香、失敗したんだってね。守かみ代しろだっけ？　絵里香の地元の町でさ、あたしの末まつ端たんを広げる仕事を任せてたのに。あ、別にそれはいいんだよ？　失敗自体は、まあ褒ほめられたことじゃないけど、そんな目くじら立てるようなことじゃないよね。でもね、問題なのは──」

　警報装置が。

　鳴りはじめた。かんかんかんかんとけたたましく、電車が近づいていることを大声で喚わめき散らしている。遮しや断だん機きがゆっくりと下がっていく。その向こうに少女がいる。

　少女の歩みは、止まっている。

「問題なのは、失敗した原因が、あなたが自分の友達をかばったからだってこと」

「…………そ、それ、は…………」

「困るんだよね、そう言うの。友達を作るなとは言わないけど、あなたはもうあたしの末端なんだからさ。ちゃんと自覚持って対処してもらわないと。その人たちが邪じや魔まになるようなら──なんの躊ちゆう躇ちよもなく殺しちゃえるくらいの覚かく悟ごは持ってもらわないとさ、あなたを末端にしている甲か斐いがないっていうか」

『貪』と絵里香の歩みは、遮断機の直前で止まった。手を伸ばせば届くほどの近くで、少女が立ち止まっている。自分がなにをしているのかもわかっていないような表情で。──抜け殻がらの表情で。

　やめて、と言おうとした。唇くちびるはその形に動いたが、喉のどのほうがついてこられなかった。かすれたうめき声だけが漏もれ、『貪』はそれを聞いて楽しそうに笑う。

「だからね。これを見て気を引き締めてもらおうと思ってさ、わざわざあたしの食事に呼びつけたってわけよ。空き缶かんがどうなるか──食べかすがどうなるか。その目で見れば、食べられたくないと思うだろうから」

　線路が震えはじめた。遠くから、電車が近づいてくるのが見える。少女は動こうとしない。ただ首をねじ曲げて、自分に確実な死をもたらす電車の車輪を、ぼんやりとした顔つきで眺ながめているだけだ。

　その姿を見て、隣となりにいる『貪』が「あはっ」と笑った。観劇に心躍おどらせる子供のように、黒い目を輝かせて彼女は絵里香を見る。心の底から楽しそうな声で、

「どうなるかな？　どうなると思う？」

　肺はい腑ふに震えるような恐怖が湧わき上がってくる。人間ではないこの娘むすめの、人間のような楽しそうな表情が、絵え里り香かには恐ろしくてたまらない。

「車に轢ひかれた空き缶かんは──潰つぶれるかな？　それとも千ち切ぎれるかな？」

　轟ごう音おんを立てて電車が走ってくる。もはや終着駅の文字さえ読み取れるほどに近づいている。運転手はもう気づいただろうか、気づいたところでどうしようもできないだろうが。少女はでくのぼうのように立ち尽くし、ガラス玉のように生気のない瞳ひとみを、ただ電車に向けているだけで──

　一いつ瞬しゆん。ほんの、一瞬だけ。

　少女の横顔が、レレナのそれに重なり、

　そして、絵里香は耐えられなくなった。




　　　　◆




「──ふうん。絵里香ってば、優しいんだね」

　がたんがたんと鳴り響く車輪の音が、段々と遠ざかっていく。それを耳の端はしに引っかけながら、彼女は踏切の向こう側に倒れ込んでいる絵里香に、そんな声をかけた。

　絵里香の身体からだの下には、間かん一いつ髪ぱつで死地を免れた、抜け殻がらの少女が横たわっている。しかしその表情には、一切の感謝も恐怖も映し出されてはいない。そういうものを感じ、表現する能力は、自分が根こそぎ奪ってしまったからだ。

　絵里香を見下ろしながら、彼女は腰こしに手を当てる。目を細め、少しだけ皮肉な口く調ちようでつぶやいた。

「そんなのを助けるなんてね。今助けたって、どうせ近いうちにまた同じことをするよ。それにはもう、生きようという意志も残ってないんだから。みーんな、あたしが食べちゃったからね」

　ちろりと舌したを出して、彼女は馬鹿にするように絵里香のことを見下ろした。極度の緊張のためか、荒く息をついていた絵里香は、その言葉に顔を上げ、気き丈じようにこちらをにらみ返してきた。その表情を見て、彼女はにっこりと笑う。

「本当に優しいんだね、絵里香ってば。あたしなんかは、自分に関係のない生き物がどうなろうが、知ったことじゃないなんて思っちゃうんだけどな。その辺が、あたしと人間の違いなのかもね」

　つかつかと歩み寄りながら、でもね、と彼女は付け加える。

「いくら優しいからって言っても、敵てきを助けられちゃね。あたしも放っておくわけにはいかないのよ。ほら、あたしこんなんでも、一応みんなのリーダーなわけじゃない？　あたしは絵里香のこと好きだけど、だからってあなたひとりだけ好き勝手させておいたら、海かい棠どうたちも黙ってないだろうしさ。ほんとにもう、あいつらまで好き勝手やりはじめたら、とてもじゃないけどあたしの手には負えないんだから──」

　世間話なのか愚ぐ痴ちなのか、いまいち判断に困る口く調ちようでそんなことを喋しやべりながら、彼女は絵え里り香かに手を差し伸べた。絵里香は訝いぶかしげな表情を浮かべて、彼女と彼女の手を交互に見比べる。その反応に、彼女は少しだけ寂しそうな色を笑えみに混じらせた。

「ま、あなたがあたしのこと信じられないのはわかるけどね。あたし人間じゃないし。でも、あたしが絵里香のことを好きだっていうのは、本当に本当のことだよ。だからできれば食べたくないし──裏切ってほしくもない。……ほら、早く摑つかまってよ」

　しばらくの間まがあってから、絵里香は彼女の手を摑んだ。立ち上がる。絵里香が彼女を見る目には、やはり、どうしようもない不信の色が浮かんでいる。まあ仕方ないか、と胸の中でつぶやいて、彼女は歩き出した。

　自分でも、矛む盾じゆんしているとは思う。

　自分は化け物なのだ。『貪とん』という名前の、人の願望を食らって生きる存在に過ぎない。だから自分は、笑いながら人の死ぬ様を眺ながめることができる。人間が真っ二つになろうが八やつ裂ざきになろうが、ポップコーン片手に鑑賞することができる。

　そのくせ、絵里香のことが好きだという感情もまた、紛まぎれもなく自分のものなのだ。

　歩きながら、彼女は自分の口元が薄うすく笑んでいくのを感じていた。

　恐らくその感情は──自分の元になった、この少女のものなのだろう。

　彼女はその感情を排はい除じよしようとは考えていなかった。むしろそれを理解しようと努めていた。であればこそ、こうして傍かたわらに絵里香を置いている。絵里香に対する好意を自覚し、それを理解しようとすることは、すなわち自分の目的にも繫つながることだから。

　笑みを口元に浮かべたまま、彼女は顔だけで、後ろにいる絵里香のことを振り返った。

「早く帰って準備しなくちゃね。一応下したっ端ぱに引っ越しの準備をするように命令しておいたけど、あいつらあたしたちが見張ってないとすぐにサボるんだから。ひとりふたり見せしめにしておいたほうがいいのかしら」

　その言葉に、絵里香は表情を暗くする。しばらく黙りこくっていたが、やがて彼女は意を決したように口を開いた。

「ねえ。引っ越しって、本気なの？」

「あったりまえじゃん。だからこうやって、あちこちに配った末まつ端たんを回収して回ってるんでしょ。あ、向こうについたら案内よろしくね。守かみ代しろの地理を知ってるの、あなた以外にはクロサキしかいないんだから」

　絵里香は眉まゆをひそめる。その表情から、彼女は絵里香がなにを考えているのかを推察する。ふ、と呼こ気きのような笑い声を漏もらし、彼女は絵里香に向き直った。

「レレナ、だっけ？」

　絵え里り香かの肩かたが、びくりと震える。

「あなたが助けたっていうその友達の名前。そんなに大事な友達だったんだ？」

「…………親友、だったわ。あたしの、一番大事な友達だった」

「過去形。ってことは、今はもう違うってことかな？」

「………………」

　絵里香は、答えない。ただ目だけで彼女のことを見返して、それと注視していなければ見逃してしまうほど小さく頷うなずいただけだ。ふふーん、と顎あごに手をやって、彼女はしたり顔でうんうんと頷く。

「まあ別にいいんだけどね。いざというときに、あたしを裏切りさえしなければ」

「ね、ねえ、『貪とん』。あの、レレナのことなんだけどさ──」

「あー！」

　突然大声を出して目を丸くした彼女に、絵里香はみっともないほどに慌あわてふためいた。そのさまを見て、彼女はまた笑う。先ほどのものとは違う──親愛の笑えみだ。

「もー、前も言ったじゃん。あたしのことは、『貪』とは呼ばないでよ。一応あたしには、人間だったときの名前があるんだから」

　唇くちびるをとがらせて、ことさらに拗すねたようにそう言った彼女に、絵里香はどんな顔をしていいのかわからない、という顔をした。彼女が一体どういう性質を持っているのか、いまだに摑つかみかねているのだろう。

　彼女は絵里香の疑問に、答えを与えようとはしなかった。実際のところ、自分自身ですら自分が何者なのか、よくわかってはいないのだ。ただ彼女は自分の胸に手を当てて、誇らしげに自らのかつての名前を口にするのだった。

「いい？　あたしの名前はね────」
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　ところでレレナは本物のお祭りを目にするまで、祭り囃子ばやしというのは実際にジャパニーズトラディショナルな楽団が奏かなでているのだと思っていた。ローマにいた頃に目にしたガイドブックにも確かそんな人たちの写真が載のっていて、レレナは本物の祭り囃子というものを自らの目と耳で鑑賞することを、ずっと楽しみにしていたのだ。

　まさか祭り囃子を流すスピーカーなどというものを目にするとは、思ってもいなかった。

　そのときの自分の落らく胆たんをしみじみと語ると、望もち月づき弥生やよいさんはころころと楽しそうな笑い声を立てた。神社の境けい内だいを見回して、レレナの話と同じように祭り囃子を奏でるラジオスピーカーを見つけ出し、仕方なさそうに肩かたをすくめる。

「まあ、今時はどこもそんな感じなのかもしれないね。それとも、もっと気合いが入った神社はちゃんと舞台で演奏したりするのかな」

　団扇うちわで口元を隠かくして、望月さんはくすくすと笑う。小こ柄がらな身体からだを浴衣ゆかたで包み、からころと下げ駄たを鳴らして歩くその姿は、まさしく日本美人という趣である。ちなみにレレナも母の勧めで浴衣を着ているのだが──どうも、胸元に隙すき間ま風かぜが入ってくるようで、いまひとつ落ち着かなかった。
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　猫ねこのような楕だ円えん形けいの瞳ひとみをレレナに向けながら、望月さんはふと首を傾かしげてみせた。

「ね。そういえばさ、レレナさんってクリスチャンなんでしょ？」

「え？　ええ、そうだけど」

「……あー、こういう質問ってしていいのかどうかわかんないんだけど、クリスチャンの人が日本のお祭りに来るっていうのは、その、アリなの？」

　その質問に、レレナは思わず目を丸くする。それを見て望もち月づきさんは見るからに慌あわてふためき、自らの鼻先で団扇うちわをぱたぱたと左右に振ってみせる。

「あっ！　いや、その、ごめんなさい、答えたくないんなら全然答えないでも構わないんだけどっ！」

　今度はレレナが笑う番だった。小さな笑い声を立てて首を横に振り、彼女の質問に簡潔に答える。

「確かにね。他ほかの宗教行事には一切参加しない、っていう厳格な人もいるにはいるけど──私はそこまで、真ま面じ目めじゃないからなあ」

　団扇で鼻まで隠かくし、望月さんは上うわ目め遣づかいにレレナを見、

「真面目じゃないって、レレナさんが？」

　信じられないという口く調ちようで、そう言った。レレナは苦笑する。どうもこの少女は、自分のことを欠点も汚点もない完かん璧ぺきな人間だと思っている節ふしがある。別にそんなことはない。レレナには欠けているところは山ほどあるし──汚れているところだって、両手の指では数えきれないほどにある。

　心の中に、影が差しそうになった。それを振り払うために、レレナはことさらに明るい声で話しはじめた。

「単純に、考え方の違いなのかもしれないけどね。これは私のお父さんの受け売りなんだけど──神様は、無限なんだって」

　望月さんは瞬まばたきをした。信仰をよく理解できない人がそうするように、その目には「？」の一文字が浮かんでいる。カルトな人と思われてはたまらない。レレナは慌あわてて説明する。

「あー、いや、だから、つまりね。神様は無限で、永遠で、絶対で──要するに、とてもとても巨おおきなものなの。それこそ私たちなんかじゃ、計りきれないほどにね」

　からん、と自らも下げ駄たを鳴らし、レレナは歩きはじめる。人混みのあいだを逆流するようにして縫ぬい歩きながら、自分をじっと見つめている望月さんに、丁てい寧ねいに説明を続ける。

「私はクリスチャンだけれど、キリスト教がこの世で唯一絶対に正しい教えだなんてことは、これっぽっちも思ってないわ。仮に唯一絶対に正しいものがあるとしたら、それはきっと神様だけ。不完全な人間が作った教えは、不完全なものにしかなりえないの」

「……そ、そういうもの、かな」

「そういうもの。魔ま女じよ裁判しかり、十字軍遠えん征せいしかり。今振り返れば過ちとしか思えないことを、キリスト教はたくさんしてきた。──もちろん、だからといってキリスト教のすべてが間違っているなんてことも思ってないけどね。そこから学ぶべきことはたくさんある。ただ、それだけが正しくて、他ほかのすべてが間違いなんて、世の中には白と黒の二色しかないみたいなことを言うつもりもない、というわけ」

　望もち月づきさんの表情に、ようやく理解の色が表れた。口元を、にへら、と歪ゆがめて、彼女は立ち止まる。そのまま視線を横にスライド、その先には──たこ焼きの屋や台たいがある。

「つまりレレナさんは、日本の宗教にも学ぶべきところがある、と考えているわけね？　たとえばたこ焼きの味とか」

　レレナはぷっと吹き出した。浴衣ゆかたの袖そでから巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出して、その中に入れておいたお小こ遣づかいを取り出す。すまし顔を望月さんに向けて、レレナは鷹おう揚ように頷うなずく。

「そうね、それは是ぜ非ひにも学ばなくてはいけない大事なことだわ。望月さんも一緒に勉強する？」

「もっちろん！　夏休みの宿題はまだ全然やってないけどね、そういう勉強なら大歓迎よ」

　なぜか誇らしげに胸を張って、望月さんはまったく自じ慢まんになっていないことを堂々と口にした。レレナはくすくすと笑いながら、たこ焼き屋のおじさんに一パックだけ注文した。

　待っているあいだに、それにしても、とレレナは懐なつかしそうにつぶやく。

「望月さんにも、同じ質問をされるなんてね。ちょっとびっくりしちゃった」

　え、と望月さんはレレナを振り向き、

「あたしも、って。前にも誰かに、同じようなこと聞かれたことがあるの？」

　レレナの表情から、笑えみが消えた。足下に視線を落として、囁ささやくような声で、

「…………うん。絵え里り香かに、ね」

　それを聞いて──望もち月づきさんの顔からも、明るさが消し飛んでしまった。

　気まずい沈黙が、しばし二人のあいだに漂ただよった。屋台のおじさんが、かつお節と青のりを大量に載のせてくれたたこ焼きのパックを渡してくれるまで、二人はずっとそうやって黙りこくっていた。安っぽいプラスチックのパック越しに、熱々のたこ焼きがレレナの手のひらを焼いている。それを持て余しはじめた頃になって、ようやく望月さんが口を開いた。

「ね。あそこで食べよ？」

　そう言って彼女が指さしたのは、社務所の前の石段だ。二人でそこに腰こしを下ろして、浴衣ゆかたの膝ひざの上にパックを置いて、レレナと望月さんはたこ焼きを分け合って食べはじめた。

　頭上から、祭り囃子ばやしが聞こえてくる。スピーカーから流れる祭り囃子。そういえば、とレレナは思い出す。これを聞いたときの落らく胆たんを、初めて話した相手も──絵里香だった。

「絵里香、どこ行っちゃったんだろうね」

　不意に、望月さんがぽつりとそんなことを言った。レレナは窺うかがうように隣となりにいる望月さんの顔を見る。そこには、純粋な心配の色だけが浮かんでいる。

「あの子と連絡が取れなくなってから、もう二ヶ月くらいになるよね。携帯にかけても、全然繫つながらないし。──レレナさんのところには、連絡来たりしてない？」

　レレナは暗い顔で首を振る。そっか、とため息をつくようにつぶやいて、望月さんは両足を石段の上に投げ出した。浴衣ゆかたの裾すそがめくれて、白いふくらはぎが顔を覗のぞかせる。それでも彼女はそれを直そうともせずに、喉のどをそらすようにして夜空を見上げた。

「あー、もう！　レレナさんがなにも知らないんだったらお手上げじゃんか！　ったくもう、人にこんなに心配かけて──絵え里り香かの馬鹿、戻ってきたらひどいんだから！　ね、レレナさんもそう思うでしょ？」

　レレナはうつむいた。そうしながら、そうね、とだけ、答えを返した。

　噓うそをついた。

　六月の半ば頃から学校に来ていないクラスメイト、池いけ之の端はた絵里香の事情について、レレナはなにも知らないわけではなかった。居場所こそわからないものの、彼女がなぜいなくなってしまったのかは、知りすぎるほど知っていた。

　いや、むしろ、レレナがその原因を作ったのだと言っても、過言ではないかもしれない。

　しかし、そのことを望もち月づきさんに話そうとは思わなかった。当たり前だ。自分たちの共通の友人である池之端絵里香が、『貪とん』と呼ばれる化け物の手下になってしまったなどと、伝えたところでこちらの正気を疑われるだけだ。

　それでも──絵里香のことを、本気で心配する望月さんを前にして、なにも言わずにいるということは、レレナにとっては耐え難がたいほどに辛つらいことだった。

　いつの間にか、葛かつ藤とうが表に出ていたらしい。ふとレレナの手に、触ふれるものがあった。無意識のうちに白く筋が浮かび上がるほどに固く握りしめていた両の拳こぶしに、望月さんがそっと触ふれていた。レレナは驚き、望月さんのことを見、彼女はその視線に、へへ、と恥ずかしそうに笑う。

「まあ、今はあの子の話はいっか。うん。いいよね。だって絵里香だもん、あたしたちが心配しなくても、元気にしてるよね」

　それが強がりだということは、望月さんの表情を見るだけでわかった。前触れもなくいなくなり、それきり連絡の途絶えた友人のことを、どうせ元気でやっているだろうの一言でくくれるほど、彼女は単純な思考の持ち主ではない。それでもことさらに、そうやって脳天気な台詞せりふを口にしたのは──

　彼女はレレナのことを、励まそうとしてくれているのだ。

　レレナは目を細める。息を吐はく。そうしてから、にっこりと笑った。偽にせ物ものの笑えみ。望月さんよりも多くの情報を持っているにもかかわらず、それをおくびにも出さないで、ただ彼女に自分は安心しているということを見せかけるためだけの、演技の笑みだ。

　それでも構わなかった。望月さんの思いやりに応こたえるためならば、噓でも偽いつわりでもいくらでもこなすことができる。

　作り物の笑みを顔に貼はりつけたまま、レレナはたこ焼きをひとつ摘つまんで、口に運んだ。おいしい、と顔を綻ほころばせる。その笑みだけは噓ではなく、またレレナの仕し草ぐさを見て、望月さんも声を立てて笑ってくれた。立ち上がる。レレナの手を引いて、彼女ははしゃぐように言う。

「もうそろそろ七時だよね。しばちゃんたちが来る頃だと思うから、もう行って待ってようよ、レレナさん」

　その言葉に、うん、と頷うなずいて、レレナも立ち上がる。それからふと思い出したように、彼女は付け加えた。

「ね。あの、今さらこんなこと言うのも、どうかと思うんだけど──」

「うん？　なになに？」

「私のこと、レレナさんじゃなくて、レレナって呼んで欲しいの。それから私も、望もち月づきさんじゃなくて弥生やよいって呼んで──、い、いいかな？」

　一気呵か成せいに言おうとしたのに、最後の最後で怖おじ気づいた。望月さんはその言葉に、驚いたように目を丸くする。けれどそれは一いつ瞬しゆんだけのこと、すぐに彼女はこぼれんばかりの笑顔で、「うん！」と大きく頷いた。

　偽いつわりの一いつ滴てきも混じっていない、心の底からの笑顔。かつては自分もできていたはずのその表情が、今のレレナには、眩まぶしくて羨うらやましくて、仕方がなかった。




　　　　◆




「あらあら、朧おぼろさん、口の周りに焼きそばのソースがついてますよ」

「ついてないよ！　ってか僕焼きそばなんて食べてないだろ!?　うわちょっと、やめ──むぐっ」

　抗議の最中だというのに、たまはそれを耳に入れる気すらもないようだった。それはそれは嬉うれしそうな顔で、袂たもとから懐かい紙しを取り出し、朧の口元をごしごしと拭ぬぐってくる。傍そばを通り過ぎた女性二人がそんな朧を見てくすくすと笑い、朧はそいつらの血を尽きるまで吸い取ってやりたくなる。──どうでもいいのだが、なんだってたまは懐紙なんて古風なものを常備しているのだろう。

　近所の神社で開かれる夏祭りに行こうと言い出したのはもちろんたまで、ひとりで行ってくれと主張したのはもちろん朧だった。本当を言えば、朧は祭りが嫌きらいなわけではない。人の営みに興味を持ち、面白そうなことに首を突っ込むのが好きな朧にとって、お祭りというイベントは自らの好こう奇き心しんを満足させてくれるものなのだ。先週あたりに夏祭りを知らせるチラシが回ってきたときに、それをしげしげと眺ながめてしまったのも紛まぎれもない事実だ。

　が、だからと言って、なんでこんな子供用の浴衣ゆかたを着せられて、たまに手を引かれて歩き回らなくてはならないのだ。

「あらあら、どうしたんですか朧おぼろさん、そんな顔をなさって。あ、わかりましたよ。お腹なかが空いたのでしょう？」

　なにが嬉うれしいのか、普段からのほほんと笑えんでいる彼女の顔は、今夜に限ってはさらに笑み輝いていた。朧と繫つないだ手をぶんぶんと振り、屋や台たいのひとつを指さして朧が恥ずかしくなるほどの大声で叫ぶ。

「あ！　ほら、綿わた菓が子しですよ、朧さん！　一緒に食べましょう！」

「いや、別に僕は腹は減って──だから引っ張るなってば、おいこら、まず人の話を聞けよ頼むから！」

　もちろん彼女がそんなものを聞くわけもなく、朧は引きずられるようにして綿菓子屋の前にまで引き出された。たまは普通サイズと特大サイズ（アニメキャラがプリントされたビニール袋に入れられている）を注文し、そして当然のように特大サイズのほうを朧に手渡した。

　道行く人すべてが自分を嗤わらっているような妄もう想そうに囚とらわれて、朧は唐とう突とつにそいつらを全員血祭りにあげたくなった。というか、この女はなんだって僕の面倒を見ようとするときにこんな嬉しそうな顔をするのだ。メシアシンドロームかなにかか。

　仏ぶつ頂ちよう面づらでアニメプリントのビニールを引き剝はがし（たまが「その袋は取っておきましょうよ」と言った。知るか）、綿菓子にかぶりつく。むしゃむしゃと食いちぎっていく朧に、たまは自分も控えめに綿菓子を口にしながら、にこやかに問いかける。

「おいしいですか、朧さん？」

「甘い」

「あら、そうですか。それはようございましたね」

　別においしいともなんとも言ってないのに、たまはほこほことした顔で納得してしまった。吸きゆう血けつ鬼きである朧にとってはこんなもの、ただ甘ったるいだけで栄養にもなりはしない。そもそも朧は甘いものがあまり好きではないのだ。どちらかというと塩辛からいものが好きだったりするのに、たまはどうも子供は全員甘いものが好きなのだと思いこんでいるらしかった。

　無機質に綿菓子を食いちぎりながら、それにしても、と朧は思う。

　自分が言うのもなんだが──この女も、相当変わっている。

　なにしろ朧の正体を詮せん索さくしもせずに、同居することを許してくれたのだ。青せい磁じがたまに朧を紹しよう介かいしたとき、彼はただ一言「しばらくこいつを保護したいんだが」と言っただけだった。それなのに、たまは朧がどこの子供なのか、どういう経緯で知り合ったのかを聞こうともせずに、「よござんす」と膝ひざを叩たたいて頷うなずいたのだった。

　肝きもが据すわっているのか、それともなにも考えていないだけか。この二ヶ月間ずっと観察してきたが、のほほんとしたたまの顔を見ていると、どうも後者のほうが正しいような気がしてくる。昼は家に閉じこもり、夜は外に出かける朧のことを、小言は言うが不審に思っている様子もない。あれこれ詮せん索さくされないのは、朧おぼろにとっても好都合なことなのだから、それはそれでいいのだが──

　朧は頰ほおを搔かいた。

　たまの顔を見ていると──どうも、マユラのことを思い出す。

　それは朧にとって、あまり思い返したくない思い出だった。朧は享きよう楽らく的な吸きゆう血けつ鬼きだ。自分が面白いと思うことは進んで首を突っ込むが、自分が不快だと思うことからはできるだけ距離を置こうとする。だから朧はその追つい憶おくを振り払うために、ことさらに別の話題を口にした。

「……そういえば、青せい磁じはどこだ？　いつの間にかいなくなってるじゃないか」

　周囲に目を向けて、朧はぽつりとつぶやいた。たまも、はて、と首を傾かしげ、

「あら本当。いらっしゃいませんね。もう、坊ぼつちゃまったら、どこに行ってしまったのでしょう」

「ま、あいつも年頃の男だ。僕らみたいな女子供とは、一緒にいたくないのかもしれないな」

　それを聞いて、たまはくすりと笑う。訝いぶかしげに見上げた朧の頭をぽんぽんと撫なで、

「朧さんは変わってますねえ。こんなに小さいのに、どうしてそんなおじいさんのような物言いをするんです？」

「……変わっているだなんて、お前にだけは言われたくないな。僕みたいな素す性じようのわからない子供を受け入れるなんて、それだけでも相当どうかしている」

　言ってしまってから、言わずもがなだったか、と内心で舌した打うちをする。なにもこんな疑いを招くようなこと、自分から口にする必要はどこにもないのに。適当に子供の演技でもしていればいいのかもしれないが──どうも、そういうのは苦手だった。

　たまは穏おだやかに笑いながら、朧と繫つないだ手をゆらゆらと振った。

「だって、坊ちゃまがあなたを連れてきたのですもの。あの方があなたを預かりたいと仰おつしやるのでしたら、使用人であるたまがあれこれと口を挟はさむことではありません。そうでしょう？」

「……なんともまあ、時代錯さく誤ごなことだ」

「あらあら。難しい言葉を知ってらっしゃるのですね、朧さんは」

　ころころと笑うたまに、朧は小さく息をついた。

　たまもたまだが、青磁も青磁だ。自分のような吸きゆう血けつ鬼きを匿かくまうということは、それなりの危険を伴うということを、あいつは理解しているのだろうか。クロサキ辺りが自分の居場所を嗅かぎつけて、あの家を襲撃しないとも限らないのに。そう。もしかしたら今この瞬しゆん間かんも、『貪とん』の一派が自分の周辺を嗅ぎ回っているかもしれない──

　朧は足を止めて、『クモデ』を起動する。現金なことだ、と我ながらおかしかったが、周辺の魔ま性しようの力を探知する『クモデ』で定期的に警戒するのは、朧の日課でもあった。

　ふと思い立って起動しただけなのだが──予想に反して、『クモデ』はひとつの反応を拾っていた。朧は瞬まばたきをし、反応があった方向に目を遣やりながら、ぽつりと、

「レレナ。来ていたのか」

「え？」

　たまはきょとんとした表情を浮かべ、それを見上げながら、朧おぼろは小さく口元を歪ゆがませた。そういえば、あの娘むすめには久しく──といっても一週間ほどだが──会っていない。顔を合わせてからかってやるのもいいだろうと思い、朧は足早にそちらに向かって歩き出した。

「あら、あら、あら」

　朧に引きずられるようにしてとてとてと歩きつつ、たまはそんな声を出す。困ったように首を傾かしげ、

「レレナさんですか。あらまあ、どうしましょう」

「どうするってこともないだろう。ちょっと挨あい拶さつをするだけさ」

　その言葉に、たまは浴衣ゆかたの袂たもとで口を押さえ、

「ふふ、朧さんは、レレナさんのことが好きなのですねえ」

　思いがけないその言葉に、朧はぴたりと足を止めてたまのことを見上げた。

「……なんだって？」

「だって朧さん、レレナさんがうちに来るときは特に楽しそうな顔をなさるじゃないですか。いえいえ、照れる必要はありませんよ。たまもようくわかりますもの。あの娘さんはとても気立てがようございますからね、たまも好ましく思っておりますよ」

　たまはにこにこと笑っている。その顔に、朧は説明をする気もなくして、ぷいと前を向いた。再び歩き出す。

　彼女はなにか重大な勘かん違ちがいをしているようだ。自分がレレナと会うのを楽しみにしているのは──そう、単純に、レレナが自分に血液を補給してくれるからだ。現状、青せい磁じの家の外にはあまり出歩かず、従って『捕食活動』も行っていない朧にとっては、レレナに会うか青磁に頼むかしない限り、食事にありつくこともままならないのだ。食欲を満たすときに嬉うれしそうな顔をするのは、なにも自分に限ったことでもあるまい。──まあ、確かに、あの少女それ自身を気に入っていないというわけでは、ないのだが。

　ぐるぐると考えてから、朧は短く答える。

「まあ──嫌きらいでは、ないかな」

　その口振りに、たまはくつくつと笑いを漏もらした。もう一度、朧の頭を撫なでる。朧は抗議の意味を込めて強くたまのことをにらみつけたが──彼女にそんな視線が通用するのであれば、朧は最初からこんな子供用の浴衣など着ていない。

　レレナの反応が近づいてくる。それを『クモデ』で確かめながら、朧は頭を切り替え、彼女に最初にかける言葉を探しはじめた。




　　　　◆




　青せい磁じは鳥居に背中を預けながら、ただぼんやりしていた。別にたまや朧おぼろと一緒にいることが恥ずかしかったから彼らから距離を取ったわけではない。単にはぐれただけである。

　さして広くもない神社だ。二人を探せばすぐに見つかっただろうが、青磁はそれをすることもなく、ただ境けい内だいの賑にぎわいを眺ながめていた。

　参さん道どうの左右に立ち並ぶ出で店みせの数々は華はなやかにライトアップされ、遠くから流れるような祭り囃子ばやしが聞こえてくる。鳥居の下を行き来する人の流れは止とどまることなく、話し声と笑い声も止やむことがない。普段は死んだように静まりかえっているはずの夜の境けい内だいが、今日このときだけは不夜城のような喧けん噪そうと煌きらめきに満ちあふれていた。

　それらの光景をしばらくのあいだ眺めてから、青磁はぼんやりとした足取りで歩きはじめた。

　青磁はお祭りの、この雑然とした雰ふん囲い気きが好きだった。今までいた場所とは異なる世界に放り出されたような、不安定な楽しさがここにはある。どこか特定の出店に寄るというわけでもなく、ただ青磁は歩きつづける。腹が空けばなにか食べてもいいし、興きようが乗ればどこかで遊んでもいい。しかし今は、もう少しこの雰囲気を味わっていたかった。

　歩きながら、ふと、ツォルドルフは来ているのだろうか、という考えが頭に浮かんだ。

　来ているはずだ。なぜならば前回会ったとき、彼女は夏祭りのことを楽しそうに話していたから。クラスメイトの望もち月づき弥生やよいと一緒に、浴衣ゆかたを着て遊びに行くのだとはりきっていた。レレナはそのとき、青磁は来るのかどうか、と尋ねてきたのだが──なぜか青磁は、言葉を濁にごしてしまったのだ。

　探してみようか、という考えが浮かんだ直後に、探してどうする、という考えも浮かんだ。ただ挨あい拶さつをするためだけに探すのか、それとも──声をかけて、一緒に祭りを巡めぐろうと誘うのか？

「…………むう」

　自分が地球上で一番ダメな人間であるような幻覚に囚とらわれて、青磁はぴたりと立ち止まり、腕うでを組んでそんなうなり声を漏もらした。別に大したことではない。知らない仲ではあるまいし、友人同士で祭りを巡り歩くことがそんなに不思議な話というわけでもない。が、まさかレレナとてひとりきりで祭りに来ているわけもないだろうし、彼女の周囲にはクラスメイトの女子が当然のようにいるだろうし、その中に自分が混じって巡り歩いている姿を想像することは、青磁にはどうしてもできなかった。

　しばらく考えてから、青磁は問題を棚たな上あげした。会ったときに話せばいい。会わなかったら話さずに済む。ただそれだけの話という、小学生でもできる結論を出して、青磁は再び歩きはじめ──すぐにまた、その歩みを止めた。

　焼きそばの屋や台たいの前に、少女が立っている。

　見も知らない少女だ。年の頃は青せい磁じと同じか、それより少し下くらい。短く黒い髪かみと小こ柄がらな体たい軀くの持ち主で、タンクトップにハーフパンツという、まるで子供のような服装をしていた。しかし青磁の目を引いたのはなによりも──彼女が自分の口元を、包ほう帯たいのような布でぐるぐる巻きにしているということだった。

　少女は焼きそば屋の鉄板を、背伸びをするようにして覗のぞき込んでいた。やたらと大盛りを強調したその屋台の店主は、やりづらそうに焼きそばを作っている。そのうちに見て見ぬ振りもできなくなったのか、少女に向かって口を開いた。

「──お、お嬢じようちゃん、焼きそば食べたいのかい？」

　少女は顔を上げ、それから大きく頷うなずいた。店主は破顔し、

「そうかい！　それならすぐに用意してやるからな、財さい布ふを用意して待っててくれな！」

　財布、という言葉に、少女は衝しよう撃げきを受けたように目を見開く。肩かたを落として黙りこくる少女に、店主の焼きそばを作る手も止まる。

「…………あー、なんだ、念のため聞くんだが、持ってるよな？　四百円？」

　いくらお祭りとはいえ、パック詰めの焼きそばが四百円とはボッタクリもいいところだと青磁は思っている。スーパーに行けば三百円でその倍以上の量の焼きそばを買うことができる──のだが、問題はそんなことではなく、

「も、持ってないのかい？　お金？」

　少女は悲しそうに頷うなずく。店主は深々と息をつくと、こちらも残念至し極ごくというふうに肩かたをすくめ、

「それじゃあダメだなあ、おっちゃんも慈善事業やってるわけじゃないんだから。お父さんとかお母さんとか、誰かお金を持ってる人はいないのかい？」

　再び少女は首を振った。店主の顔に苛いら立だちが表れ、

「……なんだかな。金持ってないのは別にいいんだが、一ひと言こと二ふた言こと喋しやべってくれてもいいんじゃないのかね。──ほら、どいたどいた、商売の邪じや魔まだ。買わないならよそに行ってくれ」

　少女は世界の終わりのような表情を浮かべたが、店主の商売人としての倫理はそんなものでは微み塵じんも揺るぎはしないようだった。彼女はがっくりと肩を落として、敗残兵みたいな足取りでとぼとぼと踵きびすを返して──ふと、足を止めた。

　青磁の顔を、まじまじと見つめてきた。

　少女はなにも言わなかった。ただ青磁の顔を見つめただけだ。口元を包ほう帯たいで覆おおい、その大きな目だけを見開きながら、子猫ねこのように青磁のことを見上げている。青磁は蛇へびににらまれた蛙かえるのように、身じろぎひとつできずにその目をじっと見返して──

　そして、少女の腹が、ぎゅるるるる、と鳴った。

　青磁は自分の負けを悟さとった。それでも未み練れんたらしく焼きそば屋を指さし、こう確認する。

「……食べたいのか？　あれ？」

　少女は光の速さで頷うなずいた。青せい磁じはため息をつき、ズボンのポケットから財さい布ふを取り出して、焼きそば屋に近づいていく。店主は胡散臭うさんくさそうな顔で青磁のことを見、青磁は諦あきらめの滲にじんだ声を響かせる。

「すいません。ひとつください」

　店主はぎょろ目で青磁と少女の顔を見比べ、手元のヘラで焼きそばを器用に搔かき混ぜながら問うてくる。

「なんだい、あんたあの子のお兄さんかなにかか？　それとも友達とか？」

「…………いえ、赤の他人です」

　店主は瞬まばたきをした。それから合点がてんが行ったように目を細め、鉄板の脇わきに置いてあるパックの山に片手を伸ばしつつ、言う。

「はあ。他人。なるほどねえ、情にほだされて奢おごってやるってわけかい？」

　有あり体ていに言えばそうなのだが、それを認めるのはなんだか敗北を認めるような気がして悔しかった。沈黙を守る青磁に、店主はパックに山のように焼きそばを盛りつけながら、

「まあこんなこと、俺おれが言う義理でもないんだが、あんまりそういうことはしないほうがいいと思うぜ、兄ちゃん。同情するのも結構だが、そういうこと続けてるとな、将来厄やつ介かい事ごとを抱かかえ込むことになるからな。──ほい、四百円。青のりにかつお節にマヨネーズに紅べにショウガはサービスだ。好きなだけ取りな」

　四百円を支払ってずしりと重いパックを受け取り、少女のことを振り返る。少女は、世界は幸福で満ちあふれているとでも言うように両目を輝かせて青磁のことを見つめていた。青磁は焼きそばのパックを手渡して、そして彼女に伝える。

「青のりにかつお節にマヨネーズに紅べにショウガはサービスだってさ。好きなだけどうぞ」

　少女の瞳ひとみが、獲物を捉とらえた肉食獣じゆうのそれに切り替わった。彼女はぐるりと向き直ると、焼きそば屋の鉄板の手前に置かれているトッピングを端はしから順に、店主が青ざめるほどの勢いで焼きそばに振りかけはじめた。




　どうして自分はこんなところにいるのだろうと、青磁は目の前でがっついている少女を見つめながら、ぼんやりと思っていた。

　今彼らが腰こしを下ろしているのは、境けい内だいから少し離れた雑木林の近くのベンチだった。あれほど賑にぎわっていた人々の喧けん噪そうも祭り囃子ばやしも、二人がいる場所にはかすかにしか聞こえてはこない。遠くに並んでいる提ちよう灯ちんの光を眺ながめつつ、青磁はため息をついた。

　あの後、恐るべきことに、少女は青のりとかつお節とマヨネーズと紅ショウガで通常の二倍ほどの重さになった焼きそばをその場で立ったまま食べはじめた。青磁は絶句し、いくらなんでもそれは無茶だという言おうと思ったときには、すでに少女は焼きそばを綺麗きれいさっぱり食べ尽くして唇くちびるの周りを親指で拭ぬぐいはじめていた。

　ソースとマヨネーズのついた親指をしゃぶりながら、少女は青せい磁じのことを見た。それからにっこりと笑い──青磁の手を握って、半ば強引に屋や台たい巡めぐりをはじめたのだった。

　思えばそのときに逃げ出しておけばよかったのかもしれない。なりゆきで奢おごってしまったとはいえ、見ず知らずの少女なのだから、さよならと言い置いて立ち去ってしまっても、なんの問題もなかったはずである。それができなかったのは──青磁の中に、彼女をひとりにしないほうがいいという直感が働いたためだ。

　おかげで青磁の財さい布ふは、来たときよりもだいぶ軽いものになってしまった。祭りの雰ふん囲い気きを楽しみにきたのは事実だが、夜店で買い物をするのもそれなりに楽しみにしていたのに。なんでこんなことになってしまったのだろうと、それが青磁のため息の理由だった。

　同情するのは結構だが、そういうことをしていると将来厄やつ介かい事ごとを抱かかえ込むことになる──そう嘯うそぶいたあの焼きそば屋の店主は世を忍ぶ仮の姿で、その正体はきっと予言者かなにかだったに違いない。青磁にとっての厄介事である少女は、現在たこ焼き二箱チョコバナナ三本りんごあめ四個お好み焼き五枚を消化して、じゃがバター六袋に挑戦しているところだった。

　少女は瞬またたく間にじゃがバターを食べ尽くしていく。口元をぐるぐる巻きにしていた包ほう帯たいはすでに取り外されており、その下には思いのほか綺麗きれいな顔立ちが隠かくされていた。特に怪け我がをしているわけではないようだし、なぜ包帯なんかを巻いていたのだろう──と、そこまで思ったところで、少女が青磁の視線に気づき、こちらを向いた。

　大きな目が、しぱしぱと瞬しばたいた。

　すさまじい葛かつ藤とうが、少女の中で起こっているようだ。時間と共に、彼女の形のいい眉まゆが皺しわを作っていく。なんだなんだ、と青磁が戸と惑まどうのとほとんど同時に、少女はゆっくりとした動きで、じゃがバターに刺さした爪楊枝つまようじを、青磁のほうに差し出してきた。

　ほこほこと湯ゆ気げを立てているじゃがバターを見て、青磁は困こん惑わくを口にする。

「……くれるのか？」

　険しい顔のまま、少女は頷うなずく。

「…………いいの？」

　さらに険しい顔になり、それでも少女は頷く。まあ元はと言えば青磁の金で買ったものなのだが、

「それじゃ、お言葉に甘えて、いただきます」

　手を伸ばして爪楊枝を受け取ろうとしたが、少女は首を振ってそれを拒絶する。仕方なく、青磁は口を開けて、少女の手ずからじゃがバターを食べた。

　じゃがいもの香気と、塩味の効いたバターの脂あぶら気けが口の中で混じり合う。もぐもぐと嚙かみ砕くだくと、それは一体のものとなって喉のどの奥に滑すべり落ちていった。ごくんと飲み込んでから、青磁は少女のことを見る。彼女は首を傾かしげていた。おいしい？　とでも問うように。

　青せい磁じの口元に、苦笑が浮かんだ。子供のようにあどけない少女の仕し草ぐさに、軽く頷うなずきを返し、

「おいしかったよ。ありがとう」

　少女は目を柔やわらかく細めた。それから膝ひざの上にじゃがバターの袋ふくろを置き、青磁の手首を摑つかんだ。自分のほうに引き寄せ、手のひらを上にして、人差し指でそこに文字を書く。

　──どういたしまして。

　そう、彼女は言っていた。

　先ほど覚えた青磁の直感は、確信へと姿を変えた。彼女の声を書き込まれた己の手のひらに視線を落とし、ぽつりと確かめる。

「君は、言葉が喋しやべれないのか」

　少女はまっすぐに青磁のことを見つめて、小さく頷いた。少し考えるような間まのあとに、少女は唇くちびるを大きく開き、青磁に向かって自分の口内を晒さらしてみせた。桃もも色の歯は茎ぐきと真っ白な歯が、唇のあいだから垣かい間ま見みえて、青磁の心臓をどきりと揺らす。だがなによりも青磁のことを動揺させたのは──

　少女の口の中に、舌したがない、ということだった。

　彼女はすぐに口を閉じてしまった。沈黙。少女にとっては当たり前であるはずのそれが、青磁に重くのしかかっていた。見てはいけないものを見てしまったような、気まずい思いが青磁の胸の中を浸食しはじめる。

　だが、少女のほうはといえば、まるで気にもしていない素振りで再びじゃがバターをぱくつきはじめた。一個一個を口の中に放り込んでは、至し福ふくに両頰ほおを緩ゆるませている。その姿を見るうちに、青磁は自分の胸から、気まずい思いが消え去っていくのを感じていた。

　彼女にとっては、舌が存在しないというのは当たり前のことなのだ。当然のことを当然のように示しただけであって、気に留めるにも値しないのだろう。それならば──こちらがあれこれと気を遣つかうのは、かえって失礼に当たるのかもしれない。

　やがて少女はすべてのじゃがバターを食べ終えて、ごちそうさま、と言うように両手を合わせた。それを見ながら、青磁は「そういえば」と声をかける。

「まだ聞いてなかった。君の名前は、なんていうんだ？　──ああ、ちなみに俺おれは、時とき田た青磁という」

　その言葉に、少女はちょっと驚いたように目を見開いた。再び包ほう帯たいのような布で口元を覆おおってから、慌あわてたように青磁の手を取る。手のひらを上にして、先ほどと同じようにして人差し指で書きつける。

　──ちぎり。

　少女はそう言った。ちぎり、と口の中でつぶやく青磁を見て、今度はゆっくりと、丁てい寧ねいな動作で付け加える。

　──千ち霧ぎり。

「……ちぎり。千ち霧ぎりか。うん、よろしくな、千霧」

　少女は──千霧は嬉うれしそうに目を細めた。そうしてから、今度は青せい磁じの手を握りしめて軽く振ってみせる。自らも、よろしく、とでも言うように。その仕し草ぐさに青磁は口元を綻ほころばせ、しかし千霧がまたもや文字を書きはじめると、その笑えみはあっという間に消え去ってしまった。

　彼女は短く簡潔に、こう言ったのだ。

　──それじゃあ、次は、なにを食べる？




　　　　◆




　朧おぼろの姿を見た瞬しゆん間かん、レレナの顔が引きつった。

　なにしろ彼女の後ろには、三人からなるクラスメイトが並んでいたからだ。望もち月づきさん──弥生やよいを初めとして、柴しば田たさんに谷たに崎ざきさん。いずれも弥生と仲の良い子たちで、レレナは心の奥底で、彼女たちとも名前で呼び合える仲になれたらいいなと、密かに画策していたのだ。

　しかし、そこに朧が現れてしまった。

　考え得る限り、最悪のケースだ。

　こっちに来ないで、というレレナの秘めた願いとは裏うら腹はらに、朧はにやにやした顔で足早にこちらに近づいてきた。そもそも『クモデ』を持っている朧が、レレナの存在に気づかないなどということはあり得ないのだ。そして彼は、レレナが朧と一緒にいるところを他人に見られたくないということも、きちんと理解している。理解した上で、なお近づいてくるのが朧という吸きゆう血けつ鬼きだった。

　案の定、朧はレレナの前でぴたりと立ち止まった。硬直するレレナに、や、と片手を上げる。それから彼は、レレナの浴衣ゆかた姿すがたをためつすがめつ観察し、にやりと笑った。

「へえ。異人の割には、なかなかよく似合ってるんじゃないか？」

　苦々しい顔で反論しようと思ったが、それはできなかった。彼の後ろから、たまが相変わらずのにこにこ笑顔でこちらに歩いてきたからだ。それを見つめるレレナの耳に、弥生の不思議そうな声が聞こえてくる。

「誰この子？　レレナの知り合い？」

　レレナが答えるよりも先に、柴田さんと谷崎さんが黄色い歓声を上げながら朧のことを取り囲んでいた。頭に触さわり頰ほおを撫なで、かわいいかわいいと持てはやしている。朧が冷淡に唇くちびるを曲げていることに、彼女たちは気づいていない。

「ねえねえ、僕いくつ？　お名前はなんて言うの？」

　朧の目の前にしゃがみ込んでいる谷崎さんが、そんなことを質問する。朧は首を傾かしげて谷崎さんを見返していたが、やがて小さな声で答えた。

「朧。四百十歳さい」

「…………へ？」

　そこでようやくレレナは前に出て、朧おぼろの頭をがしりと摑つかんだ。撫なでるように手を動かしながら、しかしその指は朧の頭に食い込ませる。胡散臭うさんくさいほどに晴れやかな笑顔を朧に向け、一言一言嚙かみしめるように、

「十歳さい、だよね？　もう、朧くんは冗じよう談だんが好きなんだから」

　朧は楽しげな眼まな差ざしでレレナのことを見返した。レレナはレレナで、お願い、という一言を瞳ひとみに込めて朧のことを見下ろしている。やがて折れたのは朧のほうで、彼は外見年ねん齢れい相応の笑えみを浮かべると、不気味な猫ねこ撫なで声を響かせた。

「えへへ。ごめんね、レレナお姉ちゃん」

　その声の見返りがどんなものなのか、想像するだに恐ろしい。内心で身を震わせているレレナに、柴しば田たさんが暢気のんきに問いかけてくる。

「レレナさんと朧くんは、どういう知り合いなの？」

　レレナは思考を巡めぐらせる。言い訳を考えようとする。しかし根が真ま面じ目めなレレナは、咄嗟とつさにそういうものを編み出せる思考回路を持っていない。数秒の沈黙が生まれ、そのあいだに朧がにこやかに柴田さんに答えていた。

「近所に住んでるんだよ。レレナお姉ちゃんの教会に、僕がよく遊びに行くんだ」

「へええ……そっか、そういえばレレナさんて、教会に住んでるんだったよね」

「え。あ。そ、そうなの、うん。よく──そう、近所の人たちを集めて、集会とかやってるし、その関係で、ね」

　ぎこちない口く調ちようで朧と口くち裏うらを合わせる。朧が自分を見つめる視線が痛い。そんなにしどろもどろに答えるなと、彼がそう考えているのはわかるのだが、だからといってそう簡単に演技がうまくなるわけではないのだ。

　と、谷たに崎ざきさんがにこにこしながら、「それにしても」と話題を変えてくれた。

「おぼろ、って、なんだか変わった名前だね。今までそんな名前の人聞いたことないよ？」

　朧の表情が、一段階温度を下げた。喉のどに鉛なまりが詰まったような気分を味わっているレレナを横目に、彼は薄うすく笑って肩かたをすくめ、

「両親が頭のかわいそうな人たちなんだよ。大人おとなになったら改名するつもり」

「え」

「じょっ──」裏返った声がレレナの口から迸ほとばしり、ぐいぐいと朧の頭を押さえつけながら、「冗じよう談だんっ、がっ、本当に好きなんだからっ、朧くんはっ！」

　さすがにおかしいと思ったのか、三人は目をぱちくりとさせながらレレナと朧のことを眺ながめている。気まずい沈黙が漂ただよいかけ、しかしそれを未然に防いだのは、意外な人物だった。

「そうですよ、朧さん。冗談でも言っていいことと悪いことがあります！」

　腰こしに手を当てて、語気も荒く朧のことを叱しかりつけたのは、他ほかでもないたまだった。普段は柔にゆう和わな弧を描いているその眉まゆを珍しく逆立てて、朧おぼろのおでこを「めっ！」と叩たたく。

「ご両親のことをそんなふうに貶おとしめるだなんて、礼儀に悖もとりますよ！　たまは朧さんをそんなふうに育てた覚えはありません！」

「……こっちもお前に育てられた覚えはないが……」

　場の空気が混こん沌とんとしてきた。顔を見合わせている三人のクラスメイトたちに、レレナはこほんと咳せき払ばらいをしてから、たまを紹しよう介かいする。

「──あー、こ、こちらは、たまさん。あの、朧くんの──お姉さん、みたいな人なの」

　みたいな人？　という疑問が、三人の頭に生まれたのが目に見えるようだった。レレナは再び言い訳を紡つむぎ出そうと焦あせり、たまはそんなレレナの焦りなど微み塵じんも介かいすることなく深々とお辞じ儀ぎをする。

「はじめまして、たまと申します。レレナさんのクラスメイトの皆さん、ということは、坊ぼつちゃまのクラスメイトでもあるのですね。いつも青せい磁じ坊ちゃまがお世話になっております」

　頭痛がしてきた。弥生やよいがぱちぱちと目を瞬しばたかせて、その痛みを倍加させる。

「青磁……って、時とき田たくんのこと？　あれ、なんか混乱してきたんだけど。ええと、たまさんは、朧くんのお姉さんなのよね？　ってことは、朧くんは時田くんの親しん戚せきかなにかなわけ？」

「いえ、滅めつ相そうもない。朧さんと坊ちゃまのあいだに血の繫つながりはございません」

「……ごめん、三人の関係が全然把は握あくできない……」

　レレナもできない。が、だからと言って正直に、朧は二ヶ月ほど前に知り合った野の良ら吸きゆう血けつ鬼きで『貪とん』という化け物に命を狙ねらわれて一時的に青磁の家に匿かくまってもらっているとは口が裂さけても言えなかった。適当にごまかそうにも、この場にはたまがいる。正直村の住人のようなこの女性は、レレナが事実と違うことを口にすれば即座に訂正するだろう。たまに突っ込まれず、かつ三人に納得してもらえる説明を考えようとして、知恵熱でぐんぐん脳みそが煮えてきた。喋しやべる言葉も決まらぬまま、レレナは口を開きかけて──

　そして、噓うそつき村の住人が代わりに答えてくれた。

「青磁お兄ちゃんもたまお姉ちゃんも、僕にとても優しくしてくれるんだ。血の繫がりはないけど──」ここでふと寂しそうな顔になり、しかしすぐに天使のように微笑ほほえんで、「でも、僕は二人が大好きなんだよ！」

　きゅん、という音が聞こえた気がした。横を見れば三人の目が恋をしたかのように潤うるんでいる。「かわいそう」とか「いい子だね、朧くん」とか、事情もわからずに感動している彼女たちの姿をレレナは一歩下がったところから眺ながめ、そんな彼女の手を朧がきゅっと摑つかんでくる。

「ねえねえレレナお姉ちゃん、僕お腹なかが空いちゃった！　あそこのお好み焼きを食べようよ」

　なんとなく首筋に鳥とり肌はだが立つのを感じながら、レレナはぎこちない笑えみで「そうね」と頷うなずく。クラスメイトの生温かい眼まな差ざしを背中に受けながら、レレナはお好み焼き屋に立ち寄って、ひとつ注文した。待つあいだに、レレナはぽつりとつぶやく。

「なんだか、気味が悪いんだけど」

　朧おぼろは反転した声で、それに応こたえた。

「心外だね。お前の立場を慮おもんぱかってやってるんだろ？」

「……まあ、そう、そうなんだけどね。なんだかあなたが──その、本当の人間の子供のようで」

　獣けもののように顔を歪ゆがめて、くく、と朧は笑い、

「最初はこそばゆかったが、なかなかどうして、これはこれで面白いじゃないか。見たか、あいつらの顔を？　ああいう声で『お姉ちゃん、血を吸わせて？』とでも言えば、本当に吸わせてくれそうな顔をしてたぞ」

　レレナは眉み間けんに皺しわを寄せた。パックに入った熱あつ々あつのお好み焼きを受け取って、言っておくけど、と釘くぎを刺す。

「私の友達に手を出したら、容よう赦しやしないからね」

「ほう、言うようになったじゃないかレレナ。容赦しないとは具体的にどういうことをするんだい？　最初に会ったときのように、僕の心臓に銀の十字架かでもぶち込むのか？」

「……そ、それは…………」

　くつくつと笑い、朧はレレナからお好み焼きをひったくる。箸はしで千ち切ぎって口に運び、もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら横目でレレナを見上げる。からかうような口く調ちようで、

「冗じよう談だんだよ。お前が友人をどれくらい大切にしているかは知っているつもりだ。『貪とん』の手下にでもならない限り、手を出しはしない。僕は噓うそつきだが、これだけは本当だよ」

『貪』の手下。その言葉に、レレナの表情が暗くなる。

　レレナの友人であり、また『貪』の手下でもある少女──池いけ之の端はた絵え里り香かのことを、思い出したからだった。

　ぱくぱくとお好み焼きを食いちぎっていく朧に、レレナはおずおずと声をかける。

「ね、ねえ、朧。絵里香のことだけど──絵里香にも、手は出さないで。彼女のことは、私に任せてほしい」

　朧は片眉まゆを上げてレレナのことを見た。お前にできるのか？　とでも言うように。それからまたお好み焼きのパックに向き直り、無関心を装って言う。

「……まあ、別に構わんが。ただし、向こうから手を出して来た場合は別だぞ。その場合は僕も、全力をもって排はい除じよする。敵てきに情けをかける趣味はないんでね」

　朧はレレナの反論を待とうとはしなかった。大半を食い尽くしたお好み焼きをレレナのほうに寄越して、「残りはやる」とぞんざいにつぶやく。口の周りを手の甲こうで拭ぬぐって、朧は薄うすく笑った。

「人間の食い物は、うまいが栄養にはならないね。やはり吸きゆう血けつ鬼きには吸血鬼の食い物というものがある。──そういうわけで、あとでよろしく、レレナ。あの三人をごまかしてやった報ほう酬しゆう分も、ちゃんと上乗せしてもらうよ」

　ぞんざいに手を振って、朧おぼろはたまのほうへと歩いていく。その後ろ姿を眺ながめつつ、レレナはため息をついた。悪あく魔まと取引をするものではないなと、懺ざん悔げの祈りを胸の中で唱えながら、彼女も朧についてみなのところへ戻っていった。




　　　　◆




「あー。もー。つまんなーい。たいくつー」

　ソファベッドの上で足をばたつかせて、『貪とん』はそんなことをほざいている。向かいで文庫本を読んでいたクロサキは、そのあまりの喧やかましさにただでさえ鋭い目をナイフのように細めた。

　とあるマンションの一室に、彼らは隠かくれ住んでいた。人外であるクロサキと『貪』は、ただそこにいるだけで朧の強力な感知能力──『クモデ』に探知されてしまうためだ。彼らを隠いん蔽ぺいするためのマンションの一室を、『貪』がどのようにして用意したのかは、クロサキの知るところではない。朧を殺すこと以外にほとんど興味のない彼が、こうしてわざわざ『貪』と差し向かいでいるのは──彼女が、そう望んだからだった。

　立ち上がり、自分にあてがわれた部屋へ向かおうとしたことは何度もあった。しかしそのたびに、『貪』に引き留められたのだ。──ただでさえお祭りに行けなくて暇ひまなのに、ひとりになったら寂しくて死んじゃう、と。

　馬鹿らしいにも程がある。

　ふと『貪』は足をばたつかせるのを止やめて、視線を横に滑すべらせた。広いリビングの向こうにはガラス戸があり、その向こうには闇やみの夜空が広がっている。そちらをぼんやりと眺めながら、『貪』はため息と共につぶやく。

「あーあ、行きたかったなあ、お祭り」

「……無茶言わないでよ。もしも朧が来ていたらどうするの？　私たちだけじゃ、あなたを守りきることなんてできないんだから」

　不意に響いた第三者の声に、クロサキはそちらに目を向けた。キッチンから池いけ之の端はた絵え里り香かが、カップを片手にリビングに入ってくるところだった。その身のこなしは油断がなく、特にクロサキのことを警戒しているような足取りで、ダイニングテーブルに近づいていく。

　絵里香とは正反対に、『貪』は緊張のかけらも感じていないような顔で、にへら、と笑った。

「別にいいじゃん、いつかケリをつけなきゃいけない相手なんだしさー。それにほら、クロサキのほうは朧に会いたいって願ってるよ。でしょ？」

　話を振られて、クロサキは目だけで『貪』のことを見た。その瞳ひとみには、冷たい色が浮かんでいる。しかし『貪』は答えを待たずに、「でもね」と付け加える。

「今はまだ、だめー。まだ守代こつち来たばっかりで日が浅いんだしさ、もうちょっとこの町を楽しんでみたい気分なのよね。ほら、あたし湯ゆヶが崎さきから出たことってほとんどないじゃない？　他ほかの町の『アガナイ』も部下に任せっきりだしさー、たまにはこういうところで観光とかしてみたいわけよ」

「観光って──ここも湯ヶ崎も、そう変わらないよ。観光地じゃないんだから」

　呆あきれたようにそう言った絵え里り香かに、『貪とん』は意外そうに「そうなの？」と聞き返す。

「お祭りとかやってるし、有名なところだと思った」

「……別にお祭りなんて、日本各地のどこででもやってるでしょうに。あんたって、本当にそういうところが疎うといんだね」

　身体からだをしならせて、『貪』はソファの上に起き上がる。両手で両爪つま先さきを摑つかむようにしてあぐらを搔かきながら、にやにやと絵里香のことを見つめた。人差し指で、自分のこめかみをとんとんと叩たたき、

「しょうがないじゃん、あたしがこの子に取り憑ついたときには、もう頭ん中ほとんど腐くさってたんだからさ。覚えてたのは自分の名前くらいのもんだよ。他ほかのことはぜーんぜん、まあ人間から吸い取った知識で、今は多少はマシになったけどねー」

　気軽におぞましいことを言う『貪』に、眉まゆをひそめたのは絵里香だけだった。クロサキのほうはといえば、相変わらずの鉄てつ面めん皮ぴで『貪』のことを見ているだけだ。

　彼はすでにして、自分自身のことを人間だなどとは思っていなかった。自分は『第二位』の吸きゆう血けつ鬼きであると同時に、朧おぼろをこの世から抹まつ殺さつするためだけの存在であると見なしていた。ひとつの目的だけを追求し、それが達成できればあとはどうなろうが構わないなどと考えるものが、人間であるはずがない。

　だからクロサキは、『貪』に対して嫌悪感は抱いだかない。彼女の出しゆつ自じがなんであろうが、朧を殺すために利用できるのであればそうする、それだけだ。

　そんな『貪』とクロサキを、この場でただひとりの人間である絵里香は気味悪そうに見み遣やっていた。ダイニングテーブルの上に置いたカップの中に視線を落とし、それを啜すする。独り言のように、ぽつりと、

「……知識を吸い取るって。あんたそんなことできんの？」

「うーん、まあ厳密には、知識っていうか記き憶おくみたいなもんなんだけどね。ほら、あたしって人の望みを叶かなえるわけじゃない？　望みを叶えるためには望みを知らなくちゃいけないわけなんだけど、その情報を吸い取るときに、ついでみたいな感じで記憶も一緒に流れ込んでくるのね。多分その人の願いと一緒に、どうしてその人が願うようになったのかって経緯も一緒くたに入ってくるんだと思うけど」

　その言葉を聞いて、絵里香は不ふ愉ゆ快かいそうにそっぽを向いた。

　他人であれば聞き流すこともできただろうが、彼女は『貪』に願いを叶えられたもののひとりなのだ。自分の頭の中を覗のぞかれて、愉快に思う人間はいない。

　絵え里り香かの態度に、『貪とん』はくつくつと声を立てて笑う。あぐらを搔かいたまま身体からだを左右に揺すぶって、からかうように彼女は言う。

「だからね、絵里香、あたしはあなたの気持ちがわかるんだよ。昔から仲の良かった両親と離れ離れになるなんて、そんなのイヤだよねえ。他ほかのことはよくわからなかったけど、なんだか絵里香の願いだけは、すごく共感できたんだ。なんでなんだろうね──」

「……勝手なこと、言わないでよ」

　静かな怒りに満ちた声。それを聞いて、『貪』は笑えみを引っ込めた。不思議そうな顔でまじまじと絵里香のことを見返す。絵里香は両手をテーブルに叩たたきつけるようにして立ち上がり、

「あたしの願いを勝手にねじ曲げたのはあんたでしょ？　あたしはただ、お父さんやお母さんと一緒にいたかっただけなのに──それなのに、あたしの気持ちがわかるだなんて、気安く言わないで！」

『貪』はぱちぱちと瞬まばたきをしている。ふ、とクロサキは鼻で笑った。ただ滑こつ稽けいだった。人の気持ちがわかるだなどとほざく化け物も、その化け物に怒りをぶつける絵里香も、どちらも。

　絵里香がそんな彼のことをにらみつけてきたが、無論小こ娘むすめの視線ごときに動揺するクロサキではない。と、『貪』が首を傾かしげて、こんな質問を発した。

「あなたの願いは、『両親と一緒にいること』でしょ？　今となにが違うの？」

　絵里香は唇くちびるを嚙かむ。なにか言おうとして息を吸い込み、しかしそれはすぐにため息となって、彼女の口から漏もれた。力なく首を振り、絵里香はつぶやく。

「…………あたしは…………」

「あなたの『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』は、隣となりの部屋にいるじゃない。ちゃんとあなたの望んだとおり、一家がバラバラになることなく一緒にいられているっていうのに。そりゃまあ、『意識の糸』で操作して近くにいさせるってのは、普通の家族とは違うけどさ。それだって、あなたの願いの大筋からは外れてないはずだけど」

　絵里香は口を噤つぐんだ。じっと『貪』のことをにらみつけ、それから、大きく息をつく。

　化け物に人間の道理を説いても、無む駄だだと思ったのだろう。彼女は軽く首を振ると、ダイニングテーブルの上に置いておいたカップを手に取って、隣の部屋へと歩き去っていってしまった。

　ドアが閉まるのを見て、『貪』は首を傾かしげてクロサキに尋ねてきた。

「……変なの。ねえクロサキ、なんで絵里香は怒ったのかな」

「知るか」

　即座に答えたクロサキに、『貪』は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。それから彼女は、「もうちょっと話してくれてもいいじゃん」とか「冷たいんだから」とか、愚ぐにも付かないことをぶちぶちとつぶやいていたが──やがて、その顔からふと表情が消えた。

　独り言のような口く調ちよう。

「なんで絵え里り香かが怒ったのかわからないのは、あたしが化け物だからなのかな。──この子のことをもっとよく知れば、なんで絵里香が怒ったか、わかるようになるのかな」

　自分の胸に手を当てて、『貪とん』はそんなことをつぶやく。それを見て、クロサキの中にひとつの疑問が浮かんだ。

　──そういえば、こいつの目的は、一体なんなのだろう。

『貪』は化け物なのだ。化け物は人間とは違い、ただ存在するためだけに存在する。そこに意味を持とうとはしないのが常であるはずなのだが──どうも、この小こ娘むすめの姿をした怪かい物ぶつには、明確な目的があるらしかった。

　しかしクロサキは、それを問おうとはしなかった。『貪』の目的がなんであれ、自分には関わりがないことだと判断したためだ。クロサキにとって『貪』は、ただ利用するだけの存在に過ぎない。恐らくは、向こうもこちらのことをそういうふうに見なしているのだろう。それで十分。互いに利用し合うだけの関係に過ぎないのだから、その動機にまで思いを馳はせる必要はない。

　と、『貪』がクロサキに向き直り、こんなことを問うてきた。

「それじゃあクロサキは──マユラさんのことに触ふれられると、怒っちゃうのかな？」

　我知らず、眉間みけんに皺しわが寄った。その顔を見て、『貪』は感心したように頷うなずく。

「やっぱり、あんまり話したくないみたいだね。まあ確かに、実の妹を朧おぼろに──」

「黙れ」

　クロサキの鉄てつ面めん皮ぴが、ひび割れた。

　マユラの名を聞いた瞬しゆん間かん、自らを化け物と定めたはずのクロサキの理性が、音を立てて揺らぎはじめた。なぜならば、それは今のクロサキの根幹に関わる名前だからだ。かつての、まだ人間だった頃のクロサキの記き憶おくを呼び覚ます名前だからだ。

　互いに利用し合うだけの関係に、その名前が入り込んでくる余地はない。『貪』がその名を口にすることは、許されないことだった。クロサキは強くそう思うと同時に、そんなことを思った自分に対して驚いてしまった。──まだ己に、そんな人間じみた感傷が残っていようとは、考えてもいなかったのだ。

　クロサキの表情を見て、さすがの『貪』もそれ以上追及しようとはしなかった。彼女は軽く肩かたをすくめると、再びソファベッドの上に仰あお向むけに寝転がった。天てん井じようをぼんやりと眺ながめながら、つぶやく。

「ふーん。前々から思ってたけど、人間は複雑なんだね。クロサキがそんな顔するなんてさ」

「…………」

「あ、そだ、それじゃ海かい棠どうたちにも聞いてみようかな。あいつらの願望の、元になる記憶の話を振ってみれば、変わった表情が見られるかも──」

　そこまで言いかけて、『貪』は口を噤つぐんだ。しばらく何事かを考えた挙げ句、珍しく苦い顔になって、彼女は首を振った。

「──だめかな。だってあいつら、頭おかしいもんね」




　　　　◆




「えー、時とき田たくんってそんな子供だったんだ。うわー、人って見かけによらないんだね……」

　レレナの前方で、たまが柴しば田たさんと谷たに崎ざきさんに挟はさまれて、乞こわれるままに青せい磁じの昔話をしている。たまは人の好い、親切な女性であることに間違いはないのだが──その親切は、時と場合を選んで発揮すべきだということを、もう少し彼女は学ぶべきだと思う。

「そんなに泣き虫だったの？　へええ、今はあんなにお堅い感じなのにねえ」

　頰ほおに手を当てて、たまは懐なつかしむように言っている。

「ええ、それはもう、一日に一回は泣いていらっしゃいましたよ。ひとりでいるのが寂しいと仰おつしやいまして、いつも、たま、たまと私のあとをついていらっしゃったものでした。夜もたまがいないと眠ねむれないと言って、私の布団に潜もぐり込んできたり──」

　くっ、と前を歩く谷崎さんがうつむいた。たまは彼女を不思議そうに見み遣やり、柴田さんはたまの浴衣ゆかたの袖そでを引いて「他ほかには、他には？」とさらに話を引き出そうとしている。そこでようやく、レレナは心を決めて足を踏み出した。

「あー、ね、ねえ、たまさん。時田くんの昔の話は、それくらいにしたほうが──」

　たまは目をぱちくりとさせ、レレナのことを振り返った。なぜです、と彼女が問う前に、柴田さんが唇くちびるを尖とがらせて抗議する。

「えー、別にいーじゃん、レレナさんもお堅いんだからー。時田くんが昔どんな子供だったのか、すっごく興味あるんだもん」

　その抗議にレレナは怯ひるみかけるが、それでもここで退ひくわけにはいかなかった。きゅっと唇くちびるを嚙かんで、細く、しかしはっきりとした声で柴田さんを注意する。

「だからって、昔の恥ずかしい話ばかりを聞かなくてもいいでしょう？　時田くんが知ったら嫌いやな気持ちになると思うよ。──たまさんも、話す内容は選んでください」

　少しきつい言い方になってしまったかもしれない。柴田さんは、まだ唇を尖らせている。次第に気持ちが萎なえてきて、今の言葉を撤てつ回かいしようかどうか迷いはじめたところで、不意に柴田さんの顔が溶けた。言う。

「……あのさ、前から思ってたんだけどさ。レレナさんって、時田くんと仲良いよね？」

「へっ？」

「六月くらいからかな？　それまで男子とはほとんど話すことなかったのにさ、時田くんとだけやたらと仲良く話してたじゃない？　あれってどういうことなのかなあって、今ちょっと思ったんだけど」

　レレナはぱくぱくと唇くちびるを開閉させた。話題が変わったのはいいことかもしれないが、その矛ほこ先さきが自分に向かうとは思ってもいなかった。レレナは助けを求めるように隣となりを歩く弥生やよいを見、弥生は輝くような笑顔でレレナに向けて言い放つ。

「あ、それあたしも思ってた。で、実際のところどうなのよ？」

　彼女に助けを求めたのは失敗だった。どう答えようか迷っていると、前を行くたまの隣となり、彼女と手を繫つないでいる朧おぼろが振り返った。

　朧はしばらくレレナを見つめたあと──笑った。

　言う。

「お姉ちゃんと青せい磁じお兄ちゃんは仲がいいんだよ。だってレレナお姉ちゃん、よく青磁お兄ちゃんの家に来るもんね！」

　えええええええ、という叫びが、柴田さんと谷たに崎ざきさんと弥生のあいだから湧わき起こった。レレナは表情を強こわばらせて、自分を見上げながらにやにや笑っている朧のことを見み据すえている。あなたにご飯をあげるためでしょうが、というまっとうな反論を、今この場でするわけにはいかなかった。あとで覚えてなさいよと心の中で朧を呪のろうが、差し当たって重要なのは、のぼせ上がった少女三人の追及をどうやって躱かわすかだ。

「なになになに、レレナさんと時とき田たくんって、そういう関係だったの!?」

「い、いや違うのよ、あの、そのう──そう、朧くんに会うためにね、」

「あら、でもよくお昼ご飯を食べていかれますよね？　青磁坊ぼつちゃまと一緒に」

　たまが余計なことを言った。少女たちの目の輝きが、一段階強いものとなる。

「ほうほう。つまりあれですね、よく食事を共にする仲と」

「そ、その言い方はどうかと──」

「でもそうなんでしょ？　家に上がって、食事をして、ついでにご両親に紹しよう介かいなんかされちゃったりして？」

「────、あ、ほら、賽さい銭せん箱ばこだよ！　お賽銭入れていこうよ！」

　自分でもわざとらしいと思えるほどの大声を上げて、レレナは前方を指さす。三人がそちらを振り向くのとほとんど同時に、レレナは小走りに賽銭箱へと駆かけ寄っていった。背中に三人の懐かい疑ぎの視線が突き刺ささるのを感じたが、多少強引でも仕方がない。別の方向に話を持って行かなければ。

　袂たもとから巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出しながら、レレナはふと青磁のことを考え、おかしくなった。

　とんだ思い違いだ。自分と青磁は、弥生たちが考えているような関係では決してない。

　確かに。時田青磁は、家族以外でレレナがもっとも親しい男性ではある。彼はレレナの友人であり、仲間であり、よき理解者なのだ。家族と朧以外に、自分の正体──レレナが半はん吸きゆう血けつ鬼きであるということを知っているのは、青磁だけだ。レレナも青磁とは、これからも親しくしていきたいと思っている。

　だが、そこに色恋が絡からむ余地は、どこにもなかった。二人の関係は、吸きゆう血けつ鬼きや『貪とん』と言った非日常の出来事に根ざしているものだからだ。会話の内容も、朧おぼろや絵え里り香かや『貪』のことが主題になることが多く、雑談をしたことはあまりなかったはずだ。

　もちろんそれは、レレナが青せい磁じに好意を抱いだいていないという意味ではない。青磁は親切で、正義感に満ちあふれ、半吸血鬼である自分に理解を示してくれる心優しい少年だ。それに、なによりも──

　──あの人に、少しだけ似ているから。

　かすかな笑えみが口元に浮かぶ。寂しげな笑み。失礼な話だ、そう思う。今はもう亡い人に重ね合わせて好意を抱いているなんて、誰にも話すことはできない。父にも母にも青磁にも、同じ吸血鬼である朧にも──誰にも。

　この気持ちは、自分だけの胸に秘めておくのだ。

　過ぎ去ったかつての日々の思い出を、今の日常に持ち込むことは、許されない。

　それから、レレナは首を振って青磁の名前を頭から追い出した。巾きん着ちやくから小こ銭ぜにを取り出して、賽さい銭せん箱ばこに入れようとしたところで──不意に後ろから、柴しば田たさんがのしかかってきた。

「ねえってば、レレナさん！　教えてよ、時とき田たくんとはどこまで進んでるの？」

　恐らく冗じよう談だん半分だったのだろう、その声には笑いが混じっていた。あるいはそうすることによってレレナと親しくなろうとしたのかもしれない。が、いかんせんタイミングが悪かった。小こ銭ぜにを出そうとした瞬しゆん間かんに後ろから背中を叩たたかれて、思わずレレナは巾着袋ぶくろを取り落としてしまった。

　するりと滑すべった巾着は、吸い込まれるように賽銭箱の格子こうしの隙すき間まに落ち込んでいった。あ、という声がレレナの口から漏もれ、それよりもさらに大きな叫び声が背後から上がった。

「ああっ！　…………、あ、あの、ご、ごめんなさい、レレナさん……」

　弥生やよいが呆あきれたように口を挟はさんできた。

「もう、なにしてんのよしばちゃん。──ありゃ、完全に中に入っちゃったみたいだねー」

　賽銭箱の中を覗のぞき込みながら、弥生は困ったようにそう言った。柴田さんの顔色が、どんどん青くなっていくのを見て、レレナは彼女を安心させるように微笑ほほえんだ。

「大丈夫だよ。そんなに気にしないで」

「いやいやいや、大丈夫ってこたないでしょ。あれ、財布さいふ入ってたんでしょ？」

　しぱしぱと手を左右に振った谷たに崎ざきさんに、レレナは「うん」と頷うなずきを返し、

「でも財布っていうか、お祭り用のお小こ遣づかいだから──どうせもうほとんど残ってなかったし、別にいいかなって」

「や、よくないでしょ！　お小遣い余ったから全部神様にあげるってどんだけ気前いいのよ！　えーと、こういう場合は、社しや務む所しよの人に言えば開けてもらえるのかな？」

「……どうだろ。頼むだけ頼んでみる？」

　うーん、と全員で首を傾かしげる。唯一の成人であるはずのたまが、一番困った顔をしているというのが始末に負えない。対して朧おぼろのほうは、退屈そうにあくびをしていた。人間どもの使う通貨のことなんか僕が知るか、とでも言いたげな態度だ。

　と、そのとき──不意にレレナの背中に、声がかけられた。

「財さい布ふ。中に落としたのかい？」

　レレナは振り返り、そこにやたらと派手な服を着た男の人の姿を見る。赤や黄色やオレンジといった、見ているだけで暑くなりそうな色を存分に使った半袖そでシャツを羽は織おり、その下には日焼けした地じ肌はだが覗のぞいていた。目元は薄うすい青色のサングラスで覆おおっていて、その向こうに見える瞳ひとみには、暢気のんきそうというか人ひと懐なつっこそうというか、ともかく緊張感というものがかけらも感じられない。南国からそのまま直輸入されてきたかのような風ふう貌ぼうだ。

　どう見ても、この神社の関係者とは思えない。が、ともかくもレレナは、男の言葉にこくりと頷うなずきを返した。男は「ふうん？」と不思議そうに首を傾かしげ、

「そっか、落としたのか。──うん、わかった、ちょっとどいてみ。俺おれが取ってやるよ」

　そこでようやく弥生たちが男の存在に気づいた。一いつ斉せいに彼のことを見て、不審そうに眉まゆをひそめる。男はそんな彼女たちの視線など物ともせず、ひょいひょいと賽さい銭せん箱ばこに近づいて、その近くにしゃがみ込んだ。レレナは目を瞬しばたかせ、疑問の声を出す。

「あの……？」

　なにをしているのか、男の身体からだが邪じや魔まになってよく見えないが──どうも、賽銭箱の腹の辺りをまさぐっているらしい。レレナが弥生やよいたちと顔を見合わせた瞬しゆん間かん、男は立ち上がった。レレナに向けて腕うでを伸ばしてくる。その手に握られているのは──

　レレナの、巾きん着ちやく袋ぶくろだった。

「………………あ、あれ？」

「ん？　これじゃなかった？」

「あ、いえ、こ、これです。これを落としてしまって──、あ、あの、どなたか存じませんが、どうもありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる。頭の中にはいくつもの疑問が飛び交っていたが、それよりも先にお礼を言わなくてはならないと、レレナの倫理観が声を上げて彼女を急せかしていた。

　男はぞんざいに頷うなずいて、レレナの感謝を受け止めていた。人差し指でサングラスの位置を直してから、「ところでさー」と相変わらず緊張感のない声を響かせる。

「君たち、この辺で女の子見なかった？　俺おれの連れなんだけどさ、はぐれちゃって」

　谷たに崎ざきさんが困ったように首を傾かしげ、

「女の子、ですか？　ええと、それだけではなんとも」

「ああ、そうだな──そう、年は君たちくらいで、髪かみは短い黒。ちょっと瘦やせてて背は低くて、子供みたいなタンクトップとハーフパンツって格好してる。で、口元を包ほう帯たいでぐるぐる巻いてるんだけど、見たことない？」

　ずいぶん特徴的な格好だ。そんな子を見かけていれば覚えていただろうが、いくら記き憶おくを探さぐっても、それらしき人物の姿を見つけ出すことはできなかった。

　それぞれがそれぞれ、首を左右に振って「見なかった」の意志を示す。と、男は落らく胆たんしたように、がくんと肩かたを落とした。

「あー、そっかー。見てないかー。それじゃ、仕方ないな」

　残念そうに首を振りつつ、男は胸の辺りの高さまで手を上げた。それをそのまま、レレナのほうに近づけてくる。レレナはぱちぱちと目を瞬しばたかせて、自分に近づいてくる手のひらをただ見つめ、

「おい」

　不意に、小さな声が下から響いた。

　レレナと男にしか聞こえないほどの、小さな、しかし黒く染まった声。見下ろせばレレナの隣となりにはいつの間にか朧おぼろがいて、冷れい酷こくな目つきで男のことをにらみあげていた。

「レレナに、触ふれるな」

　ゆっくりと、静かな声で、しかしそれは明らかに、人じん外がいとしての威圧感に満ち溢あふれていた。背筋が粟あわ立だつような朧の声に、男はただ瞬まばたきをしただけだった。それから手を引っ込めて、それを自らの額ひたいに当てる。

「……あちゃー、しまったな。そういうことか」

　なにが、という言葉が、一いつ斉せいに少女たちの頭の中に浮かんだ。

　が、男がそれに答えを与えることはなかった。彼はふとなにかに気づいたかのように顔を上げ、その表情を綻ほころばせた。レレナたちのあいだを割るようにして歩きはじめ、両手を大きく振って声をあげる。

「あ、いたいた！　おーい、千ち霧ぎり！　こっちだこっち!!」

　なんとなく、レレナたちは彼に道を譲ゆずった。なにか声をかけたほうがいいような気もするが、しかしなんと言えばいいのかさっぱりわからない。ただレレナは彼の背中に向かって、もう一度「ありがとうございました」と礼を述べた。

　男は連れに出会えたようだった。レレナたちから離れた場所で、満面の笑えみで少女の肩かたを叩たたいている男を眺ながめながら、弥生やよいがぽつりと、正直な感想を口にする。

「…………なんだったんだろ、あの人？」

「さあ……？　頭が春な人なのかな」

「着てる服は常とこ夏なつな感じなのにね。世の中にはいろんな人がいるんだって勉強になったよ」

　口々に勝手なことを言う三人に、レレナはフォローする気も起きない。レレナもレレナで、彼が一体どういう人間だったのか、いまいち把は握あくできないでいたからだ。

　しかし、とレレナは朧のつむじを見下ろした。そっとその場にしゃがみ込み、耳元で問う。

「……ねえ。どうしてあの人のこと、警戒したの？　『クモデ』になにか引っかかったの？」

　朧おぼろは横目でレレナのことを見た。自分でも不思議そうに首を傾かしげ、

「……いや。ただ、なんだろうな。あいつから嫌いやな臭においがしたんだよ」

「嫌な臭い？」

　聞き返してから、レレナはすんすんと鼻を鳴らした。朧は小さく笑い、

「今のは例えだ。本当に臭ったわけじゃない。──まあ、大おお雑ざつ把ぱな雰ふん囲い気きみたいなものだから、お前にはわからないかもしれないな。別に気にしなくてもいいよ」

「…………ふうん……？」

　わかったようなわからないような声を出して、レレナは遠くにいる男のことを眺め──そして、あることに気づいた。

　男の連れの少女と手を繫つないでいる少年の顔に、見覚えがある。

「あら。青せい磁じ坊ぼつちゃま、あんなところにいらっしゃったんですね」

　たまの暢気のんきな声がレレナの耳を打った。

　レレナの視界の中で、少女は親密に青磁の手を握りしめ、彼の顔に口づけるようにして頰ほおを寄せていた。青磁のほうはといえば、どことなく困ったような──そして見ようによっては、どことなく嬉うれしそうにも見える表情を浮かべていた。

　ざわり、と胸が騒いだような気がした。

　それはあまりにも小さな揺らめきに過ぎなかった。だからレレナは、自分の胸がざわめいたことにすら気づかずに、ただ少女と別れの挨あい拶さつを交わしている青磁のことを、ぼんやりと見つめているだけだった。

　彼がふとこちらを向き、見知った顔が自分のことを観察していると知って、口元を引きつらせた。弥生やよいたちがにやにやしながら、青磁のほうへと近づいていく。たまと朧も足を踏み出したが──レレナがそのあとについて歩き出したのは、少し迷ってからのことだった。




　　　　◆




「いやはやまったく、危ないところだった。まさかあいつがそうだなんて、思ってもいなかったからなー」

　脳天気な言葉を響かせつつ、海かい棠どう万ばん里りは高たか城しろ千ち霧ぎりと一緒に境けい内だいを練り歩いていた。すでに祭りは中盤を過ぎ去っているようで、境内を行き交う人の数は、まばらというほどではないにしろ確実に少なくなっていた。
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　海棠の隣となりを歩く千霧は、彼の話をつまらなそうに聞いていた。それを横目で盗ぬすみ見つつ、海棠は喋しやべりつづける。

「もう少しでやっちゃうところだったよ。俺おれの悪い癖くせだな。まあ別に直すつもりはないけど、癖を向ける相手は選ばなくちゃいけないよな」

　千ち霧ぎりが反応を起こさないのは、彼女が舌したを持っていないからか、それとも単に興味がないだけか。多分その両方だろうなと推測して、海かい棠どうはちょっと悲しくなった。

　しばらく、沈黙があった。喋しやべり好きな海棠にしては珍めずらしいことだったが、いくら脳天気な性格をしていると言っても、なにも考えないわけではないのだ。しばらく考えを巡めぐらせてから、海棠は直接尋ねてみた。

「なあ。お前と一緒にいた奴やつさ、あれ、誰？」

　海棠と千霧が再会したとき──彼女の隣となりに、ひとりの少年がいた。

　千霧はその少年のことを、かなり気に入っていたようだった。海棠と一緒に来ることを拒みはしなかったが、それでも少年と別れることをずいぶんと嫌いやがっていた。内ない緒しよ話ばなしをするように顔を近づけて、少年の手のひらに別れの言葉を書き込んでいる千霧の姿を思い返すたびに、海棠の胸に痛みが走った。

　海棠の質問に、千霧はちらと彼を見て、首を横に振った。短くはない付き合いだ。それだけの仕し草ぐさで、彼女がなにを言いたいのか、察しをつけることができた。

　──お前には、関係ない。

　千霧は、そう言っているのだった。

　海棠は息をつく。悲しげなため息。千霧を想う胸の痛みに耐えきれず、とうとう彼は顔をうつむかせてしまった。しょぼくれた表情のまま、とぼとぼと歩きつづけ──

　どん、となにかにぶつかった。

「あたっ」

「……ってえな」

　声がしたのはほとんど同時、しかし後者のほうは、人を威い嚇かくすることに慣れきっている声音だった。痛む鼻をさすりつつ、海かい棠どうが顔を上げると──そこには、明らかにカタギではない人の姿があった。彼の隣となりには、同じような風ふう貌ぼうをした人たちが三人、胡乱うろんな目で海棠のことを見み据すえていた。

　周りの人間が揉もめ事の気配を敏感に察知して、海棠たちから距離を置く。

「おい。人にぶつかっといてなんの挨あい拶さつもなしか？」

　スキンヘッドで眉まゆ毛げもなしという、つるりとした風ふう貌ぼうをした男が、海棠の胸ぐらを摑つかんでドスの効いた声を響かせた。他ほかの三人が、素早く海棠の周りを取り囲む。海棠は、彼らの髪かみ型をぐるりと見回した。パンチパーマに剃そり込みにリーゼントと、なかなか珍しい髪型をしている。

　海棠は脳天気で、しかも正直な人間だった。だから彼は、頭に浮かんだ言葉をそのまま口に出した。

「うわあ。凄すごい頭だな」

「ああ？」

「いや、君たちの髪型だよ。物凄いね。絶滅危き惧ぐ種しゆ認定の申しん請せいはもう出した？」

　しばらく間があってから、スキンヘッドに血管が浮いた。海棠が髪型の珍ちん妙みようさと脳みその重量の意外な関係について考えを巡めぐらせていると、スキンヘッドは海棠の胸ぐらを摑んだまま歩き出した。再びドスの効いた声、

「おい、ちょっとツラ貸せ」

「えー……まあ、別にいいか」

　気の抜けた声を出しつつ、海棠は彼らについて歩き出す。千ち霧ぎりは少し考えてから、やはり海棠について歩きはじめた。それを確認して、海棠は胸の中で、うん、と頷うなずく。

　先ほど自分が手を近づけた少女が、まさかレレナ・パプリカ・ツォルドルフだとは、想像もしていなかった。あの子供──恐らくあれが朧おぼろだろう──がレレナの名を呼ばなければ、海棠は迷わず彼女に触ふれていたことだろう。

『貪とん』からは、指示があるまではレレナたちに手を出すな、と言われていた。だから海棠は、彼女に触れようとした手を止めた。しかしそのことによって、なんとも言えないもやもやが海棠の胸の中に生まれていたのだ。

　男たちに囲まれて歩きながら、海棠はもう一度、うん、と頷いた。

　レレナたちには手を出すなと言われたが、こいつらなら問題ないだろう。

　殺そう。




　で、殺した。

　神社の外れの雑木林、そのうちのひとつの木の根元に腰こしを下ろしながら、海かい棠どうは腕うでを組んで反省している。はあ、とため息をついて、彼は静かに首を振った。

「……なんでかなあ。なんでだと思う？」

　海棠は死体のひとつを見下ろした。五分刈りに剃そり込みの入ったその死体は、数分前とは剃り込みの方向が百八十度変わってしまっていた。口から血の泡あわを吹き、白目を剝むいて夜空を見上げている。この体勢はうつぶせでいいのか、それとも仰向あおむけと呼ぶべきなのか、疑問に思いながら海棠は喋しやべりつづける。

「家庭環境には問題はなかったと思うんだよ。普通の家庭だった。両親がいて兄あに貴きがいて、まあそこそこ仲は良かったと思うよ。今もまだ生きてるし。ま、ちょっと肩かた身みの狭い思いをしてるかもしれないけど」

　海棠は死体のひとつに視線を移す。そこにはパンチパーマがある。パンチパーマだけが単体となって、地面から生えでもしているかのように土の上に置かれていた。周辺に脳のう漿しようがぶちまけられていなければ、その光景はコミカルに見えたかもしれない。死体は綺麗きれいに十等分され、血と脂の染み込んだ地面からは、きっと綺麗な華はなが咲くことでしょう。

「子供の頃にも特に問題はなかったと思うなー。小学校中学校高校と普通に進学してきたし、いじめられた経験もない。ほんと、ごく平凡な人生を歩んできたと思うよ、我ながら」

　海棠は最後の死体に目を向けて、それを瞬しばたかせた。

　そこにはすでに死体は存在しなかった。あるのは原型がなんだったのかよくわからないほどに食い散らかされた、肉の断片だけだ。

『饕餮タイラント』を発動させた千ち霧ぎりが、うまそうに太ふと腿ももの部分にかぶりついているところだった。黒い牙きばが皮ひ膚ふに突き刺ささり、ぶぢぶぢと小気味のいい音を立てて引き裂さかれる。ピンク色の肉と黄みがかった脂肪、それにどす黒い血液が皮膚の下から溢あふれ出て、千霧のタンクトップを混こん沌とんとした色に染め上げる。

　海棠はぼんやりとそれを眺ながめながら、千霧に問うた。

「うまいか、千霧？」

　千霧は答えもしない。太腿は一番おいしいところなのかもしれない。筋肉と脂肪の中に隠かくされていた、白い大だい腿たい骨こつを発見すると、彼女は宝石を目にしたかのように目を輝かせた。手は使わず、黒い顎あごと牙きばだけを巧たくみに使って、肉から骨を引き剝はがす。ばきぼきと清すが々すがしい音を立てて骨を嚙かみ砕くだき、その中に隠れていた髄ずいを思う存分啜すする。

　ふむ、と息をついて、海棠は改めて、スキンヘッドの男に向き直った。

「千霧は行ぎよう儀ぎが悪いのが玉に瑕きすだよな。──で、なんの話だっけ。ああ、そうそう、なんで俺おれがこんなに簡単に人を殺しちゃうのかって話だ」

　海かい棠どうは立ち上がり、つかつかとスキンヘッドに近づいていく。スキンヘッドは身じろぎをしたが、それが海棠に対する恐れのものなのか──それとも、こよりのように捻ひねられた両手両足の痛みに耐えかねてのものなのかは、判然としなかった。

　スキンヘッドの近くにしゃがみ込み、腕うでを組んだまま海棠は首を傾かしげる。

「別にさ、人殺しが好きなわけじゃないんだよな。人間の内臓を見ないと興奮しないとか、そういう性せい癖へきを持ってるわけでもない。ただ、なんていうのかな──ほら、人って誰でも、癖くせがあるだろ？　爪つめを嚙かんだり貧乏揺すりをしたり、自覚してないけどついやっちゃうってアレだよ」

　スキンヘッドは答えられない。彼の口は塞ふさがっている──というよりも、彼の唇くちびる自体が、すでに存在していなかった。彼の眉まゆや頭と同様に、そこにはつるんとした皮ひ膚ふがあるだけで、発声するための器官はどこにも見当たらない。それでも最初のうちは、くぐもった叫びがその辺りから発せられていたのだが、今はもうなにも聞こえてこない。

　スキンヘッドに自分の顔が映るのかどうか実験しながら、海棠は続ける。

「多分俺おれの場合、人殺しがそれなんだろうな。ついやっちゃうんだよ。特に意識はしてないんだけど、気がついたら人を殺してるんだ。まったく困ったもんだよ」

　他ひ人と事ごとのようにそう言って、海棠は立ち上がる。涙なみだを浮かべて、懇こん願がんするように自分を見上げるスキンヘッドを見ても、憐れん憫びんや同情は湧わき起こってこない。痛そうだなあ、とは思うが、まあ別に自分のことではないので気にしない。

「おかげでいろいろ不自由したよ。顔も名前も昔とは別の物だし、こないだ交番を覗のぞいてみたらさ、まだ絶賛指名手配中でやんの。昔の名前を言えば君も知ってると思うけど──ま、言ったって仕方がないよな、今さら」

　小さく息をついて、海棠は昔のことを思い返してみた。

『貪とん』と出会う前までは、ほとんど毎日のように逃げ回っていた。完全に顔が割れていたのでホテルに泊まることもままならず、人の来ない倉庫や高こう架か下したに隠かくれて眠ねむるという、ほとんどホームレス同然の生活をしていたものだ。金だけは殺した相手から奪ったものがいくらかあったが──いくら金があっても、それを使う場がないのではどうしようもない。

　海棠は『貪』に対して、特に恩義というものは感じていなかった。『貪』がいなければ、今頃はどこかで野の垂たれ死じんでいるか刑務所の中に放り込まれているかのいずれかだっただろうが、しかしまあ、そういうものを感じるようにできているのであれば、そもそも人殺しなどしたりはしない。

　ただ彼は、『貪』が自分に与えてくれたこの能力、『泥人形師サージカルメソツド』だけは有難いと思っていた。

　これのおかげで、海棠は警察から逃げおおせることができた。だけでなく、今のようにちょっと癖が出そうになったときでも、ナイフやロープやハンマーのお世話になることなく目的を果たすことができる。

「……悪い癖くせだってのは、わかってるんだけどな。なるべくやらないほうがいいってこともわかってるんだけど、まあ仕方ない。持って生まれた性さがって奴やつなんだから」

　そして海かい棠どうはにこりと笑う。自分を見上げるスキンヘッドに向かって、ゆっくりと『泥人形師サージカルメソツド』の手を伸ばしていく。

「話を聞いてくれてありがとう。それじゃ、さよなら──」

　スキンヘッドは寝転んだまま、ぶんぶんと首を振った。ねじくれて紫むらさき色に鬱うつ血けつした両手を懸けん命めいに動かして、這はいずりはじめる。芋いも虫むしのほうがまだ速い。ふう、と鼻から息を抜き、海棠はスキンヘッドに触ふれようとして──

　千ち霧ぎりがその手首を摑つかんだ。

　驚いて、海棠は彼女のことを見る。千霧の目には、明らかな怒りが浮かんでいた。『饕餮タイラント』の顎あごと牙きばをがばりと開いて、千霧はスキンヘッドを見、大きく首を振った。

　海棠は瞬まばたきをし、千霧に尋たずね返す。

「生かしておくのか？」

　スキンヘッドが首をねじ曲げて、海棠と千霧のことを見た。その目には驚きと、そして一いち抹まつの希望が浮かんでいる。海棠はスキンヘッドに向き直り、軽く肩かたをすくめて見せた。

「──だってさ。千霧は君が生きているほうがいいらしい」

　スキンヘッドは千霧を見、また海棠を見、また千霧を見た。涙なみだの浮かんだ瞳ひとみで、こくこくと何度も何度も頷うなずく。生きることへの希望に満ち溢あふれたその表情が、不審に曇るのにそう長い時間はかからなかった。──『饕餮タイラント』を剝むき出しにした千霧が、彼の傍そばにしゃがみ込んだからだ。

　海棠は正直な人間だった。自分の言葉がスキンヘッドにどんなものを与えるのか、考えもせずにそのまま伝える。

「千霧は新鮮な肉が好きらしくてね。死んでるのと生きてるのじゃ、味が全然違うんだってさ。──まあ、俺おれはよくわからないけど、頑がん張ばってね」

　スキンヘッドの喉のどから、発狂したような悲鳴が迸ほとばしった。

　海棠は数歩下がり、その光景をつぶさに観察していた。恐怖の叫びはやがて苦痛の叫びへと変わっていき、まだ動いている心臓が盛大な血しぶきを上げる。自分の靴に返り血がかかるのを見て、海棠は眉まゆを顰ひそめた。これ、買ったばかりなんだけどなあ。

　やがて叫び声は消え、千霧が肉を食いちぎり、咀そ嚼しやくする音だけが夜の雑木林に響きはじめた。それを眺ながめていると、海棠の腹が、きゅう、と鳴った。

　海棠は人肉を喰う習慣を持ち合わせていない。彼は踵きびすを返し、祭り囃子ばやしが聞こえてくるほうへと歩いていく。まだ出で店みせが終わっていないことを願いつつ、海棠はなにを腹に入れようかと思案しはじめた。
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　暑い。

　黒いレースの雨あま傘がさを肩かたに立てかけながら、レレナはじんわりとそう思う。

　祭りの日から一夜明けて、空には絶好調の太陽が光り輝いている。時と場合によれば普通の人間でさえも射い殺ころすその日光は、半はん吸きゆう血けつ鬼きであるレレナに対してはそれこそ致命的な威力を発揮する。日の光の強さや、直接当たっているかどうかも関係するのだが、レレナの皮ひ膚ふは長い時間陽光に晒さらされていると、赤く焼け爛ただれてきてしまうのだった。

　だからレレナは、この冗じよう談だんみたいな暑さの中でも、今のように白い長袖そでのカーディガンを羽は織おり、膝ひざ下したまで丈たけのある黒いスカートを穿はいていなくてはならない。正直暑くてやっていられないが、それでも彼女が時とき田た邸ていへと至る長い坂道を上っているのには、理由があった。

　朧おぼろに、電話で呼び出されたのだ。

　また食事の催さい促そくか、とも思ったのだが、どうも違うようだった。そうであるなら、なにもこんな暑い日の昼下がりに行く必要はない。夜になってかららゆっくり向かえばいいだけのことだったが──

　朧は電話口で、『貪とん』に関して相談したいと言ってきたのだ。

『貪』に関わることならば、太陽が怖いだなどとは言っていられない。取る物も取りあえず、レレナは時田邸まで足を運ぶことになった。

　坂を上り終えると、時田邸の古めかしい門が目に入った。歴史を感じさせる木造平屋の玄げん関かんを覗のぞき込みながら、レレナは額ひたいに薄うすく浮かんだ汗を拭ぬぐい、呼吸を整えて、ガラス戸に向かって声を響かせた。

「──ごめんください！」

　少しの間まがあってから、ぱたぱたとスリッパが鳴る音が聞こえてきた。ガラス戸が開き、その向こうから割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたのたまが現れる。相も変わらず彼女の顔には、ほっこりと温かい笑えみが浮かんでいた。

「あらあら、レレナさん。昨さく晩ばんはどうも」

　年下のレレナにも、たまは丁てい寧ねいな立ち居振る舞いをする。手を取るようにして中に案内してくれた彼女に、レレナも表情を綻ほころばせた。

「すいません、たまさん。いきなり押しかけてしまって」

「もう、なにを仰おつしやるんですか、水くさい。青せい磁じ坊ぼつちゃまも朧さんも、レレナさんがいらっしゃるととても嬉うれしそうな顔をなさるんですよ。もちろんたまも、嬉しく思っております」

　にこにことそう語るたまに、レレナはこそばゆい思いを味わった。理由はよくわからないが、たまはレレナに対して、溢あふれんばかりの好意を持って接してくれるのだ。そのたびにレレナは、どんな顔をしていいのかわからなくなる。

　居間に通されると、すぐに冷たいお茶を出された。坂道を上ってきて、火ほ照てった身体からだには有あり難がたい。結けつ露ろに触ふれないように注意しながらそれを飲んでいると、やがて朧が部屋に入ってきた。なぜか着物を着ている。

　自分を見つめるレレナの視線に、朧おぼろは少し嫌いやそうな顔をし、袖そでをちょいと上げてみせた。

「……たまがこれを着ろってうるさくてね。青せい磁じのお下がりのようなんだが──あいつ、僕を小さい頃の青磁に重ね合わせでもしてるんじゃないか？　こっちがうんざりするくらい僕の世話を焼こうとするんだ。鬱うつ陶とうしくて仕方ない」

　苦々しげな朧の声に、レレナはくすりと笑いを漏もらした。

　最初に彼が青磁の家に匿かくまわれると知ったとき、レレナはずいぶんと気を揉もんだものだ。子供に見えても、吸きゆう血けつ鬼きの『主人』である朧が、女性のたまに危害を加えないか心配に思っていたのだが──どうやら、今の彼の顔を見る限りでは、問題はなさそうだ。

　自分の目の前に座った朧に、レレナは早速用件を切り出す。

「それで、『貪とん』に関してなにかわかったっていうのは、本当なの？」

「わかったというほどのことではないが──とりあえず、これを見てくれ」

　そう言って朧が差し出したのは、守かみ代しろ周辺でのみ出回っている地域新聞だった。この静かな町では取り立てて新聞にするほどの事件など滅多に起きないために、普段は野鳥が来ただの桜さくらが咲いただの、どうでもいい情報しか取り扱っていないはずなのだが──

　その一面記事を見て、レレナは息を吞のんだ。

『守代神社近くの雑木林に大量の血けつ痕こん　事件の可能性も』

　それが、新聞の見出しだった。

「守代神社って──昨日きのう、私たちがいたところだよね」

　そうつぶやいたレレナに、朧はぞんざいに頷うなずき、

「ああ。僕らが暢気のんきに出で店みせ巡めぐりをしていた横で、そんな殺人事件が起きてたってわけだ」

「あなたは、これが『貪』によるものだと思うの？」

　朧は口元を歪ゆがめ、視線を横に滑すべらせる。縁側へと続くガラス戸は、今はカーテンに遮さえぎられて、吸血鬼の天てん敵てきである直射日光を遮っていた。淡あわく輝くようなカーテンを、目を細めて見つめながら、彼は言う。

「どうだかね。少なくとも、昨日僕の『クモデ』に引っかかったものは皆かい無むだった」

「それなら──」

「だが、『クモデ』といえども万能じゃない。クロサキや、あるいは『貪』本体ならば感知することができるが──その末まつ端たんのほうとなると、どうもね。そいつらが能力を発動したときにしか、『クモデ』は反応を拾ってはくれないんだよ」

　レレナはもう一度、新聞に視線を落とした。それによれば、現場には大量の人間の血液が残されているだけで、死体はどこにも見当たらなかったのだという。確かに奇き妙みような事件だ。『貪』の末端が絡からんでいるとしても、なんの不思議もないが──

　しかし、とレレナは首を傾かしげ、疑問を呈ていした。

「もしもこれが『貪とん』一派の仕し業わざだとして、なんでこんなことしたのかしら。こんな、人殺しなんて──目立つだけで、なにもいいことはないと思うのだけれど」

「向こうの事情なんて僕にわかるわけないだろ。──まあ、いくつか予測を立てられないことはないが」

「……どんな予測？」

「僕が考えてみた限り、三つの可能性が考えられるな」

　ぴん、と人差し指を立て、

「まずひとつは、僕たち以外にも『貪』に敵てき対たいしている奴やつらがいる、という可能性だ。その血けつ痕こんは戦闘の跡あとで、どちらが勝ったのかはわからないが、ともかく勝った側が負けた側の死体を処理したんだろう」

　それから朧は、立てた指をレレナが読んでいる新聞紙へと向けた。

「しかしその新聞を見る限りでは、目撃者は誰ひとりとしていないらしい。実際祭りに参加していた僕たちも、戦闘が行われているとは少しも気づけなかったからね。もしそんなものが行われていたのだとしたら、誰かが気づいていてもいいようなものだ。そこがまず不自然だな」

　次に、と、朧は立てた指を二本にする。

「二つ目の可能性は、『貪』が敵と戦ったのではなく、『貪』一派の中で仲間割れが発生した場合だ。お前もよく知っているとおり、あいつらは決して一枚岩じゃない。願望を叶かなえるための能力を授けてくれる『貪』に仕方なしに従っているだけで、奴に絶対の忠ちゆう誠せいを誓ちかっているわけではないんだ。クロサキや、お前の友人のように」

　絵え里り香かの事例を出されて、レレナの表情が不安に曇った。ただでさえおぞましい事件なのに、それに自分の親友が関わっている可能性など、考えたくもない。

　だが──考えないわけにはいかないのだ。

　レレナには、目的がある。『貪』から絵里香を助け出すという、その目的を達成するためには、どんな可能性からも目をそらしてはならない。

　一回だけ深呼吸をしてから、レレナは自分を観察している朧を見返して、言った。

「……それで？」

「この場合は、『貪』が誰かを粛しゆく清せいしたと考えるのが自然だ。『貪』が能力を取り上げてしまえば、そいつはただの人間に戻ってしまうんだからな。そうすれば短時間で始末をつけられただろうが──しかし、それを近くで祭りをやっている雑木林で行う必要はどこにもない。もっと人目に付かない場所で、ひっそりと始末すればいいだけだ。こんなふうに新聞に載のるなんて、愚ぐの骨こつ頂ちようもいいところだ」

　レレナは首を傾かしげた。二つの可能性を上げてみたものの、朧はそのいずれにも懐かい疑ぎ的な見解を付け加えている。それなら、とレレナは口を開く。

「なんだか、どっちもいまいち要領を得ないんだけど。──あなたは、どれが一番可能性が高いと考えているの？」

　朧おぼろは唇くちびるの端はしを釣つり上げて、三本目の指を立てた。

「焦あせるなよ。僕が一番それっぽいと思っているのは、三番目の可能性さ」

「……なら、それを最初に言いなさいよ」

「今から言う。最後の可能性は──これをやったのが『貪とん』の一派で、しかもそいつが救いがたいサイコパスだったという可能性だ」

　過激な言葉にレレナは眉まゆを顰ひそめ、その顔を見て朧はくつくつと笑い声を立てる。

「祭り見物に来ていた『貪』の末まつ端たんが、まったくなんの理由もなく一般市民を虐ぎやく殺さつして、その死体も始末して立ち去った。そういう予測」

「……私には、それが一番現実味がないように思えるんだけどな」

「まあ、なんの前情報もなければそうかもしれない。僕だって、昨日きのう賽さい銭せん箱ばこの前であいつの顔を見なければ、こんな可能性思いつきもしなかったさ」

　賽銭箱──と記き憶おくを巡めぐらせて、すぐに思い当たる。

　あのときの、やたらと派は手でな服装をした男の人。

　レレナは懐疑的な目で朧を見た。

「あの人が、『貪』の末端だっていうの？　それは、いくらなんでも──」

　ふむ、と息をついて、朧は立てた膝ひざの上に頰ほお杖づえをついた。目を鋭く細め、牙きばを見せて朧は笑った。その表情は、すでに人間の子供のものではなく──人間を喰らう、吸きゆう血けつ鬼きのものになっていた。

「お前にはわからないかもしれないがな、レレナ。僕は確かに、あいつから嫌いやな臭においを嗅かいだよ。永く生きていると、たまにああいう人間に出会う。他者に対して一切の共感を抱いだけない、人の形をした獣けもののような奴やつに」

「…………」

「ま、それは多分、僕こそが人の形をした獣だからなんだろうけどな。吸血鬼は人を喰う化け物だ。だからこそ、人の姿をした人ではないものに鼻が効くのさ」

　狼おおかみのような朧の笑みに、ぞくり、と背筋を寒気が駆かけ抜けていくのがわかった。にわかに緊張を帯びたレレナの顔から視線を外し、朧は独り言のように言う。

「確証はない。根こん拠きよは僕の直感だけだ。だがそれでも、僕はあいつがこの事件の犯人だと思うね。それも、『貪』に関わりのある事件としてだ。──それで、お前はどうする、レレナ？」

「……どうする、って？」

「僕に協力して、この件を調べるか？　それともこんな馬鹿らしいことには付き合っていられないかな？　まあ確かに、この事件が『貪』と関係しているという証しよう拠こもないんだ。お前がそう考えたとしても、仕方のないことではあるんだが」

　レレナの沈黙は、長くなかった。彼女は朧の提案に、しっかりと頷うなずいて見せた。

「あなたに協力する、朧おぼろ。私も『貪とん』を放っておくことは、できないもの」

　絵え里り香かを、『貪』から助け出す。それが、レレナが決めたことだった。

　たとえ絵里香自身がそれを望んでいなくとも──レレナは、それをすると決めた。彼女を喪うしなわないと。大切な人を、二度と喪うことはできないと、心に誓ちかったのだ。

　その決意は、今でも鈍っていなかった。目に強い光を宿して、もう一度頷うなずいたレレナに、朧は満足そうな笑えみを見せた。

「それでは早速だが、これから先の方策を話し合うことにしようか」

　と、朧がそこまで言ったのとほとんど同時に、青せい磁じが部屋の中に入ってきた。レレナは彼をちらりと見て、すぐに朧に視線を移す。──頭の中に一いつ瞬しゆんだけ、昨さく晩ばん見た見知らぬ少女の姿が浮かんだのはなぜだろう。レレナは深く考えずに、朧に先を促うながした。

「方策と言っても──私たちにできることはあるの？」

「なくはない。もっとも、あまり頭のいいやり方ではないけどね。──ああ、青磁、レレナは承しよう諾だくしてくれたよ。ということは、お前も協力してくれるんだよな？」

　ああ、と青磁は頷き、その場に腰こしを下ろした。なんのてらいもない口く調ちようで、言う。

「ツォルドルフがやるというのなら、俺おれはそれに全面的に協力する」

　レレナはうつむく。くく、と朧が喉のどを鳴らして笑うのが聞こえた。

「若いというのはいいことだな。さて、それじゃ肝かん心じんの方策を──おい、レレナ、聞いてるか？　こっちを見ろ」

　そう言われて、レレナはのろのろと顔を上げた。青磁が自分のことを見ている。彼の目を、見返すことができない。自分の中にある、得体の知れないじくじくとしたものを吐はき出そうと、レレナは口を開いた。

「……大丈夫、ちゃんと聞いてるよ。それで、私たちはなにをすればいいの？」

「なに、そんなに難しいことじゃない。昔からあるセオリーどおりのことをしてほしいだけさ」

　明めい瞭りように、簡潔に、朧は言葉を続けた。

「昨日きのうの男を、歩いて探せ」




　　　　◆




『貪』が黒い服装を好むのは、彼女の本質と同じ色だからなのだろうか。『貪』の後ろについて歩きながら、絵里香はぼんやりとそんなことを考えていた。

　今の『貪』は、やはり普段どおりの黒一色に身を包んでいた。黒い麦わら帽ぼう子しをかぶり、黒いワンピースを着込んで、黒いミュールを履はきこなしている。病的なまでに白く透すき通っているその肌はだに、漆しつ黒こくの服装は恐ろしいほどによく映え、ほとんど凄せい絶ぜつなまでに美しさを引き出していた。

　しかし──どれだけ美しく飾り立てようと、どれだけかわいく振る舞おうと、彼女が化け物であることに違いはないのだ。

　ふんふんと鼻歌を鳴らしながら、『貪とん』は歩いていく。その背中を見つめていた絵え里り香かは、我が慢まんしきれなくなって口を開いた。

「……ね、ねえ。どこに向かってるの？」

　ん？　と『貪』が振り返る。その瞳ひとみは、相変わらず笑えんでいるようだった。

「どこって、もう、やだなあ絵里香。わかってるくせに」

　明るくからかうようなその口く調ちように、絵里香は自分の胃袋が重みを増すのを感じる。

　そう。絵里香には、『貪』が──自分たちがどこに向かっているのか、わかりかけていた。わかっていながら、それを認めたくなかっただけだ。

　自分が生まれ育った、守かみ代しろの町。どの通りにどんな家々が連なっているのか、目をつぶっていても頭の中に自在に再現することができる。その中でも、絵里香たちが今歩いている場所は──特に、見覚えのある通りだった。

　なにしろ、絵里香はこの通りの先にある家に、何度も遊びに行ったことがあるのだから。

　角を曲がり、長い道路を歩いて、踏み切りを渡る。左右に立ち並ぶ家々の軒のき先さき、そのはるか向こうに──教会が門を構えていた。

　レレナの家だ。

『貪』に悟さとられないように、絵里香は唇くちびるを嚙かむ。そうしてから、思い切って言葉を発した。

「──レレナに、なんの用なのよ」

　絵里香の失敗の元となったレレナのことを、『貪』が快く思っているはずがない。もしも、と絵里香は頭の中で自分に問いかける。もしも『貪』が、レレナに危害を加えようとしたら──そのとき自分は、どちらの側に立てばいいのだろう。

　自分に『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を与え、自分をいいように利用している『貪』の側にだろうか。

　それとも──自分を『貪』から救い出そうとしている、レレナの味方をすればいいのだろうか。

　幸いなことに、『貪』は絵里香にその問いの答えを強要したりはしなかった。彼女はあっけらかんとした笑顔で手を振ると、「だいじょーぶだよー」と脳天気な口調で言った。

「そんなに心配しなくても、あんたのお友達をどうこうしようなんて思ってないって。てか、あんただって知ってるでしょ？　あたしは確かに、人に能力を与えることはできるけど──あたし自身は、この外見どおりの力しか持ってないんだからさ」

　それを聞いても、絵里香の目から疑いが消えることはなかった。容易に信用することはできない。外見がいくら自分と同じくらいの少女だといっても、彼女が化け物であるという事実に変わりはないのだ。切り札のひとつやふたつ、用意していないはずがない。

　絵里香は深呼吸をして、それからもう一度、質問を『貪』にぶつけた。

「答えて。レレナに、一体なにをする気なの？」

　重苦しい絵え里り香かの声に、『貪とん』は呆あきれたように嘆たん息そくする。肩かたをすくめ、

「だーかーらー、別になにをする気もないってば。まあ強しいて言うなら、挨あい拶さつかな？」

「……挨拶、ですって？」

「そ。挨拶。あたしの大切な友達の絵里香を痛めつけてくれた、そのレレナとかいう子に、ビシっと言ってやらなきゃと思ってね。二度とあたしたちの邪じや魔まをしないように、ってさ」

　冗じよう談だんめかした言葉。絵里香は懐かい疑ぎ的な目で、『貪』のことを見つめた。少し考えてから、彼女は言う。

「仮にあなたにレレナをどうこうするつもりがなかったとしても、向こうはどうだかわからないわよ。なにしろ、あの子はあたしのことを助けようとしてるんだから。そのために、あなたを倒さなければならないと思ってる。──挨拶だなんて、暢気のんきなことを言ってるあいだに攻撃されたら、一体どうするつもりなの？」

　散歩するような気軽さで歩きながら、彼女は小さく声を立てて笑う。

「そのときは、絵里香があたしのこと、守ってくれるんでしょ？」

「…………！」

「頼りにしてるよん、絵里香。ちゃんとあたしのこと、守ってね」

　そこで初めて──『貪』の歩みが止まった。

　振り返る。その眼球が黒く染まっているのを、絵里香は見る。

「……あの空き缶かんみたいには、なりたくないでしょ？」

　瞳ひとみと同じ色をした唇くちびるが、にい、と吊つり上がる。明るい声音は変わらないまま、ただ彼女の表情だけが、怪物のそれに変化している。それを見て、絵里香は『貪』が自分になにをさせたいのかを、ようやく悟さとった。

　彼女は、レレナと絵里香を、決定的に訣けつ別べつさせようとしているのだ。

『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』は、ちゃんと連れてきていた。視界の中にはいないが、自分を追ってくるように『自動操そう縦じゆう』で命じてある。

　もしも。もしもレレナが、『貪』を殺そうとするのであれば──自分は、『貪』のことを守らなければならない。『貪』に対しての忠誠の証明としてではなく、家族と一緒にいるという自らの願望を守るために。

『貪』は教会の門を通り過ぎ、裏手に回った。そこには教会の、住居としての玄げん関かんが口を開けている。レレナの姓が刻まれた表札と、インターホンを興味深そうに眺ながめる『貪』の背中を見て、絵里香は自分の決意が揺らいでいるのを感じていた。

　二ヶ月前。アガナイの網を巡めぐってレレナと対たい峙じしたときのことを思い出す。あのときは、絵里香は躊躇ためらいなくレレナに攻撃をしかけることができた。それが、自分と両親の生活を守ることになると、信じていたからだ。

　かつての絵え里り香かは、それを心の底から信じきることができた。自分にとって一番大切なのは、両親との静かな生活なのだと。それこそが自分の幸せで、それを侵害するものはなんとしてでも排はい除じよするという決意が、彼女の中で固まっていたのだ。

　しかし、今は──

　ぽーん、という音が響き、絵里香は物思いから引き戻される。『貪とん』がレレナの家のインターホンを押しているのが見えた。しばらくの間まの後に、レレナの家の玄げん関かん扉とびらが開く。それだけのことで絵里香の心臓が跳はね上がるが、玄関から出てきたのはレレナ本人ではなく、彼女の母親のほうだった。

「あら、絵里香ちゃんじゃないの。久しぶりねー」

　明るく笑って、レレナの母は絵里香に向かって手を振る。何度もこの家に遊びに来たことがある絵里香は、すでに彼女とは顔見知りになっていた。それでも、以前のように無む邪じや気きな言葉を返すことは、もうできなかった。ぎこちなく笑い、ぺこりと頭を下げる。

　前にいる『貪』が、レレナの母に向かってにこにことしながら尋ねていた。

「こんにちは、おばさん。レレナさんはいますか？」

「あら。レレナのお友達？　ごめんなさいね、ちょっと今いないのよ」

「ありゃ。そうなんですかー」

　残念そうな『貪』の声とは逆に、絵里香は深い安あん堵どを覚えていた。根本的な問題が解決したわけではないが、少なくとも当面の時間稼かせぎはできそうだ──

「あの、行き先はわかりませんか？　どうしても会って伝えたい用事があるんですけど」

　しつこく『貪』は食い下がり、絵里香はびきりと顔を引きつらせる。この娘むすめは、どうあっても自分とレレナの仲を引き裂さきたいようだ。

　レレナの母親は困ったように頰ほおに手を当てると、ふるふると首を振り、

「私も行き先聞いたんだけどね、教えてくれなかったのよ。──ま、だいたいの予想はついてるんだけどね」

「へえ。それ、どこか教えてもらってもいいですか？」

　絵里香は目に力を込めてレレナの母親を見た。教えてはいけないと伝えたかったが、なんの事情も知らないであろう彼女にその意志を読み取れというのは、土台が無理な話だった。ころころと笑いながら、レレナの母親はそれでも首を振ってくれた。

「残念、私も詳くわしい場所は知らないのよね。ただね、最近あの子、ボーイフレンドができたみたいなのよ。多分その人のところに行ってるんだと思うんだけど、ほら、レレナって照れ屋じゃない？　そういうの、私には全然教えてくれないのよね」

『貪』は首を傾かしげ、それから絵里香を振り返った。彼女の黒い唇くちびるが、裂さけるような笑えみを形作る。それから彼女は前に向き直り、レレナの母親にぺこりと頭を下げた。

「そうですか、わかりました。わざわざお手数かけて、すみません」

　レレナの母親はあっけらかんとした笑い声を立て、『貪とん』の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

「ううん、こっちこそ役に立てなくてごめんなさいね。あ、もしあの子からボーイフレンドの話を聞き出せたら──おばさんにも、こっそり教えてちょうだいね？」

　その言葉に──『貪』は、目を細めた。

「……はい。それじゃ、失礼します」

　そう言って、彼女は絵え里り香かの手を引いて、レレナの母親に背を向けた。

『貪』に引きずられるようにして歩きながら、絵里香は不審を感じる。『貪』は化け物らしく、人間に対しては傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いをするのが常のはずなのに──レレナの母親に対してだけは、やけに礼れい儀ぎ正しい態度を取っていたからだ。

　絵里香のその疑問を読み取ったかのように、前を行く『貪』が、ぽつりとつぶやいた。

「あの人、さ。優しそうだったね」

「……？　あの人って、レレナのお母さんのこと？」

「他ほかに誰がいるのよ。──ねえ。絵里香のお母さんは、優しかった？」

　嫌いや味みか、と絵里香は怒りをその顔に上らせかけたが──しかし、『貪』の顔にはいつもの皮肉を言うときのような、嘲あざ笑わらうような表情は浮かんでいなかった。視点は定まらず、どこか遠くを見るようにして、ぼんやりとした顔をしている。

　なんなのよ、と絵里香は胸の中でつぶやいた。

　化け物ならば、どんなときも化け物らしくしていればいいのに。

　この少女の姿をしたものは、時折本物の少女のような表情を見せることがある。それが、絵里香を混乱させるのだ。『貪』のそういう顔を見ると、どう対応すればいいのかわからなくなる。

　嫌けん悪おだけを感じていればいいはずの『貪』に対して──もっと違う感情を、抱いだきそうになってしまうのだ。

　そんな絵里香の戸と惑まどいなど知る由よしもなく、『貪』はさらに気味の悪いことをつぶやいていた。

「お母さんってどんな感じなのかな。あたしにはいたことはないけど、きっと、いいものなんだろうね」

「……なに言ってんのよ、あんた。変な物でも食べたの？」

　ぴたりと『貪』の足が止まり、絵里香は思わず身構える。怒らせてしまったか、と警戒したが、振り返った『貪』の顔に浮かんでいたのは、いつもどおりの小こ悪あく魔まめいた笑えみだった。

「えへへ、そだよね、あたしがこんなことを言うのは気持ち悪いよね。やー、なんだろうね、突然メランコリックな気分になっちゃってさ。──さて、それじゃ本題に移ろうか？」

「ほ、本題？」

「そ。レレナのボーイフレンドって、誰？　その人の家に行こうと思うんだけど」

　絵里香は顔を強こわばらせた。話をそらしたままにしておけばよかったと後悔する。

「ねえ、誰よ？　親友のあなたなら、もちろん知ってるんでしょ？」

　知らなかった。噓うそではない。レレナはルックスの割に、その手の話はまるで聞いたことがないのだ。

　だが──心当たりがまったくないのかと言われれば、それは噓になってしまうだろう。

　時とき田た青せい磁じ、というのが、絵え里り香かの頭に最初に浮かんだ言葉だった。自分が最後に二人を見たときには、彼は決してレレナのボーイフレンドと呼べるような存在ではなかったはずだが、それから二ヶ月が経過した今では、どうなっているのかわからない。なにしろ青磁は、数少ないレレナの正体を知っている人物なのだから。

　とはいえ、それを正直に言うには、絵里香の決意はずいぶんと揺らいでしまっていた。じっと黙り込む絵里香のことを、『貪とん』はしばらく観察してから、ため息をつくようにして言う。

「……ふーん、そっか、そんなにレレナのことが大事なのかあ、絵里香ちゃんは。悲しいな、あたし」

　ぞくり、と恐怖が這はい寄ってきた。絵里香がなにか弁解を口にするよりも先に、『貪』は大おお仰ぎように両手を上げていた。

「ま、いいや。本当はレレナに話したいことがあったんだけどね。──あの人の顔見たら、なんかどうでもよくなっちゃった」

　絵里香は眉まゆを寄せる。『貪』がなにを言っているのか、いまいちよくわからなかったからだ。

　しばらくの間まがあってから、絵里香はようやく、『貪』がレレナの追つい跡せきを諦あきらめたのだということに気がついた。あまりに唐とう突とつだったため、またなにか企んでいるのではないかと訝いぶかしんだのだが、それを口には出さなかった。指摘して、藪やぶ蛇へびになってはたまらない。それに『貪』の気まぐれは、今に始まったことでもなかった。

　その証しよう拠こに、『貪』はこんなことを言い出していた。

「それじゃあさ、時間も空いたし、守かみ代しろの町を案内してよ！　で、どっか面白いところがあったら連れてって！　湯ゆヶが崎さきってそういうの全然なかったんだもん、久しぶりに遊びたいのよね、あたし」

　無む邪じや気きな笑顔で、『貪』は絵里香の腕うでに抱だきついてくる。どんな顔でそれに応こたえればいのかわからないまま、ともかくも絵里香は『貪』が再び気まぐれを起こさないように、大急ぎで頷うなずいたのだった。




　　　　◆




　────だよね、兄さんは。




　耳元でそんな声が響き、クロサキは跳はね起きた。

　居間のソファベッドの上で、彼は目を見開き、なにか重大な発見をしたかのように空中を見つめる。人間であれば息のひとつも荒くなっていただろうが、吸きゆう血けつ鬼きである彼は呼吸というものを忘れてしまっていた。

　ただ──普段は静まりかえっているはずの心臓が、激しく波打っているのが、胸に当てた手のひらに伝わってきた。

「…………くそ」

　無表情のまま、目を細めてクロサキはそうつぶやく。

　吸血鬼の心臓は人間のそれと同じように、当人が昂たかぶればそれだけ激しく動いて血液を身体からだ中に行き渡らせる。血液によって絶大な身しん体たい能力を発揮することができる吸血鬼にとっては、心臓こそがすべての力の源であり、それが活発に動くということは、当人にそれだけ高い身体能力と──そして、激しい力の消しよう耗もうを与えるのだ。

　だから戦闘時じ以外には、極力昂ぶらないほうがいい。実際クロサキが昂ぶるのは朧おぼろの前でだけで、それ以外のほとんどのことに対しては、無関心を貫き通していたのだが──

　まさか、夢の中にマユラが出てくるとは思わなかった。

　今さら、あいつのことを思い返したところで、なにがあるというわけでもないのに。

　すぐに動くことはできず、クロサキはベッドの上で、しばらくのあいだ硬直していた。と、キッチンからやってきた海かい棠どうが、そんなクロサキを見て意外そうな声をあげた。

「おや、お目覚めかいクロサキ。──あ、まだ冷凍庫にアイスあるけど、よかったらどう？」

　緊張感のかけらもない海棠の声に、クロサキは目を向けもしない。じっと黙りこくっていると、向こうのほうから勝手に視界に入ってきた。クロサキの向かいのソファに腰こし掛かけると、カップアイスをぱくつきながら、無遠慮に話しかけてくる。

「それにしても、ずいぶんうなされてたね。やっぱあんたみたいな冷れい酷こく非道な吸血鬼でも、悪い夢を見るときはあるのかねえ？」

　喧けん嘩かを売っているとしか思えない言葉だったが、クロサキは腹を立てたりはしなかった。海棠は頭に浮かんだ言葉にストッパーをかけるという機能を持たない人間なのだ。彼自身に悪意があるわけではない。それに第一、腹を立てるほどの興味を、海棠に対して抱いだいているわけでもなかった。

　クロサキの無視に対し、海棠は気を悪くした素振りも見せずに喋しやべりつづける。

「いやあ、それにしても昨日きのうはびっくりしたね。まさか『貪』ご執しゆう心しんの、レレナに会うとは思ってもいなかったよ。あ、これ話したっけ？」

　クロサキはやはり無視する。海棠とは、それほど長い付き合いではないが──彼が異常な人間であるということは、十分に知っていた。頭のおかしい戯ざれ言ごとに付き合ってはいられないと、クロサキはソファベッドから立ち上がろうとして、

「それに、朧だっけ？　あんたのほうがご執しゆう心しんの吸血鬼もいたし。危ないところだったよ、レレナに『泥人形師サージカルメソツド』を使ってたら、今頃アイスなんて喰えてなかったね、きっと」

　ぴたりと止まった。細い目を見開いて海かい棠どうを見、嚙かみつくように尋ねる。

「……本当か？」

「本当本当。だってほら、俺おれの『泥人形師サージカルメソツド』ってそんな強い能力じゃないじゃん？　あんたさえ負かすような吸きゆう血けつ鬼きをどうこうできるような戦闘能力もないし──」

「違う！　朧おぼろを見たのが本当かと聞いているんだ！」

　思わず怒鳴るが、やはり海棠は悪びれない。アイスをすくったスプーンを、ぱくりと口に入れて、首を傾かしげてみせる。

「ああ、まあ、うん。確かに見たけど──」

「どこでだ」

「だから守かみ代しろ神社だって。昨日きのう祭りやってたからさ、千ち霧ぎりと一緒に行ったんだよ。そこで会った。いやー、話に聞いただけじゃやっぱわかんないもんだね」

　クロサキは立ち上がった。素早く考えを巡めぐらせる。

　本当を言えば、朧がこの町に留とどまっているかどうか、確信を持つことはできていなかったのだ。朧は自分に反逆した『第二位』を放置しておくほど優しい吸血鬼ではないが、それに囚とらわれて引き際をわきまえないほど無む謀ぼうな吸血鬼でもなかった。身を隠かくされると厄やつ介かいだと思っていたのだが──どうやら向こうも、自分とケリをつけたがっているようだ。

　クロサキは海棠を見返した。断定的な口く調ちようで問う。

「朧の近くに、レレナがいたのか？　青せい磁じ──男のガキはいなかったんだな？」

「ん？　あー、そうだな、そういえばレレナをはじめ、女の子ばっかりだったよ。やっぱ吸血鬼って女の子にもてるのかね──」

　海棠の答えを最後まで聞くことなく、クロサキは行動を開始していた。

　居間を横切って、ある一室に足を踏み入れる。そこは、『貪とん』が私室と定めている部屋だった。黒を基調とした家具の上に、やたらと少女趣味なぬいぐるみが置いてあるのを見て、クロサキは目を細める。人食いの化け物のくせに、小こ娘むすめのような感性を持っている。まるであいつを象徴しているようだ、と不必要な感想すら抱いだいてしまう。

　目当てのものはすぐに見つかった。やはり黒く染められている机の上に、無造作に放置されている。それを拾い上げると、後ろからついてきた海棠が、暢気のんきな声で言った。

「ありゃりゃ、いいのかい、勝手にそんなことして？　『貪』に叱しかられるぜ」

「黙れ」

　そう返しつつ、クロサキは書類をめくった。

　思ったとおり──そこには、レレナと、それからあの時とき田た青磁とかいう少年の情報が記されていた。

　情報と言っても、住所と電話番号、それに家族構成が記されている程度の簡素なものだ。『貪』がなにを思い、どうやってこれらの情報を集めたのかは、クロサキの知るところではない。敵てきの情報を集めておこうという殊しゆ勝しような心がけなのかもしれないし、あるいは単なる好こう奇き心しんだったのかもしれない。先ほど海かい棠どうが言っていたとおり、『貪とん』はレレナに対して興味を抱いだいている様子だったから。

　二枚の資料に目を通しながら、クロサキはどちらが相応ふさわしいかを検討する。時とき田たか、レレナか。彼らの家に朧おぼろが隠かくれているとまでは思わないが、居場所くらいは知っているだろう。適度に痛めつければ泥どろを吐はくはずだ。それも難しいようであれば──

　家族のひとりや二人殺せば、言うことを聞くだろう。

　少し考えてから、クロサキは青せい磁じの資料を手にして『貪』の私室を後にした。絵え里り香かの話によれば、レレナは半はん吸きゆう血けつ鬼きなのだという。余計な障しよう害がいを増やすよりは、ただの人間に過ぎない青磁を狙ねらったほうが手っ取り早い。

　玄げん関かんへ向かいかけたクロサキに、海棠が珍しく真ま面じ目めな声をかけてきた。

「待ちなよ。その紙持って、どこへ行くんだ？」

　クロサキは立ち止まった。振り返り、目を細め、言う。

「お前には関係ない」

「関係ないこたないだろ、俺おれたちは仲間なんだぜ？　行き先くらい──」

「仲間？」

　牙きばを剝むいて、クロサキは嗤わらう。自分の目の前にいる、この異常な人間の口から、そんな生温い言葉が出てくるとは思っていなかったからだ。

「心にもないことを言うんじゃない、海棠。仲間、だと？　俺おれたちは、ただ互いの利害が一致して一緒に行動しているだけに過ぎない。お前は俺の仲間ではないし、俺はお前の友人ではない。それくらいお前にだって、わかってるだろう」

　海棠はぽりぽりと頰ほおを搔かき、

「いやまあ、そうなんだけどな。──ほら、忘れたわけじゃないだろ？　『貪』は今のところ、様子見を望んでるそうじゃないか。レレナにも朧にも、手を出すなって言われたの、覚えてない？」

「俺が手を出すのは時田青磁だ。朧でもレレナでもない」

　クロサキは平然とそう答え、海棠は「屁へ理り屈くつだなあ」という感想を述べる。それから彼はぴたりとクロサキを指さし、

「まあ、あんたの言うことにも一理あるね。正直俺は、あんたがどうなろうと知ったことじゃないが──それでも警告しておいてやるよ。あんたは以前、失敗している。そして今また『貪』の命令に逆らうというのなら、今度こそ『貪』はあんたのことを切り捨てるかもしれないぜ？」

　クロサキの笑えみが消えることはない。再び玄げん関かんのほうを向きながら、彼は短く答えた。

「俺は、朧さえ殺せれば、あとのことはどうでもいい」

　玄関のドアを開ける。後ろから呆あきれたような海棠の声が聞こえてくる。

「頑がん固こだな、まったく。救いようがないよ──」

　ばたり、と扉を閉めて、クロサキはその声を遮さえぎった。そうしながら、違いない、と自じ嘲ちよう気味にクロサキは思う。

　自分は恐らく救いようがないのだろう。朧おぼろへの復ふく讐しゆうを遂げるということ以外に、自らの存在意義を保つことができないのだから。仮にそれを遂げることができたとしても、クロサキが達成感を得ることは決してあるまい。それは自分の存在意義が消滅することと、同義なのだから。

　そうとも、とクロサキはひとり頷うなずく。

　俺おれは救いようがない。当然だ。俺を救うことができたはずの、ただひとりの肉親──マユラは、あの子供の姿をした悪あく魔まに奪い取られてしまったのだから。

　だから朧を殺す。そうしてすべてに決着をつける。ただそれだけのことで、そのあとで自分がどうなろうと、それはクロサキの興味の外にある事柄だった。

　外に出ると、すでに傾きはじめている陽光がクロサキの目を刺さした。吸きゆう血けつ鬼きの制約をすべて無効化する能力、『抗体イミユニテイ』によって、クロサキは吸血鬼にとっての死である日光の下でも自在に活動することができる。

　この力が使えるうちに朧を殺さなくてはならないと、その思いだけを胸に固めて、クロサキはゆっくりと歩きはじめた。




　　　　◆




　家を出て、レレナと二人で並んで歩きながら、青せい磁じは微び妙みような気まずさを味わっていた。もしかしたら自分の気のせいなのかもしれないが、どうもレレナが怒っているような気がしてならないのだ。

　ちらりと、青磁は横目でレレナのことを盗ぬすみ見る。黒い雨あま傘がさで日光から身体からだを守っているレレナの表情は、しかしやはりその傘に遮さえぎられて窺うかがい知ることができない。次第に沈黙に耐えきれなくなり、青磁は明るくレレナに話しかけた。

「で、でもアレだよな。昨日きのうの男を探せって言われても、闇やみ雲くもに探しただけじゃ見つかるわけないよな。まったく朧も、無茶な注文をするよ」

　レレナは一いつ瞬しゆんだけ目をこちらに向けて、

「うん。でも、探さなくちゃ。頑がん張ばって見つけ出さないと、手がかりはあの人以外にはないんだから」

「…………ああ、まあ、そうだな」

　そしてまた、沈黙。やはり怒っている気がする。なにが悪かったのだろう、と青磁は自問した。前回のあの事件以降、レレナと青磁は何度も話す機会を持ち、そのたびに彼女と打ち解けていくような感覚を持てていたのだが──どうも、それは自分の思い違いだったようだ。

　あるいは昨日きのう、祭りで会ったときになにか彼女の気分を害するようなことをしてしまったのかもしれない。思い返せばあのときから様子が変だったような気がする。伏し目がちになったり黙りこくったり、朧おぼろや他ほかの女友達と話すときは普通だったのに、自分に対するときだけ妙みようにぎこちない態度だったように思えた。

　しかし、青せい磁じは特に問題になるようなことは言わなかったはずだ。いつもどおり、レレナに接していただけなのに──なんだってこんなふうに、レレナの態度が変わってしまったのか。途と方ほうに暮れる思いだった。

　正直に尋ねてみようか、とまで青磁が思い詰めはじめたとき、初めてレレナのほうから青磁に語りかけてきた。

「……ねえ、時とき田たくん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな」

　青磁は驚いたようにレレナを見る。自分のことをじっと見上げるレレナの視線に、阿あ呆ほうのようにこくこくと何度も頷うなずいてしまった。と、レレナはまた前を向き、言いにくそうに、

「昨日、お祭りのときに、時田くんが一緒にいた女の子は──誰、なの？」

　そう言われて、青磁の頭に一いつ瞬しゆんの空白が訪れる。一緒にいた女の子──と少しだけ考えてから、すぐに思い当たった。千ち霧ぎりのことだ。

　焼きそば屋の屋や台たいの前で出会い、青磁の財さい布ふをたかり尽くしていったあの不思議な少女のことは、朧にもたまにもレレナにも説明していなかった。微び妙みように説明しづらくもある。つまり彼女は、

「──ああ、その、なんていうのかな、あの子は昨日知り合っただけなんだけど」

「…………」

「あっ！　いや、別にナンパしたとかそういうんじゃないぞ？　ただ、ええと──そう、焼きそばを奢おごったら妙みように懐なつかれてしまって、それでだな──」

　あれこれと弁解を始めた青磁を、レレナは強い口く調ちようで断ち切った。

「あの子は、私たちが探してるあの男の人と、繫つながりがあるのだと思う？」

　そう指摘されて──青磁は、息を吞のんだ。

　レレナの言うとおり、自分たちが探しているあの派手な服装の男と千霧は、互いのことを知っているようだった。あの男が自分から千霧を引き剝はがし、そのまま連れ立って姿を消してしまった。千霧は自分の連れなのだと、あの男は青磁に短く説明してくれたのだが──それならば確かに、千霧はあの男の素す性じようを知っているはずだ。

　しかし、と青磁は顔を曇らせた。

「確かに、千霧はあの男についてなにか知ってるのかもしれない。だけど、ってことは千霧も『貪とん』の一派だっていうことかな？　とてもそんなふうには、見えなかったが──」

　レレナは自信なさそうに首を振り、

「わからない。私はその子──千ち霧ぎりさん、っていうの？　彼女のことは少しも知らないし、そもそもあの男の人が『貪とん』の手下なのかもしれないってこと自体、朧おぼろの推測に過ぎないんだから。でも、もしもあの男の人がそうなのだとしたら、千霧さんも『貪』に関わっているのだと考えたほうが自然だと思う」

　青せい磁じは黙り込んだ。昨日きのう守かみ代しろ神社の雑木林で起きた凄せい惨さんな事件については、青磁も新聞を読んで知っていた。そこにあの千霧が関わっているとは考えたくなかったが、さりとて関わっていないと断言できるほど、あの大食いな少女のことを知っているわけでもなかった。

　考え込む青磁に、レレナはゆっくりとした口く調ちようで自分の考えを説明する。

「思ったんだけど、さっき時とき田たくんが言ったとおり、闇やみ雲くもにあの男の人を探すのは無理があると思う。でも、千霧さんのほうならどうかな？　もしも千霧さんを見つけることができれば、彼女を介かいしてあの男の人の情報を得ることができるかもしれないでしょ？」

　青磁は目を上げてレレナのことを見る。真剣な彼女の表情に、自分の心が引き締まっていくのを感じていた。と同時に、自らを恥じる気持ちが胸の中に生まれる。

　ツォルドルフは、これからどうすべきなのかを必死に考えていたのだろう。だから態度が妙みようだったのだ。それをあれこれと邪じや推すいして、どうすれば会話を続けられるだろうかなどとくだらないことに思いを巡めぐらせていた自分を、青磁は恥じた。

　少しのあいだ考えを整理してから、青磁は口を開く。

「……そうだな。あの男を探すよりは、千霧のほうがまだ見つかりやすいかもしれない」

「彼女の居場所に、心当たりは？　その──名前のほかに、連絡先とかは聞かなかったの？」

　レレナの真剣な眼まな差ざしを見返して、青磁は首を振り、

「いや。知り合ったといっても、ほとんどたかられたようなものだったからな。それに、あの子は口が利けないんだ。詳くわしい話をすることは、ほとんどできなかった」

「でも、仲が良さそうだったよね。手なんか握ったりしちゃって」

　青磁は瞬まばたきをした。今の言葉には、棘とげが生えていたような気がする。

　レレナもそのことに気づいたのか、慌あわてたように付け加えた。

「あ、だから、つまりね、詳しい居場所は知らなくても、どの辺を探せばいいのかとか、そういう心当たりはない？　どんな些細ささいなことでもいいんだけど──」

「ああ。それなら多分、食べ物屋だな。ファーストフードとかレストランとか回転寿ず司しとかラーメン屋とか。特に安くてたくさん食べられるところにいると思う。制限時間に食べきればタダ、みたいなキャンペーンを組んでいるところなんか特に怪しいな。あの子は桁けた外はずれの大食らいだから」

「……そ、そうなの？」

　ああ、と頷うなずき、それから青磁は口元を笑えませ、

「それこそ、いつぞやのツォルドルフなんか目じゃないくらいの大食いだったよ、あれは。どうも俺おれはたくさん食べる女の子に縁えんがあるらしいな」

　数秒の沈黙があった後に、レレナの顔が耳まで真まっ赤かに染まった。ぱくぱくと口を開閉させてなにか反論しようとするが、肝かん心じんの言葉が出てこない。やがてレレナは手を振り上げて、ろくな手加減もせずに青せい磁じの肩かたを叩たたいてきた。痛い。が、その痛みが、なぜか青磁には嬉うれしかった。

　それからようやく、真っ赤になったレレナが反論を返してきた。

「あっ、あれは──言ったでしょ！　私、その、半分だけだから、どうしたってたくさん食べるようになっちゃうの！」

　もう一度レレナは手を振り上げ、青磁はそれを避けるように距離を取りながら、レレナに向かって笑いかけた。

「冗じよう談だんだよ、そんなに怒らなくてもいいだろう。──ほら、早く千ち霧ぎりを探しに行こうぜ。安くてたくさん食べられる店ならいくつか知ってる。まずはそこを当たろう」

　レレナはしばらくのあいだ、むー、と唇くちびるを引き結んでいたが、やがて気を取り直したように頷うなずいた。

「そうね。ただうろうろしていても、仕方がないし。その、時とき田たくんが知っているお店に行ってみましょうか」

「なんだったらついでに食べていっても構わないと思うけど」

「も、もう！　からかわないでよ！」

　唇を尖とがらせるレレナと連れ立つようにして、青磁は歩きはじめる。そこに千霧がいるとは限らないが──さりとて他ほかに当てがあるわけでもないのだ。友人の男子とよく行く学校付近の食堂を思い浮かべながら、青磁は早くも千霧がいなかった場合のことを考えはじめていた。




　蓬ほう萊らい軒けんは青磁やレレナが通う守かみ代しろ高校から、歩いて五分ほどの場所に店先を構えている中ちゆう華か料理屋である。安くて多くて味もそれなりと、育ち盛りの男子高校生にとっては夢のような場所である。青磁もよく友人の岐き部べと一緒に食べに来るが、大盛りを食べきれたことは一度もない。

　その蓬萊軒のディスプレイに張りつくようにして、千霧は立ち尽くしていた。

　まさか本当にいるとは思わなかった。

　やはりお金がないのだろうか、彼女はただガラス棚だなの中の模造品を眺ながめるだけで、店の中に入ろうとはしていなかった。店から出てくる人や入る人が不思議そうに千霧のことを眺めているが、彼女はまるで頓とん着ちやくしていない。ただ、だいぶ離れたところいる青磁たちにまで聞こえるほどの大きな腹の音を響かせているだけだった。

　と、レレナが青磁の脇わき腹ばらを肘ひじでつつき、

「…………ね、ねえ、時田くん。声、かけなくていいの？」

「えっ!?　お、俺おれが？」

「だ、だって私はあの子のことを直接知ってるわけじゃないし。情報を聞き出すためにも、知ってる時とき田たくんが話しかけたほうがいいんじゃないかな」

「……なんだか俺、ツォルドルフにはいつもうまく乗せられてる気がするんだが……」

　再びレレナの顔が朱しゆに染まるのを見て、青せい磁じは自分が敗北するのを感じた。わかったよ、とぶちぶちとつぶやきながら、足を踏み出し──

　その瞬しゆん間かん、まるで足音を聞きつけたかのような素早さで、千ち霧ぎりが振り返った。

　千霧の瞳ひとみに見み据すえられて、思わず青磁の足が止まる。驚いたから、ではない。

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、青磁の心に、確かに恐怖が走ったからだ。

　彼女の目は、なにも見てはいないようだった。ガラス玉のように感情のない、無機質な瞳。それが、じっとこちらに向けられていた。監視カメラが侵入者を検分するかのように無機的な視線で、千霧は青磁をまじまじと見つめ──

　それから、千霧は彼が青磁であることを認識したようだった。

　その顔が、包ほう帯たいの上からでもそれとわかるほどに綻ほころんだ。ぴょんぴょんと飛び跳はねるようにして近づいてきて、青磁の腕うでに抱だきつく。

「や、やあ、千霧」

　青磁はそんなふうに挨あい拶さつをし、千霧は何度も何度も頷うなずいた。猫ねこのようにすりすりと首筋を青磁の腕になすりつけてくる。喉のどを鳴らしていないのがおかしいくらいだ。

　それから千霧は、青磁の身体からだを引きずりはじめた。腕を取って蓬ほう萊らい軒けんへと、引き込むようにして進んでいく。青磁は慌あわて、踏ん張ってその進行を留めようとする。

「ちょ、ちょっと待ってくれないか。今日は──そう、そうだ、友達と一緒なんだよ」

　千霧の足が止まった。彼女は不思議そうに青磁の顔を見上げ、それから、青磁の目線を追って、その瞳を動かした。

　その先には、レレナがいる。

　さわり、と千霧の髪かみが動いた気がした。

「……は、初めまして。レレナ・パプリカ・ツォルドルフ、です」

　レレナは丁てい寧ねいに頭を下げる。が、千霧はぴくりとも動かない。再び監視カメラの目に戻り、とっくりとレレナのことを観察している。

　どうやら千霧は、レレナの存在がお気に召めさなかったらしい。彼女はぷいと顔を背けると、再び青磁の腕を引いて進行しはじめる。青磁は困ったように口を開き、

「あー、その、別に奢おごるのは構わないんだけど、よかったらツォルドルフも一緒に──」

　だめっ！

　という叫びが聞こえてきそうだった。それくらい、眉まゆを逆立てて青磁をにらみつける千霧の顔には、はっきりとした拒絶の色が浮かんでいた。

　なんでそんなに嫌いやがるのだろうと青せい磁じは眉まゆをひそめる。それを見て取ったのか、千ち霧ぎりは彼の手のひらに乱暴に文字を書きつけはじめた。り、よ、う、が──

　──量が、減る。

　青磁は呆あきれた。意地汚いにも程がある。

「……あのな、いいか千霧。彼女は自分の分は自分で払う。彼女が同席したからといって、別に君が食べる量に影響は──」

「あの」

　不意に、レレナが口を開いた。今までとはどことなく違う声色。腹の中になにかを秘めているような、そんな声で短く言う。

「──私は、遠慮する」

「え」

　瞬まばたきをして見返すと、レレナはふいと視線を背そむけてしまった。

「その子は私のこと、あんまり好きじゃないみたいだし、時とき田たくんと二人きりのほうがいいと思う。邪じや魔まな人は、いないほうがいいでしょう」

　そっぽを向いてそう語るレレナの姿は、どことなく拗すねているようでもある。青磁は焦あせり、おずおずと尋ねる。

「ツ、ツォルドルフ？　なにをそんなに怒ってるんだ？」

「別に怒ってなんかない。ただ、そっちのほうがいいと思うからそう言ってるだけだよ。その子のことを考えるんなら、私は邪魔なだけだもん」

　口ではそう言っていても、その表情は完全に怒っている、というかふてくされていた。青磁は戸と惑まどいながらも、レレナの言葉の真意を探ろうと思考を巡めぐらせた。

　確かに──『貪とん』の関係者と思しき千霧の前で、「彼女の機き嫌げんを損ねては『貪』の情報を聞き出せない」とあからさまに言うわけにはいかない。だからこそレレナは、こんなふうに持って回った言い方をしているのだろう。レレナがなぜ怒っているのか、それはよくわからないが──しかし、確かなことがひとつある。

　青磁がレレナのことを邪魔者扱いすることなど、天地がひっくり返ってもありえない。

　自分にしがみついたまま、敵てき意いそのものの目でレレナを見つめている千霧を、青磁はちらりと見下ろした。こほん、と咳せき払ばらいをして彼女の注意を引いてから、強い口く調ちようで言う。

「店に入るときはツォルドルフも一緒だ。それでいいな、千霧？」

　えー、という千霧の顔。しかし今度は、青磁が敗北することはなかった。ずいと顔をちかづけて、嚙かんで含めるように、

「い・い・な？」

　その迫力に、千霧は驚いたように目を丸くして──それから、渋しぶ々しぶという感じに頷うなずいた。

　よし、と内心で安あん堵どする。本当のところ、千霧に駄だ々だをこねられては引き出せる情報も引き出せなくなってしまう。あとは存分に食事を奢おごって、口が滑なめらかになったところでそれとなく尋ねてみればいい。心配なのは財さい布ふの中身だけだ。

　青せい磁じはレレナに向き直った。レレナもまた、びっくりしたように青磁のことを見つめていた。意外なものでも発見したかのようにまじまじと、しばらく彼のことを見つめつづけ──そして、また不意にその視線を外してしまう。

　彼女のその仕し草ぐさに、またなにか機き嫌げんを損ねてしまったか、とひやりとする。しかしレレナの顔に浮かんでいるのは、怒りではないようだった。うつむきがちで見えにくいが──どうも、落ち込んでいるような表情をしている。

　一歩、レレナが後退した。それを見て、思わず訝いぶかしげな声が出る。

「……ツォルドルフ？」

「……やっぱり、あの、私はいないほうが、いいと思うから──」

　か細い声で彼女はつぶやく。ここぞとばかりに千ち霧ぎりがうんうんと頷うなずき、挙げ句の果てに犬でも遠ざけるかのように手でもって追い払う仕草を見せる。もう片方の腕うでは青磁に絡からませたまま、それを見てレレナは複雑に顔を歪ゆがめ、

「なにかあったら、連絡して。──それじゃ！」

「あ、おい！」

　青磁が止める暇ひまもあらばこそ、レレナは後ろを向いて駆かけ出してしまった。それを追おうとはしたものの、彼の片腕は千ち霧ぎりによってがっちりと拘こう束そくされていた。

　千霧は無む邪じや気きに、にこにこと微笑ほほえんでいる。二人きりになれたのが、嬉うれしくてたまらないとでも言うように。青磁はその最上級の笑顔を見つめて、恨うらめしげにため息をついた。




　　　　◆




「もうちょっと、もうちょっと右！　そう！　そこそこそこ、そこで──ああああああ、行き過ぎだってああもう馬鹿あ──────っ!!」

　今時ＵＦＯキャッチャーでこれだけ熱くなれる人も珍しい。後ろで立ち尽くしながら、絵え里り香かはそんな感想を抱いだいている。

　守かみ代しろの中心地、繁はん華か街がいにあるアミューズメントセンターに、『貪とん』と絵里香の二人はやってきていた。カラオケやらボーリング場やらビリヤード場やら、だいたいぱっと思いつく限りの遊びの施設を放り込んで造り上げられたこの施設には、当然の如くゲームセンターも入っていた。

『貪とん』が絵里香の手を引いて、「あそこに行こう！」と言い出してから三十分。彼女は飽あきることなく延々と遊びつづけている。

『貪』はぬいぐるみが取れなかった悔くやしさのあまり、手のひらをばんばんとアクリルのケースに叩たたきつけていた。黒い唇くちびるを尖とがらせながら中身をにらみつける少女の姿に、周囲の視線がびしばしと突き刺ささるのを感じる。

　たまりかねて、絵え里り香かは足を踏み出した。

「どいて」

『貪とん』の身体からだを、押しのけるようにしてコイン投入口に百円玉を投下。ちらりと『貪』を目だけで見て、短く問う。

「どれが欲しいのよ？」

「へ。──あ、えとね、これ！」

　そう言って指さした先にあるのは、黒いウィルスをデフォルメしたようなぬいぐるみだった。漫画のキャラクターらしいが、いまいち絵里香にはその魅み力りよくがわからない。

　まあそれでも、取れないことはないだろう。絵里香はＵＦＯキャッチャーには一いつ家か言げん持っている。置いてある場所とタグの有無から、だいたい取れるかどうかの予想をつけることはできた。今回のこれは、まあ、楽に取れる部類だ。

　これ以上騒がれて誰か知ってる人に見つかったら厄やつ介かいだし──と、絵里香は内心で自分に言い訳をする。

　百円では二回チャレンジできる。絵里香は最初の一回で位置をずらし（背後で『貪』が「あああああああ！」と叫んだ。うるさい）、次の一回で見事にタグにアームを通すことができた。黒ウィルスが釣つり上げられ、ふらふらと不安定に揺れながら出口に運ばれていく。『貪』はそれを、呼吸をすることも忘れて見守っている。

　その横顔を見て──絵里香は、自分の中の混乱がさらに大きくなるのを感じていた。

　──本当に、こうやって遊んでれば、普通の女の子と変わらないのに。

　そんな感想まで抱いだいてしまう。自分の願望を利用して、自分の両親を人形に変えた化け物のはずなのに。ともすればそのことを、忘れそうになってしまうのだ。

　絵里香のそんな戸と惑まどいなどは知る由もなく、『貪』は景品取り出し口に落ちてきたぬいぐるみを、喜色を浮かべて見つめていた。絵里香がそれを取り出して渡すと、無む邪じや気きにぬいぐるみを抱だいて、飛び跳はねるようにして喜んでいる。それから絵里香に向き直り、目を輝かせて礼を言ってきた。

「ありがと、絵里香！　またあたしの黒ぬいぐるみコレクションが充実したよっ！」

　なんだそのコレクション。胡乱うろんな目で絵里香は『貪』を見み遣やり、ぽつりとつぶやく。

「……いいから、満足したなら早くここ出ましょうよ。あんたと一緒にいたら、目立って仕方がないわ」

「なーに言ってんの、まだ入ったばっかじゃんか。全然遊び足りないんだから」

　にこにことした顔でそう言って、『貪』は絵里香の手を摑つかんで歩き出す。絵里香はため息をついて、仕方なしに彼女について歩きはじめ──

　その足が、ぴたりと止まった。

　ざっと音を立てて、顔から血の気が引くのが自分でもわかった。『貪とん』の手を強く握り返して回れ右、そのままつかつかと歩いてゲームセンターから出ようとする。反対方向へと進んでいた『貪』の身体からだが、綱引きの綱のようにぴんと引っ張られた。危うく転びそうになった『貪』は、大声で抗議する。

「ちょっともう、なにすんのよ絵え里り香か！　痛いじゃないの」

　馬鹿、と胸中で罵ののしるが、そのときにはすでに遅かった。様子を見るために素早く走らせた視線が、彼女の視線とぶつかって絡からみ合った。

　望もち月づき弥生やよい。

　なんで、こんなところにいるのよ──！

　そう抗議するが、それは自分勝手というものだろう。楽しい夏休みの真っ最中に、弥生のような活発な人間がこのアミューズメントセンターに足を運んでいたとしても、不思議なことなどなにもない。

　アーモンド型の目をいっぱいに見開いて、弥生は言葉も忘れて絵里香のことを見つめ──しかし次の瞬しゆん間かんには、絵里香の名前を叫びながらこちらに走り寄ってきていた。

「絵里香！　こんなとこでなにしてんのよ!?」

　絵里香の腕うでにぶらさがっている『貪』が、のんびりとした声をあげる。

「おんや。知り合い？」

　絵里香は答えない。答えたくもない。この世で二番目に会いたくない人間に、見つかってしまったからだった。

　弥生は絵里香の目の前にまで駆かけ寄ってきて、つんのめるようにして止まった。黒い瞳ひとみに驚きと、そして喜びをいっぱいに映して、抱だきつかんばかりにして絵里香の手を取る。

「もー！　学校には来ないし携帯も繫つながんないし！　みんな心配してたんだからね！」

「う……ご、ごめん」

「ごめんじゃないよごめんじゃ！　この二ヶ月間、一体どこでなにしてたのよ？」

　そう問われても、容易に答えることはできない。絵里香は視線を左右に泳がせて言い訳を探し出そうとし、『貪』が親切にも話に割って入って来てくれた。

「あれ？　絵里香って学校やめたんじゃなかったの？」

「……!?」

　弥生の顔が硬直し、それを見て絵里香は慌あわてる。『貪』の腕を引っ張り、

「ちょ──よ、余計なこと言わないで！　……あ、ごめん弥生、ちょっと待っててくれる？」

「やめたって──なに、どういうこと!?　そんなこと、あたし全然聞いてないよ!?」

　弥生が詰め寄ってきて、絵里香は状況がさらに混乱していくのを感じていた。弥生は天てん真しん爛らん漫まんで優しい女の子なのだが、いったんこうと思い込んだら人の話を聞こうとしなくなるきらいがある。どういうこと、説明してとぐいぐい肉にく薄はくしてくる弥生をいなしながら、絵里香は素早く頭の中で理屈を組み立てた。

　小さく深呼吸。それから、絵え里り香かは演技に入った。顔に血を昇らせて詰め寄ってくる弥生やよいのことを、悲しげな目で見つめ、

「ごめんね。あのね、実はあたし──転校することになったんだ」

「……え？」

「転校。親の都合でね、二学期からは別の高校に通うことになったの。地方の、言っても知らないようなところに。本当はお父さんの単身赴ふ任にんのはずだったんだけどね、お母さんがどうしても離れ離れになるのは嫌いやだって言って、それで」

　弥生の表情に、理解の色が染み込んでいく。思い込みが強いということは、ごまかしやすいということでもあるのだ。が、絵里香の胸に安あん堵どは浮かばない。ただ友人を欺あざむいているという罪悪感だけが、まざまざと映し出されていた。

　そうだったの、と肩かたを落としながら、それでも弥生はぽつぽつと不満を口にする。

「でも、それだったら、教えてくれればよかったのに。そしたらもっと、送別会とかできたじゃないのさ。そうだよ。みんな、特にレレナなんか、すごく心配してたんだよ」

　レレナ。その名前を耳にして、絵里香の胸に針で貫かれたかのような痛みが走った。

　うつむく。今度は演技ではなく、本物の暗さの宿る声で、絵里香はつぶやいた。

「…………ごめん、ね。どうしても、言えなくて」

　その声に──弥生は息を吞のみ、彼女もまたうつむいてしまった。

　沈黙が訪れる。アーケードゲームから響く陽気な電子音が、その沈黙をさらに重苦しい物にしている。が、その重い空気の中でも、自在に動ける人物がひとりいた。言うまでもない──うつむき合う二人のことを、不思議そうに見つめている『貪とん』だった。

　彼女は弥生の袖そでを、ちょいちょい、と引っ張ると、いいことを思いついたかのような明るい声を出した。

「ねえねえ。レレナのこと、知ってるの？」

「え？　──あ、あなた誰？」

　当然の疑問を述べる弥生に、『貪』は笑って首を振り、

「どうだっていいじゃない、そんなこと。それよりさ、ちょっと聞きたいんだけど──あなた、レレナの携帯番号、知ってる？」

　考え得る限り最悪の言葉。にこにこと笑っている『貪』の腕うでを引き、弥生に聞かれないくらいの距離を確保してから、その耳元で非難の言葉を囁ささやく。

「あんたなに考えてんのよ!?　なんだってそんな──」

『貪』はさわやかな笑顔で絵里香を振り返り、

「いいじゃん、絵里香だってレレナと話すことがたくさんあるんでしょ？　どうせだから一緒に会おうよ。話したいこと話せば、すっきりするよ」

　絵え里り香かはぱくぱくと口を開閉させる。言いたいことを言うことができない、そんなもどかしさを弄もてあそぶ絵里香の目の前で、弥生やよいが「ぽん」と手を叩たたいていた。

「あっ、そうだ！　レレナにも教えなきゃ。絵里香がいるって──うわっ!?」

　最後の叫びは絵里香がずんずんと近づいてきたからだ。ずいと顔を近づけて、鼻先がくっつくような近距離から、絵里香は真剣な顔で言う。

「弥生。レレナには、絶対に言わないで。いい？」

「えっ、で、でも──」

「あの子には──あたしから、直接話すから。だから、あたしがここにいたってことは、あなたからは伝えないで。いい？」

「………………」

「弥生！」

「あ、う、うん……わかった……」

　絵里香の剣けん幕まくに気け圧おされたかのように、弥生は力なく頷うなずいた。それを見届けてから、絵里香は『貪とん』の腕うでを摑つかみ、足早にゲームセンターを後にする。

　弥生にはああ約束させたが──どうなるか、わからない。彼女は思いやりのある少女だ。自分の存在を知って、それをレレナに隠かくし通すことなどできるかどうか。早いうちにこの場所から立ち去らなくてはならない。弥生がレレナに連絡し、レレナがこの場所にやってくる前に。

　アミューズメントセンターの出口に向かって、絵里香はずんずんと進んでいく。夏休みの人混みでさえも、絵里香の歩みを止めることはできない。人々の肩かたを、押しのけるように歩きつづける絵里香の耳に、ふと『貪』の、悪あく魔まのような囁ささやき声が聞こえてきた。

「あの子、レレナのこと呼ぶかな、絵里香？」

　絵里香は黙もくして答えない。その反応に、『貪』は黒い唇くちびるを歪ゆがめて笑い、ワンピースのポケットに手を伸ばした。そこから携帯電話を取り出して、操作しながら彼女は言う。

「どうせいつかは、会わなくちゃいけないのにさ。なんで逃げるかなあ？　そういうのって、先延ばしにしてるだけなんじゃないの？」

　面白がるようなその声を、絵里香は唇を嚙かんで黙殺することしかできなかった。




　　　　◆




　レレナは当てもなく町をさ迷っていた。

　一応、昨日きのうの男を探さがす、という名目は持っていた。千ち霧ぎりから情報を得るのは青せい磁じに任せて、自分は本命であるはずのあの男を探し出す。いわば役割分担と言ったところなのだが──それが自分を偽いつわるためのものでしかないことは、レレナが一番よくわかっていた。

　自分は、千霧から逃げ出したのだ。

　逃げ出す理由などどこにもない、頭ではそう思う。レレナを駆かり立てたのは、彼女の気持ちのほうだった。青せい磁じに対して、抱だきつかんばかりの好意を示している千ち霧ぎりの姿を見ると──なぜか胸の奥に、じくじくとした痛みを感じてしまった。その痛みがレレナを不快にさせた。不快にさせて、そうして、青磁に八つ当たりさせたのだ。

　ただでさえしょげ返っていたレレナの表情が、泣きそうに歪ゆがんだ。

　馬鹿なことをした、と思う。

　時とき田たくんはなにも悪くないのに。理由のわからない怒りをぶつけられて、彼は一体どう思っただろう。呆あきれただろうか、怒っただろうか。今頃は千霧を前にして、自分の悪口を言っているのかもしれない──そんなところにまで、考えが及んでしまう。

　ただ、レレナは、どうしても我が慢まんできなかったのだ。

　あの人に似ている青磁の手を、自分の見知らぬ誰かが握っているという、それだけのことが。

　かつての日々の思い出に、土足で踏み込まれたような気がして。

　とぼとぼと歩きながら、レレナはうつむく。身勝手にも程がある。勝手に自分の幻想を押しつけて、それを邪じや魔まされたから八つ当たりするだなんて。今いま時どき三歳さい児じだって、もう少し自制心というものを持っている──

　と、そのとき、スカートのポケットに入れておいた携帯電話が鳴った。

　現実に引き戻される。夕焼けの町まち中なかを、ただ肩かたを落として歩きつづけていた自分を発見する。誰に対してでもなく、バツの悪そうな顔をしながら、レレナは携帯電話を取り出した。

　着信画面を見るときに、時田くんだったらどうしよう、という考えがちらりと頭をかすめた。なにを言われるのかわからないし、なにを言えばいいのかもわからない。が、そんなレレナの心配とは裏うら腹はらに、そこに表示されているのは望もち月づき弥生やよいという名前だった。

　ほっとしたようなそうでないような、複雑な気持ちを味わいながらレレナは通話ボタンを押す。

「はい、もしもし──」

「あ！　レレナ!?　大変だよ大変、大変なんだよっ！」

　携帯電話から響いてきたのは、切せつ羽ぱ詰つまった弥生の声だ。その剣けん幕まくに、思わずレレナは耳を離してしまう。それから数秒間、レレナはぎゃいぎゃいと鳴り響く携帯電話を呆気あつけに取られたように見つめていたが、やがて気を取り直して再びそれを耳に当てた。

「──ってわけなの、だから急いで来なよ！　早くしないとまたどっか行っちゃうよ！」

「あの、や、弥生？　落ち着いて、もう一回話してくれない？　いまいち聞き取れなかった」

「ああ、もう！　だから──」

　そこで弥生は大きく息を吸い込んだ。自分を落ち着かせるように、あるいはレレナに驚きを与える下準備のように。そうしてから、彼女は低い声で、レレナにその言葉を告げた。

「絵え里り香かがいたの！　見つけたの！」




　それから自分がどうしたか、あとになってみてもレレナは思い出すことができない。白い霧に覆おおわれたかのように記き憶おくが曖あい昧まいになっていて、自分がどんなことを考えたか、どんなことを口走ったのかを思い出すことは、どうしてもできなかった。

　ただ、気がついたらアミューズメントセンターに辿たどり着いていた。

　弥生やよいから絵え里り香かの居場所だけを聞き出すと、すぐに通話を切って走り出してしまったのだろう。携帯電話をぎゅっと握りしめたまま、着信を示すランプが点滅している。

　汗あせばむ手のひらの中にあるそれを見下ろして、レレナはポケットの中にしまい込んだ。恐らく通話が唐とう突とつに切れたことを不審に思って、弥生が再び電話をかけてきたのだろうが──今は、掛け直している時間はない。

　呼吸を整える。半はん吸きゆう血けつ鬼きだって息切れくらいする。全力疾しつ走そうで何キロも走れば当たり前で、いなくなった親友が再び現れたのだという報ほうを聞いたのならば、なおさらのことだった。

　その大型アミューズメントセンターには、老ろう若にやく男なん女によ問わず多くの人々が出入りしていた。ここから絵里香を探さがし出すのは、至し難なんの業かもしれない。そうは思いつつ、それでもレレナは動かずにはいられなかった。どれだけ可能性が低くても、もう一度彼女と話をする機会を持てるのならば、どんな労力とて厭いとうところではない。

　入り口から、中央ホールへと入る。すぐ目の前に、上り下りそれぞれ二列ずつのエスカレーター。そこで運ばれている人々の中にも、あるいはホール内でくつろいでいる人々の中にも、絵里香らしき姿はどこにも見当たらなかった。

　焦あせりがレレナの心を浸食していく。もうこの場所から離れてしまったのかと、アミューズメントセンターの出口を振り返ったところで──ふと、聞き覚えのある声が耳を刺さした。

「なによもう、さっきからうるさいなあ。なんであたしが逃げなくちゃいけないのよ。ソフトクリーム、食べたいったら食べたいの！」

　聞き覚えの、ある声だった。

　ただ、それが誰の声なのかを咄嗟とつさに思い出すことはできなかった。遠い昔に別れて、それきり二度と会うことのなかった人の声だったからかもしれない。遠い昔に別れて──もう永遠に会うことはできないと、とうの昔に諦あきらめていた人の声だったからなのかもしれない。

　それが、誰の声なのか。

　思い出した瞬しゆん間かん、レレナは、動けなくなった。

「ねえねえ、絵里香なにがいい？　あたしチョコレートね！」

　天てん真しん爛らん漫まんなその声の主を、その姿を確かめようと、レレナはゆっくりと視線を巡めぐらせる。彼女が自分の親友の名前を口にしていたことさえも、そのときのレレナは気づかなかった。

　ただ、「そんなはずはない」という思いだけが、頭の中を占めていた。

　ホール内にいくつかある食べ物系のテナントのうち、ソフトクリームショップに二人の少女が入ろうとしていた。ひとりは、レレナがずっと探していた人物だった。池いけ之の端はた絵え里り香か。自分の親友にして──『貪とん』の一派に属してもいる少女だ。

　レレナは絵里香に、声をかけようとはしなかった。かけようという気持ちさえも、浮かんでくることはなかった。ただ彼女の隣となりにいる少女に、固定されたかのように視線を注ぎつづけていた。

　黒い。黒い少女だった。麦わら帽ぼう子しもワンピースもミュールも、すべてが黒一色に染め上げられている。肌はだは痛々しいほどに白く、その爪つめも服装と同じ色のマニキュアで塗られている。麦わら帽子で隠かくれていて顔はよくわからないが、しかしやはり黒く染まった唇くちびるが、楽しそうに笑っているのだけが見えた。

　顔を見なければいけない。そう思った。そうしなければ、確信が得られないから。

　しかしレレナの身体からだは動かない。確信を得たくない、そんな気持ちがどこかにあって、レレナの両足を地面に縫ぬいつけていた。動くことができない。レレナはでくのぼうのように立ち尽くし、立ち尽くし、立ち尽くし──

　そして、絵里香がこちらを向いた。

　彼女の表情が、凍こおりつくのが見えた。

　絵里香の反応に、彼女に話しかけていた黒い少女も不審を抱いだいたらしい。絵里香の視線を追うようにして、レレナのほうに目を向ける。

　そして、レレナは、黒い少女の顔を、見た。

　頭の中が、真っ白になった。

　足下の大地が砂漠に変へん貌ぼうし、流砂のように流されていくような感覚を味わう。揺れる足場は記き憶おくをも揺さぶり、白く染まったレレナの脳のう裏りに、封印していたはずのかつての日常の景色を引きずり出していく。

　驟しゆう雨うと雷鳴、今にも倒壊しそうなぼろぼろの木造の屋敷、窓が存在しない奇き妙みような居間。与えられた部屋、買ってもらったぬいぐるみ、自分を見て泣き笑いの表情を浮かべる母。夜の町、そこを逃げる自分、──その前に立ちふさがる、黒い影。

　少女はレレナを見て、黒い唇に浮かんだ笑みをさらに深いものにした。こちらに近づいてくる。レレナは、動けない。フラッシュバックはさらに激しく、奔ほん流りゆうとなってレレナの身を苛さいなんでいる。

　ホテルに似せた監かん獄ごく、引き裂さかれた三日月のような微笑、生きる気力をなくした女性の姿。自分を守ろうとしてくれた女性と、自分に優しくしてくれた少女と、──その人たちの、変わり果てた姿。遠ざかっていく監獄。抜け殻がらのような屋敷。誰かの名を呼んでも、誰ひとりとして答えるもののいなくなってしまった、冷え切った居間。

　そして。

　ツキさんの、呆あきれたように自分を見る目つき。

　月つき島しまさんの、情けなくて、けれども優しい笑顔。

　そして──




「レレナじゃない。なにしてるの、こんなところで」




　舞まいが、無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる。

　レレナの目の前で。黒い麦わら帽ぼう子しと、黒いワンピースと、黒いミュールに身を包んで。過むか去しの思い出の中でではなく、現い在まの日常の中で。凶きよう弾だんに倒れ、消滅してしまったはずのかつての親友は──ただにこにこと、レレナに向かって笑いかけていた。
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　ご飯がある。

　ちゃぶ台の上でほかほかと湯気を立てているそれを、朧おぼろは箸はしをくわえたままぼんやりと見つめている。別にご飯になんらかの思い入れがあるわけではなく、自分がなぜこんなことをしているのかという根本原因に思いを馳はせているためだ。

　が、無論たまにはそんなことはわからない。彼女は箸を持っている朧の手をぴしゃりと叩たたくと、お姉さんぶった声を出した。

「これ！　いけませんよ、朧さん。くわえ箸だなんて、お行ぎよう儀ぎが悪い」

「………………」

　真剣に、朧はなぜ自分がたまの血を吸っていないのかを考えてみた。考えるまでもなく、そんなことをすれば自分と青せい磁じとレレナとの関係が破は綻たんしてしまうからなのだが、しかしこんなことをされて黙っているのも格好のつかない話だ。

　が、きりりと眉まゆに力を込めて自分を見つめるたまの顔を見ているうちに、そんな考えも煙のように薄うすらいで消えてなくなってしまった。

　たまに悪意があるわけではないのだ。自分を軽んじて、自分を侮あなどってこういうことをしているわけではない。彼女にあるのは、ただ朧を正しい方向に導こうという、はた迷めい惑わくな使命感だけなのだ。

「……ごめんなさい」

　その証しよう拠こに、朧がそうやって口先だけの謝罪を述べると、途と端たんにたまの表情が和やわらいだ。

「わかればいいのですよ」

　と澄まして答えて、自分も食事に戻っていく。ふう、と息をついて、朧も食事を再開した。

　ぱくぱくとおかずを食べながら、たまは楽しそうに喋しやべっている。

「昔は青磁坊ぼつちゃまも、悪い癖くせが抜けなかったものですよ。特にひどかったのがおねしょの癖でしてね、それこそ小学校に上がる頃まで直らなかったのですから。もう毎日毎日、たまが布ふ団とんの洗せん濯たくをいたしましてね──」

「たま」

「はい？」

「食事中に喋るな」

「…………ごめんなさい」

　しょんぼりと肩かたを落として、うつむいてしまう。子供に叱しかられたというのに、その辺りのこだわりは彼女の中にはないようだった。正しいことと間違ったことを、きちんと区別しているのだろう。

　メニューの内容は素そ朴ぼくなものだった。玄げん米まいに焼き鮭じやけにほうれん草のおひたし、それに豆とう腐ふのみそ汁が一杯。焼き鮭の塩味は濃く、玄米はお代わりが自由らしい。先ほどからたまがしきりに朧のほうを見ては、こんなことを言ってきている。

「朧おぼろさん、お代わりはいかがでしょうか？」

「……いや。いい」

「まあま、そう仰おつしやらずに。育ち盛りなんですから、たくさん食べないといけませんよ？」

「だからいいって──ああ、おい……」

　無理矢理茶ちや椀わんを取られたが、すでにして朧の語尾には諦あきらめの色が浮かんでいる。なぜといばこれでもう三回目のお代わりだからだ。こいつはもう少し人の話を聞くという基本的なスキルを学習する必要があると思う。

　太たい平へい楽らくな笑顔を浮かべながら彼女はご飯をよそい、山形に盛られた茶碗を朧のほうに寄越してきた。この食事はいつ終わるのだと、地じ獄ごくの亡もう者じやのような思いで朧はそれを消費しにかかった。

　そうしながら、朧はたまにマユラの面影を重ね合わせていた。

　よくない傾向だ、と眉まゆをひそめるが、なぜかその思いを自制することはできなかった。それをするには、二人はあまりにも似すぎていた。やけに朧の面倒を見ようとするところとか、朧の言うことをほとんど聞かないところとか──そして、そんな彼女に対して、朧が怒りを抱いだけないというところまでも、そっくりだった。

　もっともすべてが同じというわけでは無論ない。たまよりは、幾分かマユラのほうがしっかりしていたような気がする。生き真ま面じ目めというかなんというか──そう、あれはレレナが持っている性質だ。たまとレレナを足して二で割れば、ちょうどマユラのような少女が生まれるかもしれない。

　ああ、そうだ、と、そこで初めて思い当たった。

　二人とも、マユラに似ているのだ。

　レレナも、たまも。自分が気に入っている女性は二人とも、マユラに似た要素を持っている。だから自分は彼女たちに対して、あまり強く言う気になれないのだろうか。

　自分が命を奪ったあの少女のことを、思い出してしまうから？

　馬鹿馬鹿しい、と鼻で笑い飛ばすことはできなかった。まるで人間のようなその感傷を、朧は確かに抱いていた。

　ふん、と口を歪ゆがめる。人間の生活に首を突っ込み過ぎたからだろうか──どうも、自分は人間臭くさい吸きゆう血けつ鬼きになってしまったようだ。

「……朧さん？　お腹なかでも痛いんですか？」

　朧の顔を見て、たまが心配そうな声をかけた。朧は彼女を見返し、反射的に、

「たま。お前はなぜ僕を受け入れようと思ったんだ？」

　言わずもがななことを言ってしまった。一いつ瞬しゆん後悔するが、口に出してしまった言葉を引っ込めることはできない。たまの不思議そうな表情から、朧は視線を外した。

　しばらくの間まがあってから、たまは普段通りの声音で、

「前にも言ったような気がいたしますが──青せい磁じ坊ぼつちゃまが、あなたを連れてきたからですよ。青磁坊ちゃまが受け入れるのであれば、たまが反対をする理由はありません」

「それは聞いた。──お前、僕が何者なのか気にならないのか？　どこか妙みようだと、そんなことを思ったりはしないのか」

　たまは顔を綻ほころばせ、

「変わったお子様だとは思いますけれど。あと、とてもかわいくていらっしゃいますね？」

　頭痛がしてきた。こんな奴やつにまともな答えを期待した僕が馬鹿だったと、再び食事に戻ろうとした瞬しゆん間かん──たまの、懐なつかしむような声が聞こえてきた。

「たまも妙な子供でしたけれど、旦だん那な様は受け入れてくれたのですもの。たまが朧おぼろさんになにか言うなんて、そんなことはございませんよ」

　朧はたまのことを見た。たまはやはりにこにことしつつ、両手を合わせて「ごちそうさま」などとつぶやいている。

　朧は人間に興味を持つ吸きゆう血けつ鬼きだ。その好こう奇き心しんが、このときも発揮された。箸はしを茶ちや碗わんの前に置いて、朧はたまに問う。

「そういえば──お前と青磁の関係がどんなものなのか、はっきりとは知らなかったな」

　かちゃかちゃと食器を片付けようとしていたたまの手が止まり、その目が朧に向けられた。顔は笑っているものの、その瞳ひとみには奇き妙みような色が浮かんでいた。楽しんでいるような──あるいは、過去のことを懐なつかしんでいるような。そんな色。

　小さく笑って、たまは問い返してきた。

「知りたいですか？　私と坊ちゃまの関係について？」

「……まあ、な」

　彼女はまた笑う。喉のどを鳴らして、隠かくし事をする少女のように。それからその指を立てて自分の唇くちびるに当て、片目をつぶって朧に言う。

「内ない緒しよ。です」

「…………」

　呆あきれたように沈黙する朧の頭を、たまは手を伸ばして撫なでた。優しく、まるで母親か姉かなにかのように。朧には無論そんなものがいたことはないし、そういうものを欲する感傷もまるでないが──

　しかしそれが、不快なわけではなかった。

　朧の頭を撫でながら、たまは柔らかく微笑ほほえむ。

「朧さん。たまは朧さんの事情を存じ上げているわけではございませんが、もしも朧さんに寄よる辺べがないのでしたら、いつまでだってこのお家うちにいて構わないのですよ。──たまも、昔は寄る辺のない子供だったのですもの」

　朧は目だけでたまのことを見た。青磁とたまの関係もそうだが、この女の生い立ちというのも、なかなかどうして興味深い。首を傾かしげて、朧おぼろは重ねて質問した。

「たまも、そうだったのか？」

「ええ。ですからたまは、ひとりきりの寂しさというものをようく存じているのですよ。朧さんも、もし寂しかったり悲しかったりしたら、たまに仰おつしやってくださいまし。できる限りのことは、させていただきますから」

　朧の目には──笑ってそう言うたまの顔にこそ、寂しさが含まれているように見えた。

　とはいえ、それを深く追及するつもりは、朧にはなかった。恐らくそうしても、たまは笑うだけで答えてくれないだろうという予感があったからだ。

　再び箸はしをその手に取り、食事を再開する。焼き鮭じやけを器用にほぐして口に運びながら、朧はぶっきらぼうに言った。

「僕は寂しいとか悲しいとか思ったことは、一度もない」

「まあ。強がりさんなのですね、朧さんは」

　ころころと笑うたまに、朧はなにも反論せず、ただ苦々しげに唇くちびるを歪ゆがめただけだった。




　食事は終わり、片付けも終わり、朧は満たされた腹を抱かかえたまま、ただ居間でぼんやりとしていた。

　満たされたといっても胃袋が満杯になっただけのこと。人間であればそれはすなわち栄養の充足を意味するのだろうが、吸きゆう血けつ鬼きにとっては腹が重くなっただけだ。

　視線を巡めぐらせて時計を見る。時刻は午後五時を少し過ぎた辺り、もうそろそろレレナたちから連絡が来てもいい頃だ。見つかったらその時点で、見つからなくても定期的に連絡を入れるようにと言こと付づけてあった。

　それから朧は電話を見る。ついでにちゃぶ台の上で、ちまちまと裁さい縫ほうをしているたまの姿も目に入った。暢気のんきなものだな、とため息をついて、朧は定時の『クモデ』を発動させ、

　そして、固まった。

「………………」

　考えを巡らせる。立ち上がり、居間から出、廊ろう下かの左右を見渡したときにはもう、考えは固まりかけていた。居間の中から、朧の挙動に顔を上げたたまが、不思議そうに呼びかけてくる。

「朧さん？　どうかなさいましたか？」

「ん。ああ、いや。あのな、棒ぼうはないかな？」

　裁縫を中断して、たまも立ち上がった。朧のほうに近づき、重ねて問う。

「棒、ですか？」

「うむ。棒だ。そんなに長くなくていいから硬い奴やつ。重さもそれなりにあったほうがいいんだが」

　ふーむ、とたまは首を傾げて考える。それからくるりと踵きびすを返し、居間とトイレの狭間はざまにある物置の扉を開けた。雑然としたその中に足を踏み入れて、あれこれと引っかき回しはじめる。

「ええと、硬くて重くて──そんなのありましたかしら」

「中が空くう洞どうになっている鉄パイプみたいなのが理想だな。あんまり重すぎるのはだめだ。ぽっくり逝いかれては困るからな」

「？　──ああ、ありましたありました、こんなのはどうでしょうか？」

　そう言ってたまが取り出してきたのは、彼女の腰こしほどまでの長さを持つ木の棒ぼうだった。朧おぼろが受け取ると、見た目とは裏うら腹はらにずしりとした重量を腕うでに感じた。少々長すぎるが、使えないことはない。ぶんぶんと振って、使い心地を確かめながら、朧は言う。

「これは、白しら木きか。うん、いいな。いろいろと好都合だ」

「昔使っていた箒ほうきの柄えだったのですけどね。壊こわれてしまったので、物置に眠ねむらせておいたのですよ」

　棒を握って、とんとんと床ゆかを軽く突きながら、朧は呆あきれたようにたまを見る。

「……壊れたなら捨てろよ」

　対してたまは、えへん、と腰に手を当てて、

「たまは物持ちがいいのですよ！　そのおかげで朧さんの用事も果たせるのですから、やっぱり取っておいて正解だったじゃないですか？」

「まあ、それはそうだな。礼を言うよ。ありがとう」

　朧が礼を言うことなど、滅多にあることではない。たまは素直に顔を綻ほころばせて喜びを露わにし、朧はそんなたまに向かって無表情で言った。

「ああ、それともうひとつ、お願いがあるんだが。ちょっと向こうを向いていてくれないか？」

「へ？　……こっち、ですか？」

「ああ、そっちだ。そうそうそれでいい、そのまま振り向かないでくれ」

「壁しか見えませんけど？　あ、ところで朧さん、その棒は一体なにに──」

　はぎゅっ、という奇き妙みような音がたまの喉のどから漏もれて、そのあとの言葉を塞ふさいだ。そのまま、ばたりと音を立てて倒れ伏す。朧はたまの後頭部に振り下ろした棒を床に横たえて、気絶した彼女の顔を覗のぞき込んだ。

　間抜けな顔で気を失っているが、命に別状はないようだ。朧はこんなナリでも永く生きているし、どこをどうブッ叩たたけば人が気絶するかの技術も知識も持っている。彼女にはしばらくのあいだ、眠ねむってもらったほうがいい。

　本当のことを言えば、逃がしたほうがいいに決まっているのだが。

『クモデ』が感知したひとつの反応──クロサキは、たまを逃がしはしないだろう。

　奴やつは朧を殺せればあとはどうなっても構わないという破滅型の性格を持っているが、それは逆に、朧を殺すためであればどんな手段でも用いてくる、という意味でもあった。朧と関わりがあるというそれだけのことで、ほとんど望みのない『人ひと質じち』の役目をたまに見出してしまうかもしれない。それは、避けたかった。

　物置の扉を閉じる寸前、仰向あおむけに失神しているたまの、割かつ烹ぽう着ぎから覗のぞく白い首筋が朧おぼろの視界に移った。

　食欲をそそられる光景だ。ご飯だの焼き鮭じやけだのというごまかしではない、本物の食べ物が、朧の目の前に転がっている。これから戦闘をするであろうことを考えれば、『血の力』をいくら補給しておいても困ることはない。そのはずなのに。

　朧は、扉を閉めてしまった。

　自分の行動の理由を深く考えている時間は朧には与えられなかった。玄げん関かんのガラス戸が、悲鳴のような音を立てて蹴けり破られたからだ。

　その向こうに立ち尽くし、気味の悪い薄うすら笑いを浮かべているクロサキを見て、朧は床ゆかに転がしていた棒ぼうを手に取った。心臓が全身に血液を巡めぐらせていくのを感じながら、彼は腰こしを低く構え、戦闘態勢へと移行した。
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　　　　◆




　雪ゆき村むら舞まいは、自分に目を向けたまま硬直しているレレナを見て首を傾かしげていた。

　なにをそんなに驚くことがあるのだろう、と思う。それから自分の姿を見下ろして、どこか変なところでもあるのかな、と確認したが、別段おかしなところは見当たらなかった。まあ確かに、葬そう式しきでもないのに全身真っ黒な女の子というのはやや痛々しいかも知れないが、別に引かれるほどではない。

　それとも──自分が『貪とん』であることを、あらかじめ知っていたのだろうか？

　それならば彼女の驚きにも説明がつく。朧おぼろとは一度だけ顔を合わせたこともあるし、彼から舞の外見情報をつぶさに聞いていたのかも知れない。

　が、それならそれで、なんらかのアクションを起こしていなくてはおかしい。『貪』は紛まぎれもなく彼女の敵てきなのだから、逃げるなり攻撃をしかけてくるなりすればいいものを。なにをこんなふうに、いつまでも固まっているのだろう。

　まあ考えていても仕方がない。舞まいはフレンドリーに手を上げて、レレナに笑いかけた。

「や、どーもー！　初めましてでいいのかな？　あなた、レレナさんだよね？」

　レレナはやはり答えない。時間が止まったかのように立ち尽くしたままだ。ふむ、と首を傾かしげて、舞は無む造ぞう作さにレレナに近づいていく。背後から、絵え里り香かが制止する声が聞こえたような気もしたが、舞は意図的にそれを無視する。あの子の言うことにいちいち従っていたら、時間がいくらあっても足りないんだもん。

　手を伸ばせば触ふれあえるほどの距離に近づいて、舞はレレナに触れる。その鼻先を、ちょんとつついて、そこでようやく、レレナは目を覚ましたかのように身体からだを跳はねさせた。

「なっ──────、」

「あ、よかった。起きてたね。ども、こんにちはレレナさん──レレナでいい？　いいよね？　うん、ありがとう」

　にっこりと笑って勝手に話を進め、舞はじろじろとレレナのことを観察しはじめた。

　レレナが自分を見つめる眼まな差ざしには、信じられないものを見ているかのような色が滲にじみ出ていた。やっぱり、と舞は不思議に思う。この驚きは、敵てきである『貪』を目まの当たりにしてのものではなさそうだ。ではなんなのかと問われても、答えることはできないが。

　まあいいや、と脳天気に考えて、舞は言葉を続けた。

「あのね、あたし、ちょっとあなたと話したいことがあるのよね。少し時間、いいかな？」

　と、そのとき舞の背中を絵里香がつついた。耳元で囁ささやき声、

「ねえ、ちょっと」

「ん？　なに絵里香、先にレレナと話したい？」

　舞は肩かた越ごしに振り返り、絵里香は戸と惑まどったように、そんな舞とレレナのことを交互に見比べる。が、レレナはじっと舞の顔を見つめたまま、凍こおりついて動かない。まるで絵里香がそこにいることすら気づいてはいないかのようだ。

　それを見て、絵里香の表情に不審と──そして、ほんの少しの不満が浮かぶ。

　舞の唇くちびるが、自然と緩ゆるんだ。

　これだから。人間は面白い。

「どしたの？　親友に会ったっていうのに、浮かばない顔だねえ」

　からかうような舞まいの口く調ちように、しかし絵え里り香かは乗ってはこなかった。きっと目に力を込めて舞のことを見み据すえ、

「レレナに話したいことって、なんなのよ。まず、あたしに聞かせて」

「あれ、言ってなかったっけ？　──まあ、別にそんな大したことでもないんだけどさ。ちょっとした『提案』だよ」

「……『提案』？」

　そして舞はレレナに向き直る。相変わらずフリーズしたままだが、しかし目は開いているし耳もきちんとついている。ここで言っておいて、伝わらないことはないよね、と結論づけて、二人に言い聞かせるようにして口を開く。

「あのね。あたしがレレナに提案したいのは──あたしたちと手を組まないか、ってことなんだけど」

　背後から絵里香が息を吞のむ音。が、レレナは反応らしい反応も起こさない。最初こそ面白かったが、こう長時間固まられているとさすがに飽あきてくる。舞は後ろ手に手を組んで、お願いをするように首を傾かしげてみせた。

「ね、名案でしょ？　だってほら、あなたにとっては朧おぼろなんて、ほとんど知りもしない吸きゆう血けつ鬼きに過ぎない訳じゃない？　そんな奴やつと一緒にいるよりもさ、あたしたちの仲間になりなよ。優遇するよ！　なんたって、あたしの友達の友達だもんね」

　ね、と絵里香を振り返ってウィンクする。が、彼女が見せたのは舞の優しさに感動する姿ではなく、この上もなく懐かい疑ぎ的な表情だった。つれないなあ、と肩かたを落とす舞の耳に──レレナが、ぽつりとつぶやくのが聞こえてきた。

「…………なんで？　なんで、あなたが、ここにいるの？」

　それは、か細い声だった。蚊かの鳴くような、風が吹けば消し飛ばされてしまうような、そんな小さな囁ささやき。しかし舞は、確かにそれを聞いた。

「舞。──どうして、あなたが、ここに────」

　独り言のようにつぶやいた、レレナの言葉に。

　舞は、表情を消した。

　今の台詞せりふは──捨てておくことはできない。

　麦わら帽ぼう子しのつばを下げて、舞は自らの表情を押し隠かくす。そうしながら、高速で計算を開始する。なぜレレナが自分の名前を知っているのか。絵里香が教えたという可能性もないことはないが、それでは前後の文脈と辻つじ褄つまが合わない。

　レレナは舞の名前を呼んだ直後に、こう言った。

　どうしてあなたが、ここに。

　これは、まるで──

「……あんた。あたしのこと、知ってるの？」

　低い声で、舞まいはそう言った。

　レレナと絵え里り香かの身体からだが、同時に震えたのがわかった。いけない、と自制しそうになるが、一度拍車がかかった本性に歯止めを止めることはできなかった。大おお股またでレレナに近づいて、蛇へびのようにその手を伸ばしてレレナの腕うでを摑つかむ。至し近きん距離から黒い瞳ひとみでレレナの顔を覗のぞき込み、矢や継つぎ早に質問を投げつける。

「知ってるのね。あたしのことを──生前の、雪ゆき村むら舞のことを？」

　それを聞いて、レレナの表情に、紛まぎれもない恐怖の色が浮かんだ。

　レレナは舞の手を振り解ほどいた。さすがに半はん吸きゆう血けつ鬼きというだけのことはあり、その腕わん力りよくは非力な舞の指などあっさりと弾はじき飛ばしてしまった。逃げるように数歩後退して、それでも戸と惑まどいと怯おびえの混じった視線を舞から外さずに、レレナは悲鳴のような声をあげる。

「あっ、──あなた、誰なの？　何者なの!?」

　舞はゆっくりと、その両腕を広げた。自らの姿を、レレナに向かって見せつけるかのように。

「知ってるくせに。あたしの名前は、雪村舞──」

「噓うそっ!!」

　今度こそ、レレナは大声で叫んだ。アミューズメントセンターの中央ホールにいるというのに、周囲にはいくらでも人目が光っているというのに。まるでそんなことなど気にしていないかのような素振りで、レレナは髪かみを振り乱して、いやいやをするように激しく首を振りながら叫ぶ。

「あな、あなたが、あなたが舞のはずない！　だって、舞は、舞は────っ!!」

　しかし、そこから先が言葉になることはなかった。

　舞が、ゆっくりと微笑ほほえんだからだ。

　今まで見せていたような、雪村舞としての笑顔ではない。『貪とん』としての笑み。人食いの化け物の本性を剝むき出しにして、舞は笑う。その細い指の先についた黒い爪つめを、ゆっくりとレレナに向けて、楽しそうに彼女は言う。

「──あは、参ったな。冗じよう談だん半分で会おうと思ってただけなのに、まさかこんなところで当たりを引き当てるなんて、全然思ってなかったよ」

　レレナの表情が戦せん慄りつする。しかし舞はもうそれを見てはいなかった。素早く後ろに視線を走らせて、絵里香に命令を下す。

「絵里香。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を出しなさい」

「え、──えっ？」

　舞は苛いら立だちを露わにし、

「『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』よ。あなたの能力。それで、レレナのことを捕らえなさい。絶対に、あの子を逃がしちゃだめだよ」

　その命令に、しかし絵え里り香かは硬直して動こうとはしない。義務と友情の板挟ばさみになっているのだろうが、そういう覚かく悟ごはもっと早くにしておいてもらいたい。舞まいは油断なくレレナに視線を据すえたまま、ぽつりと絵里香に警告する。

「言っておくけど。あの子を逃がしたら、こないだの失敗のときみたいに許したりはしないからね」

　その言葉は、覿てき面めんの効果を発揮した。

　絵里香の表情が一いつ瞬しゆんだけ恐怖に染まり、しかしそれを拭ぬぐい去ったときにはもう、そこには覚悟の色しか映ってはいなかった。舞の前に進み出て、『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を発動する。中央ホール付近に配置してあった、一組の男女が進み出てくるのを見て、レレナの表情にも緊張の色が現れた。

　しかし、それでも彼女は逃げようとはしなかった。胸の前で手を組み合わせて、舞のことを正面から見み据すえながら、震える声で問いかけてくる。

「……舞は、死んだ、はずなのに。そのはずなのに、どうして……!?」

　それを聞いて、舞は小さく声を立てて笑った。

「ええ、そうね。──そうでなければ、あたしがここにいるはずないからね」

　レレナは目を見開いた。なにかを言おうと口を開きかけるが、すぐに閉じてしまう。

　彼女の周囲を、『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』が取り囲んだからだ。

　思わず後ずさる。それを見て、舞は不ふ機き嫌げんに目を細めた。なにをしているのかと絵里香に文句をつけようとするが、それよりも先に焦あせりの滲にじんだ絵里香の声が響いていた。

「わかってると思うけど、あたしの『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』じゃ、あの子を捕まえることなんてできないよ。あっちのほうが強いんだから。それでも捕まえろっていうなら試してみるけど、人目を引くだけになるんじゃないの？」

　正論だ。騒ぎを大きくするだけ大きくして、結局逃げられてしまったのでは意味がない。舞は黒い爪つめを嚙かんだ。こんなことならば、無理にでもクロサキを連れてくればよかった。護衛ならば絵里香の能力で十分なのだが、レレナを捕らえるには圧倒的に戦力が不足している。

　とはいえ、方策がないわけではない。

　レレナに視線を据すえたまま、舞は低い声で、

「捕らえなくてもいい。ただ、あの子が逃げようとしたら、それは絶対に阻そ止ししなさい。あたしは、あの子を逃がすわけには、いかないの」

　絵里香が自分を見たのがわかったが、舞はそれには答えなかった。彼女はただ、レレナの挙動だけを追っていた。幸いなことに、レレナは逃げようとはしていなかった。舞のことを見据えて、何事かをじっと考え込んでいる。

　とはいえ、レレナもいつまでもじっとしてはいないだろう。彼女がなんらかのアクションを起こす前に、こちらとしても手を打っておきたいのだが──

　と、そこで舞まいは、あることに気づいた。

　アミューズメントセンターの入り口、ガラスの扉の向こうに。

　見覚えのある派手な色がある。

　に、と笑う。それから絵え里り香かにちらりと目を向け、

「──と言おうと思ったけど、やっぱやめ。絵里香、あの子を捕まえなさい。人目を引いても構わないから」

　絵里香は眉まゆ根ねを寄せて舞のことを見たが、それ以上確認しようとはしなかった。小さく息を吐はいて、レレナに向き直り、そして『意識の糸』を繰りはじめる。

　再び絵里香の『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』がレレナのことを取り囲む。レレナの表情が弱気に歪ゆがみ、その視線が舞から絵里香へと移った。じりじりと後ずさりながら、彼女は自らの親友の名を口にする。

「……絵里香。やっぱり、あなたは……」

　絵里香は弱々しい微笑ほほえみでそれに応こたえる。

「言ったでしょ、レレナ。あたしにとって大事なのは、家族と一緒にいることだって。それを邪じや魔まするなら──たとえあなたでも、容よう赦しやはしない！」

　絵里香が吼ほえるのと同時に、彼女の両親の形をした人形がレレナに襲いかかる。左右から次々に、自分のことを捕まえようと伸びる二人の手を、レレナは巧たくみに振り払い、あるいはかいくぐって容易に触ふれさせようとしない。やはり運動能力では、向こうのほうに分ぶがあるようだ。しかし。

　隣となりにいる絵里香の表情が厳けわしくなるのが見えた。彼女も気づいたらしい。

　アミューズメントセンター内部に、ひとりの男が入ってきていた。一切の気負いを感じていないかのような足取りで、彼はてくてくと歩いてくる。舞は絵里香に目配せをし、絵里香は迷いながらも、それに対して小さく頷うなずいた。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を巧みに使って、レレナをある方向へと追い詰めていき──

　そして海かい棠どうは、猫ねこの子でも捕まえるかのように無造作にレレナの首根っこを摑つかんだ。

「────!?」

　背後からの突然の束そく縛ばくに、レレナは驚いて海棠のことを振り向く。彼女と視線を合わせた海棠は、サングラスの向こうの目を柔にゆう和わに細めて、暢気のんきな声を出した。

「やあどうも、一日振り？　半日振り？」

「あっ、あなたは──！」

「おーい、『貪とん』、じゃなかった、舞だったっけ？　この子を捕まえるんでいいのかい？」

　にい、と笑い、舞は大きく頷うなずいた。

「そ、捕まえて。あ、できるだけ乱暴にはしないようにね」

「注文多いね、まったく──」

　そこでレレナがようやくアクションを起こした。身を捻ひねり、なんとかして海かい棠どうの手から逃れようとする。半はん吸きゆう血けつ鬼きのレレナに対して、海棠は常じよう人じんと同じ運動能力しか持ってはいない。そのままであれば、あっさりとその束そく縛ばくは外されていただろうが──

　しかし海棠は、『泥人形師サージカルメソツド』を持っている。

　首根っこを捕まれているレレナの動きが、急速に鈍っていく。麻ま酔すいでも注射されたかのように緩かん慢まんになっていき、ついには立っていることさえもままならなくなった。片かた膝ひざを突いて、それでもその目だけは気き丈じように舞まいのことをにらみつけてくる。縋すがるようなその視線に対して、舞はにっこりと笑って片手を振り、

「おやすみー、レレナ。もっとゆっくりできるところで話そうね」

　そして、レレナの身体からだが、ゆっくりと地面に倒れ伏していった。

　それを複雑そうに見守る絵え里り香かの胸を、ぽん、と叩たたく。さすがに今の立ち回りは目立ったのか、立ち止まって倒れているレレナのことを心配そうに見ている人の姿が、ちらほらと見受けられた、こほん、と咳せき払ばらいをして、舞は両手を自分の頰ほおに当てた。わざとらしく叫ぶ。

「大変！　大丈夫、レレナ!?　だから家で休んでなって言ったのに！」

　舞はレレナに駆かけ寄って、その身体を抱だき起こそうとした。──重い。いくら『貪とん』であっても、身体は普通の人間の少女と変わらないのだ。海棠を肘ひじで突いて、レレナの身体を起こさせる。そうしながら舞は、周囲に聞かせるような大声を出した。

「あっちに車があるから、そこで休もうね！　大丈夫？　頑がん張ばってね！」

　絵里香にそれとなく視線を走らせると、彼女は一いつ瞬しゆんだけ辛つらそうな顔をしてから、『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を使役してレレナの身体を海棠から受け取った。彼女が連れ去られて行く前に、舞は気絶しているレレナのことを覗のぞき込み、その顔をそっと撫なでた。

　そうしながら、舞は薄うすく微笑ほほえんだ。

　ようやく見つけた。そう、思った。

　自分の知らない自分のことを知っている人。──生前の、雪ゆき村むら舞のことを知っている人を、彼女はずっと探し求めてきたのだ。

　それから、舞は海棠に向き直る。幸いなことに、周囲は『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』のことを、レレナの親族かなにかだと認識してくれたらしく、自分たちに注目しているものはほとんど存在しなかった。

　舞はほくそ笑えみ、海棠に向かって親指を立てた。

「ぐっじょーぶ、海棠。思ったよりも早かったね、助かったよ」

「まーねー。どうせ部屋には誰もいなかったし、退屈してたんだよな」

　レレナが引き摺ずられるようにして『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』に連れて行かれる。その背中を見送りながら、舞は横目で海棠のことを見た。

「ところでさ。レレナに、なにしたわけ？　怪け我がとかはさせてないよね？」

　乱暴はするなと言ったが、怪我をさせるなとは言わなかった──海かい棠どうならばそんな理由で、レレナの脳組織のひとつや二つ壊こわしていてもおかしくない。レレナに壊れてもらっては、舞まいも困るのだ。少なくとも、今はまだ。

　海棠は、「あー」とやる気のない声を出し、

「大丈夫じゃね？　頸けい動どう脈みやく絞しめて失神させただけだし、どこかを壊したっていうんじゃないしな」

　舞はほっと胸を撫なで下ろした。

「それにしても、つくづく便利だねえ、あんたの『泥人形師サージカルメソツド』は。与えたあたしが言うのもなんだけどさ」

　それに応じるように、海棠はにやりと笑って、『泥人形師サージカルメソツド』の手を軽く上げた。その手のひらに触ふれたものを、半径三十センチという短い範囲内ではあるが、物理法則を無視してまるで粘ねん土どのように海棠の意のままに形を変えることができる。海棠はそれを、もっぱら自分の悪あく癖へきのために使っていたが──今のように誰かを捕獲するときや、なにかを修復・治療するときには、抜群の効果を発揮するのだ。

　なにしろ、舞自身も『泥人形師サージカルメソツド』に修復してもらっていた。死体を乗っ取った当時は損傷と腐ふ敗はいがかなり進んでいて、特に顔は半分がこそぎ落とされていた。海棠がいなければ、舞はこんなふうに日の光の下で遊ぶことなど到底できていなかっただろう。

　と、そんな舞の思考を読み取ったかのように、海棠が『泥人形師サージカルメソツド』をわきわきと動かしながら、胸を張って言った。

「まあなー。普通に戦ったんじゃクロサキや『饕餮タイラント』にゃ敵かなわんが、器用さや便利さだったら誰にも負けない自信はあるぜ！　──だから、俺おれのことは喰わないでおいてくれよな？」

　自信ありげな割には卑ひ屈くつな語尾だ。舞は笑って、しかしその言葉には答えなかった。確かに海棠や千ち霧ぎりは、『貪とん』の末まつ端たんの中でも随一の性能を誇るものたちだ。舞きんぐを守るためのナイトやビショップに等しい。彼らを手放すなど、ありえないことだった。

　しかし、だからといって彼らに余計な安心は与えないほうがいい。利害が一致しているというだけの関係であるために、常に手綱たづなを引き締めておく必要があるのだ。

　それから、舞は『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を追って、歩きはじめた。そうしながら、レレナのことを考える。

　残念なことに、今の舞の記き憶おくの中には、レレナの顔は存在していなかった。当然といえば当然のことではあった。今の舞が自我を得たときに覚えていたのは、捕食の仕方以外には、かつての自らの名前だけだったのだから。自分がどんな性格をしていたのか、どんな人生を歩んできたのか──それすらも、彼女の記憶の中からは、失われてしまっていたのだから。

　けれどもそれも、もうすぐ知ることができる。自分たちの本ほん拠きよ地ちに舞のことを連れ込んで──そこで、彼女の願望に触ふれればいい。

『貪とん』の願望を叶かなえる力は、それに付随して当事者の記き憶おくを読み取ることができる。レレナの記憶の中から、自分に関する情報だけを抜き出せば、あるいは──

　雪村舞の望みを知ることが、できるかもしれない。

　自らの目的を果たすことが、できるのかもしれなかった。




　　　　◆




　蓬ほう萊らい軒けんの扉をがらりと閉めて、千ち霧ぎりは満足そうにお腹なかをさすりはじめた。

　青せい磁じは血の気のない顔でそれを見つめている。彼のポケットには財さい布ふがあり、その中はすでにしてすっからかんになってしまっていた。

　千霧は蓬萊軒において、メニューすべてを制せい覇はするという荒行をやってのけた。

　それも、一時間もかからずに、である。

　もしも蓬萊軒に、いわゆる大食いチャレンジ定食というものがなければ、今頃青せい磁じは千霧の手を引いて食い逃げをするハメになっていたかもしれない。蓬萊軒チャンピオン定食という名前のこれまた非人道的な量の定食を、千霧は完かん膚ぷなきまでに食い尽くした。だけでなく、完食の賞金までをも食費に注ぎ込んでしまったのだから、もはや青磁には言葉もなかった。

　それだけの量の食事を、千霧がどのようにして食べ終えたのかは思い出したくもなかった。少なくとも青磁は今後一ヶ月は中華料理を口にしたくなくなったし、今ならばライオンが生きたガゼルを貪むさぼり喰うところもなんの感かん慨がいもなく鑑賞できるような気がする。

　と、千霧が青磁に向き直った。思わず身を引いてしまいそうになるが、彼女はそれを許さない。青磁の手を取って、そこに書きつけてくる。

　──おいしかった。

　あの食べ方で味がわかったのか。

「そ、それは、よかったな。うん」

　──せいじは？

「え？　あ、ああ、俺おれの分もおいしかったよ。味はよく覚えてないけど」

　正確には食べたかどうかすらもよく覚えていない。多分食べた気がする。食欲が完全に消え失うせているから。

　しかしもちろん、千霧がそんなことを斟しん酌しやくするはずがない。彼女は目元を柔らかく笑えませ、再び青磁の手のひらに書きつける。

　──よかった。つぎは──

「いや！　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　青磁の必死な声に、千霧は不思議そうに首を傾かしげる。青磁にしてみれば『次』があることがまず悪夢のようなのだが、今問題なのはそんなことではなく──

「あのな、千ち霧ぎり。ちょっと聞きたいことがあるんだが、いいか？」

　千霧は瞬まばたきをした。それから彼女は、ゆっくりと頷うなずく。その視線を受け止めながら、そうだ、と青せい磁じは思う。自分はなにも千霧の胃袋の容量に驚くために、彼女をこんなところに連れてきたわけではない。

　千霧から、得なくてはならない情報があるのだ。

　真剣な表情で、青磁は問う。

「昨日きのうの祭りのこと、覚えてるよな？　あのとき──俺おれと別れる直前に、君を迎えに来た男の人がいただろう？　あの人のことは、よく知っているのか？」

　千霧の視線が左右に揺れ──それから、なにかに思い当たったかのように、宙ちゆうの一点で定まった。

　途と端たんに不ふ機き嫌げんそうな顔になる。眉み間けんに皺しわを寄せて青磁のことを見み据すえ、またもや彼の手のひらに書きつける。

　──かいどう。きらい。

　かいどう、というのが、あの男の名前なのだろう。青磁の心臓が強く鳴りはじめる。ここからは、慎しん重ちように尋ねなくてはいけない。もしもあの男──カイドウが『貪とん』の一派なのだとしたら、その知ち己きである千霧も、同様であるかもしれないのだから。

　こほん、と咳せき払ばらいをしてから、青磁は質問を続ける。

「その、カイドウ、という人のことなんだけど──どんな人なのか、聞いてもいいのかな」

　どんな？　と千霧は再び首を傾かしげ、青磁は慌あわてて付け加える。

「あー、だから、つまりな──その、千霧とどんな関係なのかとか、どこに住んでいるのかとか、そういうことが知りたいんだ。──いや！　別に違うぞ、探ろうとかしてるわけじゃなくて、ただなんとなく気になっただけというか──」

　喋しやべれば喋るほど馬ば脚きやくが現れていく。もう少し上じよう手ずな噓うそがつけないのかこの馬鹿めと心の中で自分を罵ののしるが、今まで正直一途いちずに生きてきた青磁にとってはこれが精一杯のごまかしなのだ。自分に好意を寄せてくれているらしい千霧を利用して、情報を引き出しているという負い目も、あるいは青磁の舌したを鈍にぶらせる原因となっているのかもしれない。

　が、千霧はそんなことはまるで気にしていないようだった。感情の読めない瞳ひとみで、じっと青磁のことを見返してくる。なにかを考えているような、なにも考えていないような、そんな目。やがて千霧は青磁の手を取り、そこに自分の意志を書き込んだ。

　──あいたい。

　ちょっと迷ってから、その文章に「？」をつける。

「会いたい？」と、千霧は言っているのだ。

　誰に──と思いかけて、すぐに答えが浮かぶ。

「……カイドウ、さんに、会わせてくれるのか？」

　千ち霧ぎりはなんでもないことのように頷うなずいて、青せい磁じの手のひらに二言だけ書きつける。

　──あいたいなら。おれい。

　その言葉に、青磁はすぐに答えることができなかった。

　カイドウ本人に会うことができると思っていたわけではなかった。彼に関するなにがしかの情報──たとえば現在の居場所を知ることができれば、それで上々だと考えていたのだ。あとはレレナと相談するなり朧おぼろに報告するなりすればいいと、軽く考えていたのだが。

　だが、これはチャンスかもしれない、と青磁は考える。

　知り合いである千霧を通じて情報を得るよりも、本人に直接接触したほうが、より確かな情報を得られるだろう。もちろん彼が『貪とん』の一派だったとして、それを正直に告白するとは考えられないが──それでも、思い切ってぶつけてみれば、その反応から推理することができるかもしれない。

　千霧が自分を見つめている。窺うかがうようなその視線に、青磁は小さく頷きを返した。

「──お願いするよ、千霧。カイドウさんに会わせてくれないか。会って、聞きたいことがあるんだ」

　千霧はこくこくと頷いて、青磁の手を引っ張りはじめた。彼女について歩きながら、青磁はほんの少しだけ、自分の心が軽くなるのを感じていた。

　どうやら千霧はなにも知らないようだ。『貪』とは関係のない、ただの大食らいな少女に過ぎないのだろう。仮に彼女が『貪』の一派だとするのなら、自分の仲間を探ろうとする青磁のことを、もう少し警戒してもよさそうなものだ。

　前を行く千霧が、携帯電話を取り出してあれこれと弄いじくり回しはじめた。それを見つめながら、青磁はカイドウに向ける質問を、頭の中で組み立てはじめた。




　　　　◆




　千霧から呼び出されて、海かい棠どうは満面の笑顔でアミューズメントセンターへと立ち戻っていた。

『貪』──舞まいと絵え里り香かは、一足先に本ほん拠きよのマンションに戻っていた。海棠が気絶させたレレナも一緒だ。あの子を舞まいがどうするつもりなのかは、海かい棠どうの知るところではない。

　そんなことよりも、愛する千霧と一緒に行動できるということのほうが、海棠にとってはよほど重要なことだった。

　にこにこしながら、スキップをするようにして待ち合わせ場所まで歩いていく。行き交う人々がそんな海棠を訝いぶかしげに見み遣やったのがわかったが、もちろん彼はそんなことは気にしない。と、そのうちのひとり、三十代前後と思しきサラリーマンの姿が海棠の目に入った。

　たまたま、彼は海棠の手の届く距離にいた。

　だから海かい棠どうは手を伸ばした。サラリーマンの胸、ネクタイの結び目辺りに押すように触ふれる。サラリーマンは不審そうに顔をしかめて、海棠のことを見つめ──

『泥人形師サージカルメソツド』が、彼の心臓を破壊した。

「…………!?　あ、がっ…………！」

　胸を押さえる。ぐるりと眼球が裏返り、白目を剝むいて膝ひざを突く。彼が地面に倒れ伏して、それきりぴくりとも動かなくなると、周囲からざわめきが走った。そのときにはもう、海棠はアミューズメントセンターの中央ホールの扉をくぐっていた。

　そうしながら、あーまたやっちゃったなー、と暢気のんきに思う。

　ちらりと一度だけ後ろを振り返って、そこに人だかりができているのを確認する。海棠は頭を搔かいた。自分の『泥人形師サージカルメソツド』が見破られるはずもないが、しかし今日は少し派手に動きすぎた。先ほどもこの中央ホールで多少人目を引くことをしてしまったし、本当ならばここには近寄らないほうがいいのだが──

　しかし、やはり海棠は脳天気な性格だった。深く考えることもなく、まあいいか、と気楽に断定する。多分バレないっしょ。それにバレて警察を呼ばれたところで──

　そいつを殺せばいいだけの話だし。

　待ち合わせ場所に指定してあった、中央ホール階段下のモニュメントに辿たどり着く。ベンチに腰こし掛かけて、しばらく待っていると、遠くに見えるホール入り口から、見慣れた小柄な少女が入ってくるのが見えた。海棠は顔を輝かせて立ち上がり──

　そして、その顔が引きつった。

　千ち霧ぎりの隣となりに、昨日きのうのあの少年──時とき田た青せい磁じがいる。

　少し考えてから、憮ぶ然ぜんとした表情で海棠は立ち上がった。二人のほうに、大おお股またに近づいていく。最初に青磁が気づき、次に千霧が気づいた。千霧は目を細めて、自分のほうに近づいてくる海棠のことを眺ながめている。唇くちびるをへの字に結んだまま、海棠は青磁に向かって、その右手を伸ばして、

　その手首を千霧が摑つかんだ。

「………………」

「…………くそ。わかったよ」

　忌いま々いましげにつぶやいた海棠のことを、青磁は驚いたように見つめている。一方、海棠の『泥人形師サージカルメソツド』を止めた千霧は──その口元の包ほう帯たいの隙すき間まから、黒い炎ほのおをどろどろと溢あふれさせていた。

　海棠が手を引っ込めると同時に、千霧の『饕餮タイラント』も引っ込んだ。青磁は、それには気づいていないようだった。恐らく彼は、千霧のことをそんなに深く知っているわけではないのだろう。暢気のんきな奴やつだ、と海棠は自分を棚たな上あげして思った。千霧がどういうものなのかを知れば、そんなふうに彼女の隣に立つことなどできないだろう。

　と、青せい磁じが咳せき払ばらいをした。問いかけてくる。

「──あの。あなたが、カイドウさん、でいいんでしょうか？」

「あ？　ああ、そうだよ。俺おれが海かい棠どう万里ばんりだ」

　不ふ機き嫌げんな声でそう答えると、青磁は少し怯ひるんだように身を引いた。まったく、と思う。こんな奴やつの、一体どこがいいっていうんだ。

「ええと、ちょっとお尋ねしたいことがあるんですけど、いいですか？」

「なんだよ？　俺が『貪とん』の手下かどうかってことか？」

　あっさりそう言うと、青磁の身体からだが固まった。時間が止まったかのように動かなくなり、凍こおった視線で海棠のことをまじまじと見つめる。それを見て、海棠は胸がすくような気分を味わった。自分が敵てきだということを、朧おぼろの一派である青磁に伝えるのはまずいような気もしたが──しかし、そう伝えれば、この少年も千ち霧ぎりから離れるだろう。

　青磁は後ずさる。その瞳ひとみに、明らかな混乱と一いち抹まつの恐怖を映して。ごくりと唾つばを飲み込んで、再び口を開く。

「…………あんた、が？」

　そのさまが面白くて、海棠はにやりと唇くちびるを歪ゆがめる。千霧の腕うでを摑つかんで、その身体をこちらに引き寄せ、勝ち誇るようにして言う。

「俺だけじゃない、こいつもそうだぜ。知らなかったのかもしれないが、千霧はお前の敵なんだ。だから近づくんじゃないよ」

「…………！　…………っ!!」

　千ち霧ぎりの顔が怒りに染まり、その小さな拳こぶしを固めて海棠の肩かたをぽかぽかと叩たたいてくる。が、海棠はなんの痛つう痒ようも感じない。千霧の真に恐ろしい武器は、彼女の顎あごと牙きばだ。拳こぶしでは子供に叩かれた程度の衝しよう撃げきしか感じなかった。

　青磁は戸と惑まどいをその顔に映して、千霧と海棠のことを交互に見比べている。千霧はそんな青磁に対してぶんぶんと首を振り、海棠は嘲ちよう笑しようを浮かべながら、

「大体お前は、千霧の面倒なんか見てる場合か？　もっと別の子の面倒を見ていたほうが、俺はいいと思うがね」

　別の子──と口の中でつぶやいて、そして青磁の表情が、一気に引き締まった。

　彼女のことに、思い当たったのだろう。

　今度こそ、その目に強い敵てき意いを浮かべて、青磁は一言一言、確かめるように言う。

「……ツォルドルフに、なにか、したのか？」

　硬く拳こぶしを握り締めている青磁の姿を見て、海棠は目を細める。にやにやと笑い、答えないでいると──不意に、青磁が腕うでを伸ばして海棠の胸ぐらに摑つかみかかってきた。明らかな怒りをその表情に上らせて、彼は怒鳴りつける。

「答えろ！　ツォルドルフをどうしたんだ!?」

　ハ、と海かい棠どうは笑う。自分の首を締め上げる青せい磁じの手首をがしりと拘こう束そくし、そして『泥人形師サージカルメソツド』を発動させた。

　一いつ瞬しゆんにして、青磁の手のひらから力が失われる。五本の指がじわじわと開いていき、そして、間接とは逆方向に曲がりはじめた。まるで見えない壁に押しつけられているかのように、五本の指が五本とも、通常ならばあり得ない方向へと反そり返っていく。

　青磁の表情が、激痛に歪ゆがんだ。その額ひたいに脂あぶら汗あせが浮かぶ。

　海棠は笑えみを深くした。人が痛がる姿を見て喜ぶ趣味は彼にはないが、それが千ち霧ぎりを取ろうとした人間のものであれば話は別だ。『泥人形師サージカルメソツド』をさらに使用し、骨が折れる直前のところで止めていた指を、完全にねじ曲げようとして──

　千霧が、口元を覆おおう包ほう帯たいを外すのが見えた。

「……………………………………」

　ガラス玉のように無機的な彼女の視線に、海棠は自分の身体からだが硬直するのを感じた。外気に露出した千霧の唇くちびるが、ゆっくりと開かれていく。黒い、どろりとした粘ねん性せいを持つ炎ほのおが、その口中から溢あふれはじめ──

　海棠は『泥人形師サージカルメソツド』を解除し、青磁の手を離した。

　瞬しゆん間かん、青磁は後ろに飛び下がって海棠から距離を取った。痛みに震える手を自分の胸元へと押さえつけて、それでもその目だけは気き丈じように海棠のことをにらみつけてくる。が、海棠にとっては彼の動向など知ったことではない。──それよりも、千霧の機き嫌げんのほうがよほどの重大事だ。

　海棠は慌あわてて千霧を宥なだめにかかった。

「い、いや、違うんだよ千霧。別に殺そうとなんてしてないさ。ただ、ほら、こいつは俺おれたちの敵てきなわけだろ？　だから痛めつけるだけにしておこうと──」

「……!!」

　千霧は目を見開く。殺すという言葉に反応したのか、それとも痛めつけようとしたことを怒っているのか。彼女の精神性は、長い付き合いを持つ海棠にもよく理解できないところがある。

　それでも平謝りに謝っていると、次第に彼女の口から漏もれる黒い炎──『饕餮タイラント』の予よ兆ちようは収まっていった。海棠はほっと胸を撫なで下ろし──そして青磁は、信じがたいものを見るような目で千霧のことを見つめている。『饕餮タイラント』を見るのは、これが初めてのようだ。口の中だけに収めておけば、他人に露見する心配はない。それくらいの配慮をすることは、千霧にもできていたのだろう。

　しかし、と海棠は思う。ある意味では、これは良い機会だ。この少年を千霧から引き離すことができる。

　こほん、と咳せき払ばらいをする。それから海棠は、青磁をびしりと指さして、

「──と、とにかくだ。金こん輪りん際ざい、千霧には近づかないでもらおうか。言ったとおり、俺らとお前は敵てき同士なんだからな。馴なれ合ってるんじゃないよ」

　青せい磁じは傷いたむ手を押さえながら、それでも海かい棠どうをにらみつけ、

「……そんなことはどうでもいい。ツォルドルフになにをしたのか、それを言え」

　海棠はにやりと笑い、

「お前が心配するようなことをしたとだけ言っておくよ」

　青磁の表情が怒りに歪ゆがんだ。だが、さすがに海棠に摑つかみかかってくることはしない。彼はただの人間に過ぎないのだ。『貪とん』の末まつ端たんである海棠に手を出すことの愚ぐを、悟さとったのだろう。

　海棠は肩かたをすくめた。これ以上こいつに付き合っていてもしようがない、そう思った。千ち霧ぎりの腕うでを取り、歩き出そうとする。

「ほら、千霧。もう戻るぞ。もうこんな奴やつに関わるな」

「………………」

「ちょ、おい、踏ん張るなって！　いいから！　来いって」

　千霧は不満そうに海棠のことを見上げて、それから青磁のほうに目を向けた。まるで、彼が助けてくれることを期待しているかのように。

　だが──青磁は無言のまま踵きびすを返し、そのままどこかへ走り去っていってしまった。

　千霧の表情に失望の色が差す。それから、彼女は怒気を含んだ目で海棠のことを見上げてきた。海棠はそれとなくその視線から顔を背そむけつつ、言い訳をするような口く調ちようで、

「いや、まあ、悪いとは思うけどさ。仕方ないじゃんか、あいつは俺おれらの敵なんだからさ？　なんだってあんな奴やつと付き合ったりしたんだよ。『貪』から写真見せられてただろ？」

　千霧は自分の腕を摑つかんでいる海棠の手を振り払った。それから、改めて彼の手を取り、その腹の部分に書きつけてくる。

　──ごはんくれる。いいひと。

　自分に飯めしを奢おごってくれるなら敵だろうがなんだろうが構わない、というわけか。海棠は呆あきれ、それでも、と食い下がる。

「いつも言ってるじゃないか。飯なら俺がいくらでもくれてやるってさ。昨日きのうだってあんなにたくさんご馳走してやっただろ？」

　──やだ。おまえきらい。

　またか、と海棠はため息をつく。なぜかは知らないが、自分はどうも千霧に嫌きらわれているらしかった。好きな人間に嫌われて、傷つかない人間はいない。海棠のように異常な人間であっても、それは変わらない。

　うつむき、首を振りながら、海棠はしみじみと言った。

「……なんでそう、俺のこと嫌うかなあ。俺は千霧のこと、こんなに好きだっていつも言ってるのにさ。そろそろこの気持ちに答えてくれてもいいんじゃないか？」

　千霧は目を細める。少し考えてから、ぞんざいに彼の手のひらに書き込んだ。

　──ろりこん。

「ろっ──」

　それきり千ち霧ぎりは、なにかを振り解ほどくようにして海かい棠どうに背中を向け、歩きはじめた。情けない顔でそれを見つめながら、それでも海棠は、千霧について歩きはじめる。

　別に海棠はロリコンではない。胸も尻しりもそれなりに出ていたほうが興奮するし、千霧にそういう特色があれば最高だとも常々思っている。だが、そんなことは問題ではないのだ。年が若かろうが古かろうが、胸が出ていようがぺたんこだろうが、そんなものは愛情には関わりのないことだと考えていた。

　海棠は、千霧が好きなのだ。この現金でぶっきらぼうで大食いな、『貪とん』の末まつ端たんのことが。どんな姿をしても、彼女でなくては意味がない。

　なにしろ千霧は──海棠が出した死体を、綺麗さっぱり始末してくれるのだから。

　彼女以上に自分に相応ふさわしい相手はいないと、海棠はそう考えていた。千霧のような女性を伴はん侶りよにすることができれば、便利この上ない。自分は死体の始末に悩まなくて幸せ、千霧はいつでもどこでも腹いっぱい肉を食うことができて幸せ。これ以上利害が一致する関係は、そうはないだろう。

　だというのに、千霧はいつまで経たっても振り向いてくれない。なにが悪いのだろう、と海棠は落ち込んでしまうのだった。

　それでも、海棠は脳天気な人間だった。いつかはこの気持ちをわかってくれるときが来ると、それだけを励みにして、彼は前を行く千霧の背中を、足早に追った。




　　　　◆




　夢を見ていた気がする。

　ほんの短いあいだ、気を失っていたに過ぎないのに、ぼんやりと目覚めたレレナは、自分が確かに夢の中にいたことを自覚していた。

　寝ぼけ眼まなこを瞬しばたかせて、彼女はそれがどんな夢だったのかを思い出そうとする。だが、どんなに思い出そうと頑がん張ばっても、浮かぶのはおぼろげな夢の輪りん郭かくばかりで、その中身までを見通すことは、どうしてもできなかった。

　ただ──かつての日々の夢だったことだけは、間違いない。

　ふるふると頭を振って、レレナは自分の脳を活性化させようとする。眼前の光景を観察して、再び瞬まばたきをして、彼女は思う。

　……ここ。どこだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん、気を失う直前までの記き憶おくが怒ど濤とうのように押し寄せてきて、冷水を浴びせかけたかのようにレレナの意識を覚かく醒せいさせてくれた。

　レレナの目の前にあるのは、見覚えのない部屋だった。どこかのマンションの一室なのだろうが、今は使われていないようだ。家具はほとんど見当たらず、フローリングの床ゆかだけがただがらんと広がっているばかり。そして、その床の上に──

「…………舞まい」

　ぽつり、と、レレナは彼女の名を呼んだ。

「ほへ？」

　気の抜けた声を出して、舞は顔を上げる。椅い子すに座って膝ひざを組み、その上に漫まん画が本ぼんを広げている。口元にくわえたポテトチップスを、ばりばりごくんと飲み込んで、傍かたわらに置いたスナック菓が子しの袋ふくろに手を突っ込み、数枚のポテトチップスを取り出してこちらに差し出してきた。

「おはよっ、レレナ！　これいる？」

「……………………」

「な、なによ。おいしいのに、いらないの？　──ってか、親切で勧めただけなのにそんな怖い顔することないじゃん、まったくもう」

　ぶつぶつと不満そうに口を尖とがらせるその表情すらも、かつての彼女のものと変わりがないように、レレナの目には見えた。

　しかし、とレレナは思う。そんなはずがないのだ。

　舞が、ここにいるはずがない。

　そう。レレナの頭の中は、気絶する直前までその言葉で埋うめ尽くされていた。だからあのとき行動が鈍ったのだし──だから、こうして捕まってしまったのだ。

　レレナは大きく深呼吸して、自分の状況を確認してみた。パイプ椅い子すに座らされて、後ろ手に束そく縛ばくされている。手て錠じようかなにかをかけられているようだが、詳くわしいことはわからない。どうにか外れないかと足あ搔がいていると、座っている椅子までも揺れはじめた。どうも椅子に繫つながれてしまっているようだった。

　そんなレレナの様子を見て、舞は立ち上がる。軽く肩かたをすくめ、すまなそうに笑う。

「やー、ごめんねレレナ。あたしはこんな手荒なことしたくなかったんだけどさ、ほら、レレナって半はん吸きゆう血けつ鬼きなんだっていうじゃん？　だから一応、念のため、ね」

　無む邪じや気きに笑いながら、舞はレレナに近づいてくる。そうしてレレナの肩を、ぽんぽん、と叩たたいてくる。

　その仕し草ぐさ、その口く調ちよう、その表情。それらのものを見るたびに──レレナは、叫び出したくなる衝しよう動どうに駆かられる。舞が自分の目の前にいるという事実が、レレナの現実を搔かき乱している。それに耐えきれなくなって、レレナはうつむき、吐はき捨てるように言った。

「…………誰なのよ!?　あなたは、一体────!!」

「またそれ？　さっきからそればっかりじゃん？　他ほかに聞くことないの？」

　あっけらかんとそう言って、舞はくすくすと笑い声を漏もらす。黒いワンピースを翻ひるがえしてレレナから離れ、壁際に背中をつけて、薄うすく細めた目でこちらを見み遣やってきた。黒い爪つめを黒い唇くちびるに這はわせて、鼻声で笑いながら、舞まいは言う。

「でも、ま、それだけあなたにとって──雪村舞が大事だったってことかな？　それはそれで、あたしにとっても好都合だけどねい」

　レレナは目だけで舞のことを見上げる。その表情に色濃い混乱を映しながら、それでも刺さすように問う。

「あなたは、舞では、ないの？」

「うーん、その質問に答えるのはちょっと難しいかな。人間にわかるかどうかは、あたしにはちょっとわからない。まあ、試してみても損はないかもね」

　そして舞は壁から背を離し、自分の胸元に手を当てた。にやにやと笑いながら、詠うたうように彼女は口を開く。

「あたしの名前は雪ゆき村むら舞。あたしの身体からだも、雪村舞。でも、あたしの中身は──あなたたちが、『貪とん』と呼んでいるものだよ。レレナ・パプリカ・ツォルドルフさん」

　混乱の渦うずがさらに強いものになるのを、レレナは感じた。頭の中にぐるぐると渦を巻いているそれは、レレナに思考する猶ゆう予よを与えてはくれない。その混乱が落ち着くよりも先に、舞はさらに言葉を紡つむいでいた。

「朧おぼろから聞いてるでしょ？　『貪』は──あたしは、死体に取り憑つくもの。中身を分散させて、他ほかの死体に取り憑かせることもできるけれど、それはあたしのコピーなわけね。このあいだ、あなたたちがオシャカにしてくれた死体もコピーのひとつ。──で、あたしはその、オリジナルってわけ」

「…………した、い……？」

「そ。要するにね、レレナさん。あたしのこの身体は、あなたが知っている雪村舞の、死体なわけですよ」

　レレナの瞳どう孔こうが細くなった。

　口の中がからからに乾いている。舞の言葉を嚙かみ砕くだき、理解することに必死で、そのことに対してなにか感想を抱いだくだけの余よ裕ゆうは、今のレレナの中にはどこにも存在しなかった。そのあいだにも舞は、後ろで両手を組んで、くるくると部屋の中を歩き回っていた。

「あ、でも勘かん違ちがいしないでよね。中身が違うっていっても、まるっきり別物ってわけじゃないんだから。ほら、あたしの性格とか喋しやべり方とかは、あなたが知っている雪村舞のものと、そんなには変わらないでしょ？」

　わけもわからないまま、レレナはこくりと頷うなずいてしまう。それくらい──彼女が持つ雰ふん囲い気きは、かつてのレレナの親友のものと違いがないように思えたからだ。

　レレナが肯定したのを見て、舞は嬉うれしそうに笑った。

「あは、ありがと。今まであたしのことを知ってる人はひとりもいなかったから、本当は自信なかったんだけどね。あたしの性格は、乗っ取った死体の持ち主がベースになっているはずなんだけど──雪ゆき村むら舞まいの死体は、あたしが取り憑ついたときにはほとんど腐くさりかけてたからさ。当然、ここもね」

　とんとん、とこめかみを叩たたいて、舞は言葉を続ける。

「だから記き憶おくもほとんどない。あたしが知ってるのは、自分が雪村舞だってことだけ。性格や喋しやべり方も受け継いだみたいだけどね、それ以外はぜーんぜん。友達だったはずの、あなたのこともちっとも覚えてないし、ね」

　当たり前だ。混乱の渦うずの中から、そんな言葉がぽこんと生まれた。

　当たり前だ。生前の舞の記憶に、自分がいるはずがない。なぜならば、レレナが舞と出会ったのは、彼女の死後のことなのだから。

　雪村舞。日本に来て初めてできたレレナの親友は──幽ゆう霊れいだった。

　少なくともレレナが出会ったときは、彼女はすでに死んだあとだった。不幸な事故によって命を落とし、死を自覚できずにさ迷っているところを、あの人に救われたのだ。──レレナと、同じように。

　レレナは唇くちびるを嚙かむ。ともすれば蘇よみがえってきそうなかつての日常の記憶を、そうやって必死になって押しとどめる。今は、郷愁に浸っているときではない。現実をしっかりと目に焼き付けて、そして、対処しなくてはならない。

　がたり、という音がした。顔を上げればそれは舞が椅い子すを反転させた音で、木き枠わくの背もたれをこちらに向けて、舞は椅子にどかりと座り込んだ。背もたれの上に顎あごを乗せながら、舞は首を傾かしげてさらに喋りつづける。

「まあ、この子の中に入れたのは運が良かったよ。それまでは、虫とか鳥とか猫ねことか、そんなのに寄生して生きてたんだから。今になってあのときのことを思い出すとぞっとするね。いやほんと、雪村舞になれて、よかったと──」

「違う」

　初めて。

　レレナは、強い声で舞の言葉を遮さえぎった。レレナは顔を上げ、まっすぐに舞のことを見つめながら、叩たたきつけるようにして言う。

「今、わかった。あなたは舞じゃない。──舞の姿をした、『貪とん』に過ぎないんだって」

　背もたれの上にちょこんと置かれている舞の顔が、にい、と笑えみの形に歪ゆがんだ。黒い唇くちびるを吊つり上げる舞に、レレナはパイプ椅子が軋きしむほどに身体からだに力を込めて、激げつ昂こうしたように叫ぶ。

「絶対に違う！　私は、あなたが舞だなんて、絶対に認めないから!!」

「……そう言いたくなる気持ちは、わからないでもないけどね」

　そして舞は立ち上がる。ゆっくりと、今まで漂ただよわせていた無む邪じや気きな雰ふん囲い気きとは、ほど遠い仕し草ぐさで。腕うでを組み、細めた目でレレナを見み据すえながら、彼女は言った。

「確かに。あたしは姿すがた形かたちが雪ゆき村むら舞まいなだけで、本当は違うのかもしれない。でもね、レレナ。あたしの中に舞がいるっていうのは本当だよ。この頭の中には、雪村舞が──少なくとも、かつて雪村舞だったものが潜ひそんでる」

　そして舞は歩き出す。静かに、レレナのほうに向かって。

「あたしは、それがどんなものなのかを見極めたいの。雪村舞がどんな人間だったのか、雪村舞がどんな人生を歩んできたのか、雪村舞が、どんなものを欲していたのか。それが知りたい。それを知ることができれば、きっとあたしと雪村舞は同一のものになれるだろうから」

　手を伸ばせば触ふれ合えるほどの距離で、舞は立ち止まった。それからその視線を、中空に向け、独り言のように、ぽつりと、

「────そうすれば、きっと」

　白く小さな拳こぶしを、きゅっと握り締めて、

「あたしは、自分がなにを欲しているのかを知ることができる。なにを望んでいるのかを知ることができる。なにを願っているのかを、知ることができる。そうして、その願望を、あたし自身の、『貪とん』の能力で叶かなえることができる」

　舞は、レレナのことを見た。

「それが、このあたしの、目的」

　その瞳ひとみが──見慣れた舞の顔にある、二つの眼球が、漆しつ黒こくに染まっているのを見て──

　レレナは、自分の胸の奥底からなにかが這はい上がってくるのを感じた。

　恐怖ではない。悲しみでもない。懐なつかしさでは、断じてない。今まで覚えたことがないほどの、強烈な感情の波。それがなんなのかを理解するまで、そう長い時間はかからなかった。




　これは、おぞましさだ。




　舞が近づいてくる。舞の、かつての親友の姿をした怪物が。その瞳を黒く染めて、黒い唇くちびるを薄うすく歪ゆがませている姿は、醜しゆう悪あく以外の何物でもない。レレナは、ごくり、と唾つばを飲み込んだ。吐はき気を抑おさえるために──そして、彼女のことを糾きゆう弾だんするために。
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「……私に、近づかないで」

　そうつぶやいた、レレナの声に。

　くすりと笑い、舞は可愛かわいらしく首を傾かしげて、自分の頰ほおに指を当てた。

「ざんねん。それはできない相談だね、レレナさん。──あたしは、あなたの記き憶おくを読み取らなくてはいけないの。あなたの目から見た雪村舞の記憶を、あたしに教えて？　そうすれば、きっと──」

　舞の顔が近づいてくる。漆黒の眼球が。目を背そむけたい衝しよう動どうを必死に堪たえながら、レレナはあらん限りの声で叫ぶ。

「…………やめて、や、やめなさい！　やめてっ!!」

「きっと、『あ貪た』しとた舞ちはひとつになれるわ。あなたの記き憶おくが、引き金になってね」

　最後の一いつ瞬しゆんに、舞まいは獣けものの笑えみを見せ──

　そして彼女は、自らの唇くちびるをレレナのそれに重ね合わせた。




　　　　◆




　戦闘を開始してから、どれだけの時間が経過したか。

　朧おぼろは壁を背にして、銀の銃じゆう弾だんを受けた傷を取り除きながら、素早く視線を居間の時計に走らせた。が、いつもあるべき場所に時計はなく、視線を落とせばヒビの入った壁の下に時計盤ばんが転がっているのが見えた。注意深く読み取ると、開始してから一時間も経過していない。日没はまだ先か──と、朧はため息をつき、

　縁えん側がわのガラス戸を突き破って、クロサキが外から襲いかかってきた。

「────くそっ！」

　床ゆかに転がり、朧はさらに家の奥へと後退していく。時とき田た邸ていの敷地面積が広いのが幸いして、いくらクロサキが外周を破壊しようとも、奥に逃げつづける限り日光が朧の身体からだを侵すことはない。

　しかしクロサキも馬鹿ではなかった。安全圏のみから攻撃を加えるような生温い奴やつであれば、朧おぼろがここまで苦労することはない。

　居間に飛び込んできたクロサキは、そのまま足下の畳たたみが弾はじけるほどの勢いで跳ちよう躍やくした。左手に握り締めた銀のナイフを、廊ろう下かに転がっている朧めがけて振り下ろしてくる。朧はさらに転がってそれを避けたが──しかし、直後に自分に照準された銃じゆう口こうを避けることは、いかに吸きゆう血けつ鬼きの身体能力を発揮しようとも不可能だった。

　クロサキが引き金を引くのと同時に、朧は『ヨルガスミ』を発動させる。

　朧の身体からだが真白い気体に分散し、その霧きりは意志を持って移動する。できる限りの速度で隣となりの部屋に移動して結実、と同時に身体の一部を『イヌ』へと分化させた。吸血鬼のあらゆる行動のエネルギー源である血の力が面白いように減っていくが、防戦一方に閉じこもるほど朧は臆おく病びようでも愚おろかでもなかった。

『イヌ』が障しよう子じを突き破ってクロサキに襲いかかる。クロサキは左手のナイフで『イヌ』を斬きりつけたが、無論そんなもので怯ひるみはしない。『イヌ』には「死ぬまで戦え」という命令を下してある。前足を斬り飛ばされて、それでも『イヌ』の突進は止まらない。灰色の鬣たてがみを震わせながら、彼はクロサキの右腕うでに嚙かみついた。銃を持つほうの手を封じられて、クロサキの表情が苛いら立だちに歪ゆがみ──

　そこに、朧は渾こん身しんの力を込めて、手にした棒ぼうを突き入れた。

　音もなく予よ兆ちようもなく、視認が不可能なほどの速度で迫るそれを、クロサキは身を捻ひねって回かい避ひしようとした。

　回避、しきれなかった。先せん端たんが丸いただの棒であっても、吸血鬼の腕わん力りよくを持ってすれば途と端たんに刺し突とつ性の武器へと変へん貌ぼうする。白しら木きの棒で肩かたを縫ぬいつけられて、クロサキの表情が苦痛に歪ゆがむのが、間に挟はさんだ障子の隙すき間まから見えた。

　朧は、酷こく薄はくに微笑ほほえんだ。

「惜しい。心臓を狙ねらったんだけどね」

「…………ッ!!」

　怒りがクロサキの表情に上る。『イヌ』に嚙みつかれた右腕ごと、力任せに朧に向かって叩たたきつけてきた。障子の枠わく組ぐみが粉々に砕くだけ散り、朧は和室の奥へと下がりながら、たまと青せい磁じがこれを見たらなんと言うかなあ、などと暢気のんきなことを考えていた。

　クロサキは怒りのまま、『イヌ』に嚙みつかれていることなど構いもせずに朧を照準する。だが、そんな不安定な状態での射撃が目標に命中するはずもなく、銀の弾丸は天てん井じようと壁と床ゆかにめり込むに留とどまった。補修が大変だな、と相変わらず暢気に考える。

　愚ぐを悟さとったのか、クロサキの攻撃の矛ほこ先さきが右腕に嚙みつく『イヌ』に変わった。ナイフを腹に突き刺さして、そのまま捌さばくように切り落とす。『イヌ』が苦痛の悲鳴をあげ、朧はその隙すきを突いて、再び棒と共に突撃した。

　棒ぼうの先せん端たんは、しかし、『イヌ』の肉を嚙かむに留とどまった。

「あ」

　思わず声をあげたのと、クロサキが思い切り腕うでを引いたのはほぼ同時。『イヌ』に棒を深々と食い込ませていた朧おぼろの身体からだが、引き摺ずられるようにして前進し──

　そこに、クロサキの爪つま先さきがカウンター気味にめり込んだ。

「────────」

　声も出なかった。ただ、あばら骨が数本折れる音だけが、朧の身体から響いてきた。

　それを耳にしながら朧は吹っ飛んでいく。居間を横切ってほぼ一直線に空くうを薙なぎ、ふすまにぶち当たってそれも突き破り、廊ろう下かの上に転がってガラス戸に頭をぶつけて止まった。一いつ瞬しゆんぎくりとするが、北側の廊下にはすでに陽ひは差していない。朧はほっと安あん堵どし──そして、また『ヨルガスミ』を発動させる。

　逃げる先は天てん井じよう裏うら。薄うす暗く、蜘く蛛もの巣の張ったそこに結実して、朧は顔をしかめる。なんだってこんな場所に僕が潜ひそまなくてはならないんだと、そう思ったが──

　しかし、クロサキは強い。

　まともに戦っても、かろうじてでしか勝利を収められないほどに。

　五分の条件でそれなのだから、外に陽が満ちている今の状況は最悪だった。こちらの行動が制限される一方で、向こうは自由に安全地帯に逃げることができる。ちょっとした反則だな、と思う。

　しかし、それならば──こちらも、こちらにしか使えない能力を最大限に利用するまでだ。

「……朧ッ！　どこだ、臆おくしたか!?」

　いちいち時代がかった言い回しをする奴やつだ、と朧は苦笑する。『クモデ』を発動して、クロサキの大体の位置を摑つかむと同時に、左腕うで一本を丸ごと使って、三体の『イヌ』を生成した。どれも小さく、戦闘の役には立たないが、攪かく乱らんに使うにはこれで十分だ。

　問題なのは、血の力がぐんぐん目減りしている、ということだった。

　やっぱりたまの血を吸っておけばよかったか、と後悔する。が、今さらそれを思ってみても始まらない。

　朧は立ち上がり、行動を開始した。生成した『イヌ』たちと、同時に、別方向に歩きはじめる。天井裏の板が軋きしみ──そして、消音器で殺された銃じゆう声せいが、数度響き渡るのが聞こえた。

　闇やみの中で、朧はほくそ笑む。そうしながら、声を響かせる。

「お前もしつこい奴やつだな、クロサキ。いい加減にしてほしいんだが」

　答えの代わりに返ってきたのは、やはり銃声だった。銃じゆう弾だんが天井裏を突き破り、階下の光が針のように闇を刺さし通す。それを見つめながら、それでも朧は喋しやべるのをやめない。

「そんなに僕のことが憎にくいか？　しかしな、クロサキ」

　頭の中で挑ちよう発はつの言葉を整理しながら──朧おぼろは、ふと、目を細めた。

　クロサキを挑発する言葉はひとつしかない。しかし、それは朧にとっても意味を持つ言葉だった。朧は悔くやまないし、嘆なげかないし、傷つきもしない。それでもその名は、特別な意味を持っていた。

　あるいは、人間の生活に首を突っ込んで生きてきたせいかもしれない。

　だからその名前に、意味を感じてしまうのかもしれない。

　純粋な化け物ならば、そんな感傷を持つこともなかったろうに。

　自じ嘲ちように唇くちびるを歪ゆがませて、朧は言う。

「マユラが死んだのは、僕だけのせいじゃないよ。お前のせいでもあるんだ」

「────黙れッ!!」

　初めて、答えが返ってきた。怒りを剝むき出しにしたクロサキの声を聞くのは、久々だった。

　天てん井じよう裏うらを歩きながら、朧はクロサキと──そして、自分の弱点を抉えぐりつづける。

「お前が『貪とん』なんかに寝返らなければ、兄妹仲良くずっと一緒にいられたのに。それこそ未来永えい劫ごうまでも、ね」

「…………噓うそをつけ。貴様に、そんな優しさがあるものか！」

　それを聞いて、ふむ、と朧は息をつく。久しぶりに会話が成立した。戦闘を再開する前に、もう少しこの会話を楽しんでも罰ばちは当たらないだろう。

　頭に蜘く蛛もの巣がかかり、朧は顔をしかめてそれを取り払いながら、疑問の声を発する。

「なんでそう思うんだい？　僕が使えない『第二位』を、次々と消していたからかな？　でもね、あれは仕方のないことなんだよ。僕の信条として、『異い端たんは大きくなるべきではない』というのがあるんだ。大きくなれば力もつけられるが、同時に異端ではないもの──人間たちから目をつけられやすくなってしまう。それだけは、どうしても避さけなくてはいけない」

　まあ、吸きゆう血けつ鬼きの存在が人間に露見していないという保証は、どこにもないのだが。それでも彼らの目を欺あざむきつづけることは、化け物である朧にとっては重要なことだった。ここはおとぎ話の世界ではない。英雄や勇者がいなくても、特殊部隊の一個小隊でも持ってくれば、吸血鬼ひとり灰にするのは容易なことだろう。

　階下から、血を吐はくようなクロサキの声が聞こえてくる。

「……そうだ、ああ、そうだ！　貴様がそういう奴やつだったからこそ──俺おれは、貴様を殺そうとしたんだ。『貪』に魂たましいを売ってでも、貴様を殺さなければならないと考えたんだ！　でなければ、いずれ俺も──マユラも貴様に消されていただろうからな!!」

　ふ、と朧は笑った。首を振って、言う。

「それで、僕を裏切ったのか」

　自分に対して、復ふく讐しゆうを望んでいたと思ったのだが。クロサキが反旗を翻ひるがえした裏には、妹に対する思いやりがあったというわけか。──いや、恐らくその両方が理由だったのだろう。クロサキは朧おぼろを憎にくんでいて、同時にマユラを愛していた。だから彼は、『貪とん』の元に下った。

　それが、マユラを殺すことに繫つながるとは気づかずに。

「……マユラが、僕の味方をするとは思わなかったか、クロサキ？」

　クロサキは、答えない。ただ彼の激しい怒りと憎ぞう悪おだけが、下から伝わってくるようだった。

　構わずに、朧は言葉を続けた。

「あいつは僕の『第二位』だ。僕の味方をするのは当然だろう。──もちろん、傷つき、死にかけている『第一位』に対して、自分が持っている血の力をすべて供出するのも『第二位』の義務だ。たとえそれで、自分が死んでしまうことになろうとも」

「………………！」

「それでもね、クロサキ。あれはマユラが望んだことだったんだよ。彼女は自分から、僕に血を提供してくれたよ。それこそ、死ぬことになっても──」

「黙れぇッ!!」

　絶叫と同時に、クロサキはありったけの銃じゆう弾だんを天てん井じよう裏うらに撃ち込んできた。肝きもを冷やしながら、そろそろ頃合いだろう、と朧は見計らった。これだけ熱していれば──いくらクロサキでも、陽動に引っかかるに違いない。

　朧は三体の『イヌ』に指示を下す。『イヌ』はそれぞれが思い思いに動きながら、クロサキの行動を攪かく乱らんしていた。天井裏を走り回る『イヌ』に対して、クロサキは発狂したように発はつ砲ぽうを続け──そして、彼の直上にまで移動した朧は、思い切り身体からだをしならせる。

　これで、ケリだ。

　最後にそう思い、朧は全身の力、吸きゆう血けつ鬼きとしての全力を発揮して、天井裏の板をぶち破って真下のクロサキに攻撃を仕掛けようとして──

「…………ああ、ううん」

　ぴたりと、凍こおりついた。

　いつの間にか、銃じゆう声せいが止やんでいる。しんとした静寂の中に、聞き覚えのある声だけが響く。

「……あれ、どうしたのでしょう……あた、あいたたたた。あ、頭が……痛いよう……」

　場に似つかわしくない、間延びした声だった。こんな状況で、こんな声を発することができる奴やつは、この世にひとりしかいない。

　たまだ。

「あら」

　目に見えるようだった。物置から這はい出してきたたまが、クロサキを見つけて目を丸くしている。クロサキもクロサキで、突然場に乱入してきたたまのことを、胡散臭うさんくさそうににらみつけていることだろう。

　しかし──もちろん、クロサキの思考は、不審だけには留とどまらないだろう。これが絶好の機会だと、そのことを認識するまでに、そう長い時間はかからないはずだった。

「あなたは──ええと、どちら様でしたかしら。初めまして、でいいのでしょうか？」

　対するクロサキの声は、低く、冷たかった。

「お前。朧おぼろのことを知っているか」

「朧さん、ですか？　ええ、ええ、ようく存じ上げておりますよ。今はたまが朧さんのお世話をさせていただいているのです。あ、もしかして、朧さんのご友人で──きゃっ!?」

　クロサキは、たまの発言を最後まで許さなかった。悲鳴で遮さえぎられたたまの台詞せりふに、無意識のうちに朧の表情が苦々しいものへと変わる。こうなることがわかっていたから隠かくしておいてやったのに、もうちょっと長く気絶してろよ、まったく。

　朧の真下から、先ほどまでとは打って変わって得意げな声が響いてくる。

「……わかってるな、朧。こいつの命が惜おしかったら──俺おれの目の前に出て、大人おとなしく殺されろ」

「へっ、──ふへ？」

　あまりにも間抜けなたまの声を聞いて、朧は深々とため息をついた。

　無視するべきだというまっとうな理性の声を、朧はあえて押し殺した。抜き足で天井裏を移動して、そこで身体からだを反そらせ、天井板を突き破って真下に着地する。埃ほこりと衝しよう撃げきと天井板の破片と共に落ちてきた朧を見て、クロサキに首元を押さえつけられているたまが、しぱしぱと目を瞬しばたかせていた。

　たまの身体を盾たてにするように前面に出して、クロサキは朧に照準を合わせた。

　それを見て、朧は体勢を低くする。棒ぼうを構えて、一点に集中しはじめる。奇襲が失敗に終わった今──こうやって、正面から対決するしかない。くそ、と口の中で悪態をつく。たまさえ目覚めなければ、今頃はあいつのことを塵ちりに返すことができていただろうに──

　と。

　ふと、朧の視線が、たまの表情に留まった。

　混乱していたはずの彼女の顔に──なぜか、覚かく悟ごの色が生まれていた。眉まゆを寄せて、なにかを決意したかのように頷うなずくと、たまは大きく息を吸い込んで、

「この、不ふ埒らち者もの!!」

　朧の目には、それはなんらかの体術であるように見えた。たまは両手で素早くクロサキの手首を摑つかむと、彼の腕うでの中で自分の身体をくるりと回転させた。ただそれだけのことで、小柄なたまの身体は吸きゆう血けつ鬼きであるクロサキの束そく縛ばくから抜け出していた。

　朧の口がぽかんと開く。だが、クロサキのほうが驚きは大きかっただろう。たまはクロサキの腕から逃のがれるだけに留とどまらず──彼の手首を摑つかんだまま捻ひねり上げ、その身体を宙に舞わせて見せたのだから。

「なっ────!?」

　壁に叩たたきつけられて、それでもクロサキは無ぶ様ざまに倒れることはなかった。かろうじて床ゆかに着地して──しかし、その隙すきを突いて一気に距離を詰めた朧おぼろの攻撃に、対処しきることはできなかった。

「よくやった、たま！」

　叫んで朧はクロサキに飛びかかる。棒ぼうを水平に保って、矢のような速度でそれを突き出した。十分な速度と角度を得た棒の先せん端たんは、今度こそ過あやまたずにクロサキの腹部に命中する。ずぶり、という柔やわらかい感かん触しよく。皮ひ膚ふを破り筋肉を引き裂さいて、内臓にまで到達した感触だ。

「がっ……!?」

　クロサキが、苦痛に歪ゆがんだ声をあげる。それを聞きながら、朧は自分の血が滾たぎるのを感じていた。子供の形をしたその貌かおを、悪あく魔まのように歪めながら、渾こん身しんの力を込めてじわじわと棒を押し込んでいく。紅あかい血が白い棒を伝わって、朧の小さな手を温かく濡ぬらしていた。

　血で滑すべる棒を摑つかみ、クロサキはそれを押し留とどめようとした。もちろん朧がそんなことを許すはずがない。斜め下から突き上げるように差し入れられた棒は、大腸を搔かき乱し、胃い袋ぶくろの脇わきを通り抜けて、その先にある肺と心臓に先端に触ふれ──

「こらっ！」

　たまの叱しつ声せいが響き渡った。

　首根っこを摑まれて、朧は後ろに引き摺ずられる。それに従って、せっかくクロサキの腹部に刺し通した白しら木きの棒も、あっさりと引き抜かれてしまった。

　なにをする、と思う暇ひまもあらばこそ、朧の身体からだは廊ろう下かの上に放り投げられた。したたかに尻しりを打ち付けた朧の頭に、追い打つようにたまの拳げん骨こつが叩たたきつけられた。

「こんな棒で、人様のことを叩くものじゃありません！　理由もなく暴力を振るうなんて、人として最低のことなのですよ、朧さん！」

　母が子を叱しかる声で、たまは割かつ烹ぽう着ぎの腰こし元もとに手を当てながらそう怒鳴った。

　なにを言っているんだこいつは、と、信じがたいものを見るような目でたまのことを見る。暴力どころか、今自分たちがやっているのは殺し合いなのに。目が見えていないのか。

　しかし、たまの様子を観察するうちに、ある意味でその通りであることがわかってきた。たまは朧の目の前に立っているが、その足取りはふらふらとしていて頼りない。目の焦しよう点てんも、どうにも合っていないように思えた。それを観察しながら、朧は眉まゆをひそめる。

　こいつ、錯さく乱らんしてるのか？

　頭を叩かれて昏こん倒とうして、目を覚ました次の瞬しゆん間かんに人ひと質じちに取られたのだ。多少混乱しても仕方がないのかもしれないが──しかし、一体どういう混乱の仕方だ。

　と、そこまで考えたところで、朧の視界にこちらに銃じゆう口こうを向けているクロサキの姿が映った。なにを思うよりも先に、朧はたまの身体を抱かかえるようにして床ゆかを蹴けっていた。

　襖ふすまを突き破り、二人して居間へと転がり込んだ。早めの夕食を取ったときよりも、居間は幾分か荒れ果てていたが、たまがそれに対して意見を述べることはなかった。うつぶせに倒れ伏した彼女に、朧おぼろは小声で囁ささやきかける。

「──くそ。僕はお前を守りながらあいつと戦うつもりはないぞ。今のうちに、どこか遠くまで逃げて──、おい？　たま？　聞いてるのか？」

「きゅう……」

「気絶すんなよ！　なんのために出てきたんだよお前!!」

　思わず叫んで揺すぶっても、たまは目を回したまま答えようとはしない。なんなんだこいつと、愚ぐ痴ちのようなつぶやきを零こぼして朧は顔を上げ──

　そして、気づいた。

　部屋の中が、暗くなっている。

　縁えん側がわから外を見み遣やる。空はまだ茜あかね色で、完全な夜と呼ぶにはまだほど遠い。

　だが、それでも──直射日光は、もうどこにも見当たらなかった。

　次の瞬しゆん間かん、朧はたまの身体からだを抱かかえたまま、家の外へと飛び出していた。塀へいの上に飛び移り、そこから屋根の上へと跳とび上がって、その上に気絶したたまの身体を横たえる。彼女を安全な場所に据すえてから、再び庭に降りたって、朧は余よ裕ゆうに満ちた声を響かせた。

「──どうした、クロサキ？　もうすぐ夜が来るぞ。お前の恐れる夜が、僕の待ち焦こがれる夜が。いつぞやのように、また逃げ惑まどうハメになる前に、決着をつけたほうがいいんじゃないか？」

　居間の向こうの廊ろう下かから、クロサキがゆらりと姿を現すのが見えた。

　すでに腹からの出血は止まっているようだった。だが、朧の目は、クロサキが胸の辺りを押さえているのを、確かに捉とらえていた。

　にい、と笑う。そうして、今度は自分から、朧はクロサキに近づいていく。

「惜しかった。たまが余計なことをしなければ、お前の心臓を串くし刺ざしにできたものを」

「………………」

「だが、まるっきり無効というわけでもなかったようだな？　白木の棒が心臓に触ふれでもしたかい？　いけないな、心臓は僕たちの力の源となる場所だ。吸きゆう血けつ鬼きの、唯一の弱点なのだから、大事に大事にしなければならないと忠告しただろうに」

　クロサキの顔が歪ゆがむ。なにかを言おうと、口を開き──

　そして、彼は血を吐はいた。

　朧は、さらに深く笑う。

「これで王手だ、クロサキ。お前の望んでいた決着を、今ここでつけようじゃないか」

　傍かたわらの壁に手をついて、その身体を支えながら、クロサキは口中の血を飲み込んだ。胸元を押さえたまま、彼は名状しがたい目つきで朧のことをにらみつけてくる。それから、身体を沈み込ませて──

　クロサキは、朧の前から姿を消した。

　予想済みの行動だ。勝ち目がなくなれば逃げる、誰にとっても当たり前の行動だった。朧おぼろは焦あせらずに『クモデ』を発動し、クロサキの行く先を特定する。地面を蹴けって駆かけだして、玄げん関かんから飛び出すと、歩道を駆け去っていくクロサキの姿が見えた。十分に追いつける距離だ。朧は足に力を込めて、クロサキの背中に飛びかかろうとして、

「朧！」

　横合いから、誰かが朧の名を呼んだ。

　思わず立ち止まり、そちらに視線を巡めぐらせる。時とき田た邸ていのすぐ眼前、電信柱に寄りかかるようにして、青せい磁じが肩かたで息をしながら立ち尽くしていた。なんでお前がここにいる、という疑問をぶつけるよりも先に、青磁は唾つばを飲み込んで、吐はき出すようにして言った。

「────っ、大変、だ。ツォルドルフが──攫さらわれた」

　なんでこんなときに、お前はそんな話を持ち込んでくるんだ。

　朧はそう抗議しそうになった。あとにしろと言ってやりたくなった。そうこうしているうちにも、『クモデ』が拾うクロサキの反応はどんどん遠ざかっていく。今ならまだ間に合う──という思いは、青磁の次の一言に、完全に押し殺されてしまった。

「彼女は、『貪とん』のところにいるらしい。頼む。手を貸してくれ……！」

　頼む、と来た。

　朧は深々と息をついた。クロサキの反応が、『クモデ』の射程距離の外へと逃げていく。それを確認してから、朧は『クモデ』を打ち切り、青磁に向き直った。力なく首を振り、

「…………わかった、わかったよ。家主の頼み事とあっては断れないからな。──で、そう言うからには、レレナの居場所くらいは把は握あくしているんだろうな？」

　皮肉のつもりでそう言っただけだったが──驚くべきことに、青磁はこくりと頷うなずいた。

　ほう、と息をつく。どういう手を使ったのかは知らないが、レレナの現在の居場所は、イコール『貪』の現在の居場所でもあるはずだ。その情報を得ることができるのならば、クロサキひとり逃のがしても、お釣つりが来るかもしれない。朧は強引にそう思うことにした。

「お前にしてはなかなか上出来だぞ、青磁。よし、すぐに向かおう──」

「あのう、誰かあ。誰かいませんかあ」

　歩き出そうとしたところで、朧はぴたりと足を止めた。思わず青磁と顔を見合わせ、同時に声の方向へと目を向けた。

　たまがいた。屋根の上に四つん這ばいになって、必死に助けを求めている。と、怖こわ々ごわとさ迷っていた視線が、朧と青磁に据すえられた。たまはぱっと顔を輝かせ、

「あっ！　せ、青磁坊ぼつちゃまに朧さん、助けてくださいまし！　──たまは、たまは高いところが苦手なのです！　な、なんでたまは、こんなところにいるんですかっ!?」

　知らないよ、と青磁が呆あきれたようにつぶやくのが聞こえた。

　朧はぽりぽりと頰ほおを搔かき、再び時田邸の庭へと戻っていく。急がなければならないというのに、毎回毎回、こいつは僕のタイミングを乱してくれる──そう思いながら、朧おぼろはたまを助けるために、鉄製の脚きや立たつを手にした。




　　　　◆




　舞まいが空き部屋から出てくるのを見た瞬しゆん間かん、絵え里り香かは思わず立ち上がっていた。

「……レレナは、どうしたの？」

　どうせまともな答えは返ってこないとわかっていながら、そう問わずにはいられなかった。レレナをこの部屋に連れてきてからこっち、絵里香はじっと彼女を捕らえている部屋の扉をにらみつづけてきたのだ。レレナになにをしたのか──あるいは、レレナになにをするつもりなのか。それを、なんとしても聞き出さなくてはならないと、絵里香は思い詰めていた。

　しかし、やはりまともな答えは返ってこなかった。というよりも、答え自体が返ってこないといったほうがいいのだろうか。部屋から出てきた舞は、ふらふらとした足取りで居間を横切り、アジトから出かけようとしていた。

　絵里香はその背中に、怒りを含んだ声をかけた。

「ちょっと！　答えてよ！」

「…………へ？　ああ、絵里香か……」

　ぼんやりと、舞は振り返る。まるで夢の中にいるような彼女の表情に、絵里香は気味悪そうに眉まゆをひそめた。舞はふらりと頭を揺らして、茫ぼう洋ようとした声で、

「……ごめ、今、ちょっと…………他ほかのこと、考えらんない。あとにしてー、もらって、いいかな……」

　その声を、その瞳ひとみを向けられて、絵里香はなにも言うことができなくなった。普段の舞の態度とは、あまりにもかけ離れた彼女の様子に、口を開くことさえも憚はばかられてしまったからだ。

　そんな絵里香を捨て置いて、舞はさっさと部屋から出て行ってしまった。金属製の玄げん関かん扉が、重々しい音を立てて閉まるのを聞いて、絵里香は小さく息をつく。

　それから、彼女は居間の中を見渡した。

　居間には、自分以外の人影は存在しなかった。千ち霧ぎりも海かい棠どうもクロサキも、みな好き勝手に行動しているようで、まだこのアジトに戻ってきてはいないようだった。

　絵里香は目を閉じる。そうして、最後の覚かく悟ごを決めた。

　レレナを閉じこめている空き部屋の扉、そのドアノブに手を伸ばすときに、自分の手が震えていることに気づいた。絵里香は唇くちびるを嚙かんでそれを押し殺し、そして、その扉を開けた。

　がらんとした部屋の中に、レレナは拘こう束そくされていた。パイプ椅い子すの上に座らせられて、ぐったりとうつむいているレレナを目にした瞬間──

　頭に、血が逆流した。

　後ろ手に扉を閉めて、顔を伏せる。どくどくと激しく鳴り響く心臓を、どうにかして鎮しずめようとする。十数秒間、深呼吸をしてから、ようやく絵え里り香かは顔をあげた。うつむいているレレナに、細く呼びかける。

「レレナ」

　レレナは弾はじかれたように反応した。椅い子すごと跳とび上がるほどの勢いで顔を跳はね上げて、戸と惑まどいに揺れる表情で絵里香のことを見つめる。しばらくのあいだ、彼女は目の前にあるものが理解できないような顔で絵里香をまじまじと観察していたが、やがて小さく息をつくように言った。

「…………絵里、香」

　絵里香は、無理に笑ってみせた。弱々しく微笑ほほえみながら、軽く手を上げる。

「や。ちょっと、いいかな」

　レレナは答えなかった。ただ哀かなしそうな目で絵里香を見つめているだけだ。その視線が、今の絵里香にはなによりも辛つらい。それとなく目を伏せながら、絵里香はレレナに近づいていく。

「──そういやさ、こういうふうに話すの、久しぶりだよね。っていうか、会うの自体久しぶりか。あはは」

　レレナはやはりなにも言わない。自分の意志でそうしているのではなく、なにか言いたいことがあるのに、それをどう言葉にしていいかわからない、というような沈黙だった。

　絵里香は右の拳こぶしをぎゅっと握り締めて、喋しやべりつづける。

「まさか、あそこに来るなんて思わなかったよ。どうやって知ったのか、は、まあ考えるまでもないかな。弥生やよいは良い子なんだけどね、思い詰めちゃうタイプだから。一応口止めはしておいたんだけど、まあ多分喋るだろうなー、とは思ってた。あんなに早くレレナが来るとは、さすがに予想してなかったけど」

「…………」

「弥生と友達になったの？　ならよかった、レレナって結構友達いないじゃん？　あたしがいなくなって寂しがってるんじゃないかって心配してたんだけど、余計なお世話だったみたいね。あ、そうそう、弥生といえばさ──」

「絵里香」

　半ば意図的に、暢気のんきな方向へと脱線しかけていた絵里香の話を、レレナは強い口調で遮さえぎった。思わず目を上げると──彼女は、刃物のように鋭く光る瞳ひとみで、じっと絵里香のことを見み据すえていた。

「『貪とん』から離れて。あいつの傍そばにいても、あなたは破滅するだけだよ」

　よく通る声で、レレナはそう言った。絵里香は内心で舌したを巻く。二ヶ月前、自分と対たい峙じしたときとは、比べものにならないほど気き丈じような声だったからだ。

　いや、と思う。

　あのときも、彼女はこんな声を出していた。こんな目で自分のことを見つめていた。なにかを決めて、なにかを覚かく悟ごしたときに、きっとレレナはこんな表情をするのだろう。普段の、どちらかといえば気弱な彼女からは想像もできないほど、強くて、頑かたくなで、そして一途いちずな表情を。

　絵里香は、弱々しく首を振った。脳裏にちらりと浮かんだのは──『貪とん』になにもかもを吸い取られた、空き缶の姿だ。

「知ってる。でもね、レレナ。それはどっちにしろ、遅いか早いかの違いだよ。あたしは、あまりにも長い間、あいつの能力を使いすぎてしまったから。多分もう、あたしの『願望』のほとんどは、あいつの一部と一体化してしまってるんだと思う。あいつがあたしから能力を引き上げれば、そのときは、多分『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を失うだけじゃ済まない」

　他ひ人と事ごとのようにさばさばとそう言った絵里香とは対照的に、レレナはその表情に、本物の絶望を映していた。震える唇くちびるを開き、なにかを言おうとするが、しかしどんな言葉もそこから出てくることはない。その様子を見て、絵里香は目を細めた。

　本当に、この子はあたしのことを思ってくれている。

　それだけで──今から行うことが、報われる気がした。

　一歩足を進めて、絵里香はあっけらかんと笑った。

「大丈夫だよ、あたしこれでも、『貪』には気に入られてるんだけどさ。まあこのあいだの失敗でちょっとアレになっちゃったけど、まだまだ平気。余計なことさえしなければ、あいつに喰われることはないって」

　と、そこまで言って、一筋の不安が絵里香の中に忍び寄ってくる。今から自分がやろうとしていることこそ、その『余計なこと』に他ほかならないのだが──しかし、もう決めたのだ。

　レレナのことを、捨ててはおけないと。

　たとえそれが『貪』を裏切ることになっても。たとえそれが、自らの破滅に繫つながろうとも。自分のことを、真しん摯しに考えてくれるこの少女を見捨てることは、絵里香には、どうしてもできなかった。

　それから、絵里香は不安そうに自分を見つめるレレナのことを見返して、「そういえば」と話題を変えた。

「レレナ。あなた、もしかして、『貪』のことを知ってたの？　アミューズメントセンターでは、なんだかそんな素振りを見せてたようだけど。それで結局、あいつはあなたを攫さらうことに決めたみたいだし」

　レレナの目が見開かれ、そして、その唇が引き結ばれた。ちょっとした驚きが絵里香の心に走る。それはレレナが、あまり見せたことのない感情──すなわち、怒りと嫌けん悪お感かんだったからだ。

「知らない。私は、あんな奴やつのことなんて──全然、知らない！」

　語気も荒く、レレナはそう吐はき捨てた、あまりの剣けん幕まくに、絵里香は追及をすることすらできない。あるいは先ほど二人きりになったときに、なにかよほどひどいことでもされたのかもしれない。絵え里り香かは、気まずそうに頰ほおを搔かき──

　インターホンが鳴った。

　予想よりも、だいぶ早かった。

　後ろを振り向きもせずに、絵里香はレレナに視線を留とどめたまま、口を開く。

「レレナ。あたし、あなたに謝らなくちゃいけないことがあるの」

「…………？」

　レレナの目の前で立ち止まり、もじもじとうつむいて、絵里香は言う。

「アミューズメントセンターで、あたし、噓うそついちゃった。確かにね。あたしにとって、家族と一緒にいることは、なによりも大事なことだよ。でも──、レレナ。今はそれと同じくらい、あなたのことも大事に思っている」

　こっ恥ぱずかしいことを言っているという自覚はあった。自分の頰が赤く上気するのがわかったが、絵里香はその顔を背そむけようとはしなかった。上うわ目め遣づかいにレレナを見て、続ける。

「あのときは、ああするしかなかった。海かい棠どうがこっちに向かってるって、わかってたからね。逆らえば──あたしも、お父さんも、お母さんも、どうなるかわからなかった。だから、『貪とん』の命令に従うしか、なかったの。許してくれとは言わない。でも、手荒な真ま似ねをして、ごめんなさい」

「絵里香……」

「これは、そのお詫わびってわけじゃないけどね。あたしからのプレゼント。受け取っておいて」

　レレナの表情に、疑問が浮かぶのとほとんど同時に──

　隣となりの居間から、激しい金属音が響き渡った。

「な、なに？」

　狼ろう狽ばいするレレナの声、それを耳にしながら絵里香は振り返る。目を閉じて『意識の糸』を起動し、両親を『手動操作』に切り替えた。居間に配置してあった両親の視界が絵里香の精神に流れ込んできて──そしてその視界は、小こ柄がらな子供の姿を捉とらえていた。

　直接見たことはないが、話には聞いている。これが、朧おぼろだろう。

　その後ろにいる、かつてのクラスメイトの姿を確認して、絵里香はうっすらと微笑ほほえんだ。青せい磁じが迅じん速そくに行動してくれたおかげで、海棠や千ち霧ぎりやクロサキが来る前に、仕掛けを終わらせることができる。

『意識の糸』を使って、両親を朧に襲いかからせた。挟はさみ込むようにして、半ば本気で行ったその攻撃は、しかし絵里香に、本物の吸きゆう血けつ鬼きというものを知らしめる結果にしかならなかった。

『……なんだ、お前らは？』

『意識の糸』を通じて、朧と思しき子供がそんなことをつぶやくのがわかった。彼は一いつ瞬しゆん、身を沈めるような素振りを見せたかと思うと──次の瞬間には、両親の視界から消えていた。

　同時に、父親人形の視界がぐるりと揺れた。

　朧おぼろが父親人形の足首を摑つかみ、ズタ袋ぶくろかなにかのように振り回しているのだということを理解したのは、それから数秒後のことだった。あまりのことに、絵え里り香かは母を動かすのも忘れて見入ってしまった。

　それから、朧は父親人形のことを無む造ぞう作さに放り捨てた。ばぢんと凄すさまじい音を立てて壁に激突し、それきり『手動操そう縦じゆう』さえ効かなくなってしまう。絵里香は唇くちびるを嚙かんでそれに耐えている。仕掛けのためとはいえ──自らの家族が傷つくのを見るのは、やはり辛つらかった。

　次いで、絵里香は母親を飛びかからせる。だが、それも朧には敵てきしなかった。朧はいとも簡単に母親人形の首根っこを摑むと、そのまま彼女の顔面を壁に向かって叩たたきつけたのだ。母の鼻が折れる感かん触しよくが、『意識の糸』を通じて絵里香に伝わってくる。罪悪感で、胸が潰つぶれそうになるが──しかし、絵里香はそれに耐えた。耐えなければならなかった。

　レレナも自分も助かるために、それは必要なことだったからだ。

　朧は即座にレレナと絵里香がいる部屋を特定したようだった。迷いのない足取りでまっすぐに扉の前にやってくると、容易たやすくそれを蹴け破やぶった。絵里香は『意識の糸』を止めて、目を開く。そこには、人形の視界で見たものと同じ、朧の姿があった。

　複雑な笑みを見せて、絵里香は言う。

「……あなたが、朧ね。初めまして」

　朧は、ふん、と鼻を鳴らし、

「今の人間どもは、お前が操作かなにかしてたのかい？　妙みような力を感じたけど──、まあいいや。そこをどきな。僕はお前の後ろにいる間抜けを助けなくちゃいけないんだ」

　絵里香がちらりと後ろを向くと、レレナは不満そうに朧のことを見ていた。間抜けなんかじゃない、とでも言いたげな顔つき。それを見て、絵里香は喉のどを鳴らして笑った。それから朧に向き直り、彼に向けて右の手のひらを差し出した。

　その上には、ひとつの鍵が載のっている。

「手て錠じようの鍵。いくらあなたでも、手錠の鎖くさりを壊こわすのは骨でしょ？　これがあれば、すぐにあの子を連れてくことができる」

　朧の目が、剣けん吞のんに細くなった。

「気に入らないね。お前、誰だ？　なんだってそんなに協力的なんだ？」

「……その子は、池いけ之の端はた絵里香だよ、朧。ツォルドルフの一番仲の良い友人だ」

　そう助け船を出したのは、朧の後ろにいる青せい磁じだった。絵里香は薄うすく笑ったまま青磁のことを見て、久しぶり、と手を上げる。青磁はそれに対してはなにも応こたえず、ただ複雑な表情を浮かべただけだった。

　朧はぐるりと視線を巡めぐらせて、三人の顔を交互に見た。それから、ふん、と鼻を鳴らし、

「レレナのご友人か。お前に敵てき意いがないというなら、その鍵を寄越せ。僕としては、さっさとこんな場所からはおさらばしたいんでね」

「もちろん。そのつもりで用意したんだもの。──ただ、ね。渡すには、ひとつ条件がある」

　条件？　と眉まゆを寄せた朧おぼろに、絵え里り香かは息を吸い込んで、言う。

「……私のことを、殴なぐってくれない？　死なない程度に手加減して」

　背後からレレナが息を吞のんだ音が聞こえた。がちゃりと手て錠じようを揺らして、レレナは小さく叫ぶ。

「な、なに言ってるの、絵里香？」

　絵里香は唇くちびるを嚙かみ、言い聞かせるようにして、

「あたしはレレナを助けるつもりだけど、『貪とん』を裏切るつもりはない──ううん、正確には、『貪』にあたしが裏切ったとは気づかせたくないの。だから、レレナを奪だつ還かんしに来た朧と戦って、敗北したという痕跡が欲しい。だからこそ、あたしは『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』をあなたにぶつけたんだし」

　朧の表情に、理解の色が差した。青せい磁じのほうをちらりと見て、彼は言う。

「……なるほどね。青磁にこの場所を教えたのはお前か。青磁が受け取ったのは、レレナの携帯からのメールだったらしいけど、どうも妙みようだと思ってた。奴やつらが携帯をレレナにそのまま持たせるはずがないからな」

　沈黙をもって絵里香はその言葉を肯定した。ふむ、と朧は腕うでを組んで考え、それからこきこきと小首を鳴らし、

「いいだろう、内通者がいたほうが、こっちとしても便利だからね。お前の顔を殴なぐればいいのかい？　少なくとも、それと見てわかるくらいの怪け我がを残せば」

「朧!?」

　叫び、全身で抗議したレレナのことを、朧は薄うすい目で見み遣やり、

「他人を欺あざむく演技をするのならば徹底しなくてはだめだ。僕が監かん督とくだったら、腹にナイフのひとつや二つ刺さしてるところだね。もちろん命に別状がないように注意を払うつもりだけど、それくらいのことをしなくては、かえってこの娘むすめに危害が及ぶ」

　残ざん酷こくなことをさらりと言う。確かにこいつは吸きゆう血けつ鬼きだと、絵里香は頭の中でクロサキを思い浮かべながら納得した。

　しかし──肝かん心じんのレレナは、納得していないようだった。当事者でもないのに肝心とはおかしな話だが、まあ彼女はそういう性格の人間だ。でなければ、この期ごに及んで絵里香のことを見捨てないことなどありえない。

「だめよ！　そんなの、絶対だめ！」

「……落ち着きなよ、レレナ。別に死ぬ訳じゃないんだから、っていうか、死なないためにやるだけなんだからさ」

「違う！　そうじゃなくて、私が言いたいのは──」

　そこで、言葉に詰まるかのように途と切ぎれた。喘あえぐように呼吸するレレナの目に、涙なみだが溜たまっているのを見て──絵え里り香かは、彼女がなにを言いたいのかを察した。

　うつむいて、静かに笑う。

　嬉うれしかった。自分の選せん択たくは間違っていないのだと、そう思うことができた。

　自分のために泣いてくれる人のためにこそ、危険を冒おかす価値がある。

　絵里香は、隣となりの部屋を見た。朧おぼろが蹴けり破った扉のあいだから、倒れ伏している父親と母親の姿を見ることができた。彼らは、もう泣きはしない。笑いもしない。『自動操そう縦じゆう』によってそういう表情を浮かべることはあっても、それはそう作られただけの、人形の悲嘆に過ぎない。人形の笑顔に過ぎないのだ。

　それでも。

　それでも、絵里香は彼らを捨てることはできなかった。なぜならば、彼らこそが絵里香の『お父さんお母さん』だからだ。自分がそう仕向けたものを、都合が悪くなったからといって見捨てることなど、絵里香にはできない。

　彼らは、自分の愛する家族なのだから。

　絵里香は朧のほうに向き直る。胸に手を当てて、言う。

「早く済ませましょう。いつ他ほかの末まつ端たんが返ってくるか、わからないんだから」

　朧は頷うなずいた。拳こぶしを握ってこちらに向かってくる彼に、絵里香は若じやつ干かんの怯おびえを笑えみで押し隠かくして、小さく囁ささやく。

「……レレナのこと。ちゃんと守ってあげてね。あの子、危なっかしいから」

　朧はちらりと絵里香のことを見上げ、また頷いた。言われるまでもない、とでも言いたげなその素振り、絵里香は少し笑って──それから、目を閉じた。




　　　　◆




　本ほん拠きよに戻ってきた舞まいは、部屋の中の惨さん状じようを目にしただけでなにが起きたのかを理解した。

　二歩、三歩、居間の中へと足を踏み入れて、周囲に視線を巡めぐらせる。蹴けり破られた玄げん関かん扉と部屋の扉、その向こうに続いているがらんとした部屋の中には──すでに、レレナの姿は見当たらなかった。

　舞は目を細めた。

　いくつかの考えが頭の中によぎり、しかし彼女はそれを分析することはしなかった。居間の片かた隅すみでうずくまっている絵里香と、彼女を守るようにして取り囲んでいる『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』のほうに近づいていく。

　頰ほおに手を当てていた絵里香は、舞の接近を感じ取って顔を上げた。その頰ほおは赤黒く、いつもの倍ほどに腫はれ上がっている。首を傾かしげた舞に、絵里香は緊張した声で言った。

「…………ごめんなさい。レレナを、奪われてしまったわ」

　舞まいはただ、首を傾かしげている。彼女の無言を恐れるかのように、絵え里り香かは早口に、

「あの、──あ、あたしはちゃんと抵抗したのよ？　でも、あたしの『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』じゃ、『第一位』っていうの？　あの吸きゆう血けつ鬼きに勝つことはできなくて、それで──」

「絵里香」

　言い訳を遮さえぎる舞の声は、自身の耳にさえ寒々しく響くほどに、冷たかった。

「言ったよね。あたし。あの子を逃がしたら、許さないって」

「……………………」

「友達だと、思ってたのに」

　短く終えた舞の言葉に、絵里香の肩かたが小刻みに震えはじめた。赤く腫はれた頰ほおを隠かくすようにうつむいて、そして彼女は考えはじめる。どうすればこの危地を切り抜けられるのか。どうすれば、舞に許してもらえるのかを。そう葛かつ藤とうしていることが、舞には手に取るようにわかった。

　やがて、絵里香は震える声で、叫ぶように言った。

「だ、だって、だって仕方ないでしょう!?　あたしの能力じゃ、あいつには敵かなわないってことは、あなたにだってわかってたことで──」

「違うのよ、絵里香。そういうことは問題じゃないの」

　平へい坦たんな声で、舞は再び絵里香の弁明を遮さえぎる。黒い目を油断なく絵里香に据すえながら、彼女は説明をするように口を開く。

「あたしね、ようやくわかったのよ。雪ゆき村むら舞──ううん、あたしが本当になにを欲していたのかを。それを実現するためには、絶対、絶対にレレナのことが必要だったの」

「…………」

「あなたは、その、あたしの目的にとって絶対に必要な人を逃がした。それが故意であろうとなかろうと、そんなのは関係ない。──あなたは、もうお終しまいよ、絵里香」

　その言葉を、聞いた瞬しゆん間かん──

　絵里香は駆かけだしていた。

　ソファから跳はねて床ゆかを蹴けり、舞の横を掠かすめるようにして走り去っていく。舞はそれを、捕まえようとはしなかった。彼女には普通の少女程度の身体能力しかない。捕まえようと思っても、絵里香を守るように同時に駆かけだした『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』に遮られるのが関の山だっただろう。

　それに、自分がなにもせずとも、彼女がお終いであることに変わりはない。

「お、っと。どこ行くんだい、絵里香？」

　玄げん関かんまであと少しと言うところで、絵里香の行く手を海かい棠どうが塞ふさいだ。絵里香の焦しよう燥そうの雰ふん囲い気きが、さらに濃いものになるのがわかった。だが、舞は振り向かない。ただ前を向いたまま、彼女は言う。

「海かい棠どう。その子を捕まえて」

「へ？　……絵え里り香かを？」

「そう。早く」

　もちろん絵里香は大人おとなしく捕まろうとはしなかった。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』を海棠に差し向けて、どうにかして退路を確保しようとする。だがそれよりも、海棠の手が──『泥人形師サージカルメソツド』が絵里香の首を摑つかむほうが早かった。

「う、くっ────！」

「なんだかなあ。今日は俺おれ、こんなことばっかりやってるな。……で、どうすればいいんだ？　またさっきみたいに、頸けい動どう脈みやくを締めればいいのか？」

　振り向き、彼らのほうにこつこつと歩み寄りながら、舞まいは海棠の言葉に頷うなずきを返した。

「ええ。ひとまずは眠ねむらせて──それから、足首のひとつでも折ってくれる？　二度と逃げられないように」

　絵里香の表情が恐怖に歪ゆがむのを見ても、もう舞はなにも思わなかった。彼女はすでにして自分の友人ではなく、自分の邪じや魔まをする障しよう害がい物ぶつであり──そして同時に、貴重な人材でもあった。

　自分の目的を果たすための。

　かつての、自らの親友である、レレナ・パプリカ・ツォルドルフを誘おびき出すための、貴重な人ひと質じちなのだった。
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　暑さで目が覚めた。

　じっとりと汗あせばむ身体からだを気怠けだるげに動かして、レレナはベッドから起き上がる。枕まくら元もとの時計を見ると、もう昼ご飯を食べていてもおかしくない時間帯だった。

　いくら夏休みといっても、こんなに遅い時間に起きることなど滅多にないのだが──さすがに、昨日きのうの疲れが取れていないのだろう。頭の中は鉛なまりを流し込まれたように重く、思考もまだはっきりとはしない。眠ねむたげに目をこすりながら、レレナはため息をついた。

　ひどい夢を、見ていた気がする。

　取り返しのつかない闇やみの中に、絵え里り香かが消えていく夢だ。

　ごくり、と唾つばを飲み込んだ。粘ねばついた口の中は気持ち悪い。レレナは額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐって立ち上がり、部屋から出て階下へと向かった。

「あら。おはよう、レレナ。今日はずいぶんとお寝坊さんね？」

　からかうような母の口振りも、今日ばかりはレレナの心を明るくしてはくれなかった。「んー」と気のない声を返しながら、レレナは冷蔵庫を開け、ミネラルウォーターをコップに注ぐ。

　こくこくと、喉のどを鳴らしてそれを飲みながら──レレナは、昨日起きたことを整理しようとした。

　絵里香と、そして──舞まいの顔が、交互に浮かんでは消えていく。

　今の親友と、かつての親友。片方は家族と共に在るために化け物に魂たましいを売り、もう片方は──化け物そのものになってしまった。

　いや、と思い直す。あれが舞であるはずがない。あれは、単に舞の形をしただけの、化け物に過ぎないのだ──そう、レレナは自分に言い聞かせた。どんなに無む邪じや気きに振る舞っていても、どんなに親しげに微笑ほほえんできても、彼女はかつてのレレナの親友では、ありえないのだ。

　舞はもう、消えてしまったから。

「………………」

　レレナはぐいとコップを傾けて、口中の苦いものを飲み下した。

　自分が悲惨な顔をしているのがわかる。こんな顔を母に見られたら、また余計な心配をかけてしまうだろう。レレナは顔をうつむかせてコップをシンクに起き、また自分の部屋へと戻っていった。

　階段を上がっている途と中ちゆうに、自分の部屋から携帯電話の着信音が聞こえてきた。

　誰だろう、と思いながら、足早に階段を駆かけ上がる。部屋に入って、机の上に放置してあった携帯電話を手に取り、着信画面を見て──

　凍こおりついた。

　絵里香の携帯電話からだった。

　しばらくのあいだ硬直してから、慌あわてて通話ボタンを押す。聞きたいことはたくさんあった。顔は大丈夫なのかとか、ちゃんとごまかしきれたのかとか──助けてくれて、ありがとう、とか。ぐっとこみ上げてくるものが、声に混じらないように気をつけながら、レレナは携帯電話を耳に当てて口を開き、

「も、もしもし!?　絵え里り香か!?」

「あっは、残念。あたしだよー、レレナ！」

　今、一番聞きたくない声が、通話口から響いてきた。

　レレナの頭の中が、真っ白になる。そんな彼女の耳元で、懐なつかしい舞まいの声が囁ささやいている。

「……昨日きのうは、ごめんね。いきなりいなくなっちゃってさ。ま、レレナもいなくなっちゃったわけだから、おあいこかもしれないけどねー」

　携帯電話を持つ手が、小刻みに震えている。やがてその震えは、全身に伝でん播ぱしていった。なにも言うことができないでいるレレナに、舞はいっそ優しい声で、

「でもね。昨日、ああして、本当によかったと、あたしは思ってるよ。だっておかげで、あたしもレレナのこと、思い出すことができたもんね」

「…………な、にを……？」

「レレナだけじゃないよ。月つき島しまさんのことも、ツキくんのことも思い出すことができた。──自分が、なにを望んでいたのかも。ありがとね、レレナ」

　レレナは──

　携帯電話を握り締めた。自分の中からこみ上げてくる、なにか凶きよう悪あくな衝しよう動どうを押し殺すために、その背中を丸める。そうしながら、レレナは吐はき出すようにして叫んだ。

「ふざけないで！　あなたは──あなたは、舞なんかじゃない！」

　その言葉に、通話口の向こうから返ってきたのは、心しん底そこ傷ついたような声だった。

「ひどいなあ、レレナ。……まあ、そう思う気持ちは、わからないでもないけどね。あんなふうに別れたんだしさ、あたしが今こうしてここにいるっていうことを、認めたくない気持ちもよくわかるよ」

　そこで、舞はふと口を噤つぐんだ。暗い雰ふん囲い気きが向こうから伝わってきて、レレナはそれきりなにも言えなくなってしまう。やがて、再び紡つむがれた舞の声には──本物の、悲しみが滲にじんでいた。

「……ねえ、レレナ。月島さんは──本当に、死んじゃったのかな」

　やめて、と言おうとした。

　そう叫んで、電話を床ゆかに叩たたきつけて、粉々に破壊してしまいたくなった。この、かつての親友に似せた声をこれ以上聞いていたくなかった。レレナは雪ゆき村むら舞が月島亮りよう史じのことをどれだけ好きだったのかを知っている。ずっと彼らの傍そばにいて、二人の関係を見てきたのだから。二人の関係が生まれて、育はぐくまれ、消えてなくなってしまうところまでを、レレナはじっと見つづけてきたのだから。

　それなのに。

　今、舞ではない何者かが、舞の声と姿を持って、舞の想いを語っている。

　そのことが、レレナにはどうしても耐えられなかった。それでも通話を切らなかったのは理由があった。舞まいの問いかけには応こたえずに、レレナは震える声で、初めて自分から尋ねた。

「…………絵え里り香かは、どうしたの？」

　しばらくのあいだ、沈黙があった。その沈黙が、なによりも絵里香の行く末を暗示しているような気がして、レレナは自分の心にぞわぞわと恐怖が這はい寄ってくるのを感じていた。

　やがて、舞はつまらなそうな声で答えた。

「ちゃんと傍そばにいるよ。ちょっと居間の模様替えをしてるところだから、隣となりの部屋で大人おとなしくしてもらってる。ま、騒ごうと思っても、騒げないだろうけど」

「………………っ！」

「あ、勘かん違ちがいしないでね。まだ絵里香から能力は引き上げてないよ。あたしにとってはあの子は裏切り者だけど、レレナにとっては友達だもんね。友達が、抜け殻がらの空き缶かんになるところなんて、見たくないでしょ？」

　やっぱり、とレレナは顔を歪ゆがませて思う。やはりあのとき、無理矢理にでも絵里香を連れ出すべきだった。たとえ彼女が望まなくても、たとえそれで彼女の両親が消えてしまうことになっても。こんなことになるくらいならば──舞の、『貪とん』の傍そばから、早く連れ出してしまうべきだったのだ。

　レレナの後悔を見み透すかすかのように、舞は彼女の耳元で甘く囁ささやく。

「あのね、レレナ。あたし、あなたと話がしたいんだけどな。ほら、昨日きのうは『貪』としての話しかしてなかったじゃない？　だから改めて話がしたい。今度は、雪ゆき村むら舞として」

　レレナは沈黙する。戸と惑まどいと混乱の中に、暗い怒りのようなものが芽生えていた。

「……私がそっちに行かないと、絵里香はただでは済まない、ということ？」

「まあ、そう考えてもらって結構だよん」

「舞は、そんなことは言わなかった。そんな──人ひと質じちを取るような、卑ひ怯きような真ま似ねは、絶対にしなかった」

　怒りの混じったその声に、しかし舞はせせら笑う。

「そりゃそうだよ。あたしは舞だけど、同時に『貪』でもあるんだもん。完全に、あなたの知っている雪村舞と同一のものではない。少しくらい冷たかったり卑ひ怯きようだったりするよ、もちろん」

　でもね、と舞は続けた。

「あなたと、月つき島しまさんと、ツキくんと一緒に過ごした日常のことも、ちゃんと覚えてるんだよ。ま、あなたからもらった記き憶おくだけどね」

「………………」

「あたしが月島さんにプレゼントをあげたいって言ってさ、レレナに料理を習ったことがあったの、覚えてる？　ほら、イタリア料理のあれだよ。レレナに教えてもらったのはいいんだけど、できた料理はひどい味で──でも、月つき島しまさんは、おいしそうに食べてくれたんだよね。嬉うれしかったなあ」

「……やめて」

「喧けん嘩かしたこともあったよね。ほら、月島さんがバイトのボーナスをもらったときのこと。たった五万円だけど、どうしようかって話になって。あたしはテレビが欲しかったんだけど、レレナは自動食器洗い機が欲しいとか言い出すんだもん。レレナってば、結構頑がん固こなところがあるよね」

「やめて！」

「いろんなことがあったよね。短かったけどさ、でも、楽しかった。あいつらさえ来なければ、ずっと、ずっと、みんなで一緒に、いられたのにね──」

「やめなさいっ!!」

　絶叫に近い声で、レレナは舞まいの言葉を遮さえぎった。胸の痛みにうずくまり、きりきりと歯を食いしばってそれに耐えるレレナに、舞は優しく声をかける。

「今夜十時に、昨日きのうのマンションの部屋に来てね、レレナ。道を覚えてなかったら連絡して、遣つかいを寄越すから。あ、それと、お友達は連れてきてもいいよ。ひとりきりじゃ不安だろうし──レレナは気が弱いもんね」

　そう言って、舞は笑う。馬鹿にしているのではなく、無む邪じや気きにからかうような笑い声。かつての日常の中で聞いたものと、寸分違たがわない笑声だった。

　レレナはそれに対して、なにも言うことができない。なにも感じることができない。ただ、頭の中が揺れていた。受話器の向こうにいる彼女が、本物の雪ゆき村むら舞ではないという認識が──彼女が喋しやべるたびに、ぐらぐらと不安定に崩くずれそうになってしまうのだ。

「ただし。あんまり余計なことはしないように、レレナからちゃんと言い聞かせておいてよ？　あたしも、自分から絵え里り香かにどうこうしたくはないんだからさ」

　喉のどを詰まらせるようにしながら、レレナは「わかった」とだけ伝える。受話器の向こうで、舞が頷うなずく気配がした。

「うん。それじゃ、待ってるね、レレナ。それまでに、模様替えを終わらせておくから──」

　最後に、意味深しんな言葉をつぶやいて、舞は通話を切った。

　だらりと腕うでを下げて、携帯電話を床ゆかの上に落とす。ベッドに腰こし掛かけて、それからレレナは、自らの顔を両手で覆おおった。

　どうすればいいのか、わからなかった。

　彼女は舞の形をしているというだけの、ただの化け物であるはずだったのに。

　レレナの記き憶おくを得て、雪村舞がどういう人間だったのかという知識を得て──彼女は、本当に、舞のようななにかになってしまった。

　どうすればいいのかわからない。ただ、レレナは恐ろしかった。舞まいの姿をしたあの娘むすめのことを、絶対に認めることができないという気持ちがある。しかし同時に、どこか精神の深いところで、あの子が本当に舞だったらいいのにと願う気持ちも、芽生えはじめていたからだ。

　あり得ないことだと断じても、どうしてもその希望を根絶することができない。

　なぜならば──レレナは舞が消滅するところを、実際には見ていないからだ。

　と、レレナの部屋の扉が、こんこんと鳴った。レレナは思わず顔を上げ、扉の向こうから、母の心配そうな声が聞こえてくる。

「レレナ？　どうしたの、大丈夫？　なんだか大声を出してたみたいだけど──」

　レレナは深呼吸をする。今の自分の心情を、絶対に声に混じらせてはならない。そのことだけを思って、レレナは無理に明るく答えた。

「ごめんなさい！　友達と電話で話してたら、つい盛り上がっちゃって──」

「そう？　ならいいんだけど。あ、お昼ご飯はどうする？」

「……いい。外で食べてくるから」

　あら、という残念そうな声だけを残して、母は扉の前から立ち去っていった。それを確認してから、レレナは再びうつむきかけて──

　ふと、顔を上げた。

　どうすればいいのかわからなかった。こんなときにいつも相談していた相手は、今ここにはいない。ツキも、月つき島しま亮りよう史じも、そして雪ゆき村むら舞も、みな遠い日常にいた人物であって、今レレナの傍そばにいる人たちではなかった。

　しかし、今のレレナには──他ほかに相談できる相手が、いるはずだ。

　そう思い、彼女は立ち上がる。これしかないと縋すがるような気持ちを胸に、彼女は自室の扉を開けて、そこから足を踏み出した。




　　　　◆




「………………ううん」

　レレナの話を聞かされて、青せい磁じはそんなふうに唸うなって腕うでを組んでしまった。

　青磁としては、そういう反応を起こすしかない。『貪とん』の正体が、レレナのかつての親友だったなどという話を聞かされて、青磁も青磁なりに混乱していた。まして、青磁はレレナの過去をなにも知らないのだ。迂う闊かつなことが、言えるはずもない。

　しかしかといって、落ち込んでいるレレナを前にして、なにも言わないということもまた、できるはずもなかった。

　二人は縁えん側がわに座っていた。青磁は縁側に腰こし掛かけて、レレナは日光から身体からだを隠かくすように、少し奥まったところで正座している。彼女の身体的な理由から、最初は家の中で話をしようと思ったのだが──レレナが、ここでいいと主張したのだった。暗いところにいると、考えまで暗くなってしまうらしい。

　二人のあいだには、二つの湯飲みとひとつのお盆ぼんがあり、その上には煎せん餅べい菓が子しが載のせられていた。これを持ってきたたまは、現在クロサキに荒らされた家の補修をするためにと、どこかへ出かけてしまっていた。出かける直前に彼女が声を潜ひそめて「坊ぼつちゃま、チャンスでございますよ！」と抜かしたことは、この際だから忘れようと思う。

　腕うでを組んでひと通り考えてから、青せい磁じは湯飲みに手を伸ばす。それを啜すすってから、彼は頭の中で纏まとめた言葉を口にする。

「差し当たって、ツォルドルフはどうするつもりなんだ？　その──舞まい、さんのところに、今夜十時に出かけるつもりなのか？」

　レレナは頷うなずく。小さな声で、

「うん。──絵え里り香かを、放っておくことはできないし。でも、そのとき舞に会って、どんなことを言えばいいのか、それがわからないの」

　そう答えたレレナの身体からだは、なんだか普段よりも小さく見えた。肩かたを落とし、日の光に当たらないようにして、日陰で縮こまって膝ひざの上で手を握りしめているレレナは──どうも、青磁が認識してきた彼女とは、違いがあるように見えた。

　頰ほおを搔かいて、青磁は影のあるレレナの表情から目をそらした。普段とはまた違う、不安に揺れるレレナの顔を見ていると──なんだか、どぎまぎしてしまうからだった。

　青磁は独り言のように言う。

「……よく考えたら、俺おれは君の過去のことを、ほとんど知らないんだったな。どうして半はん吸きゆう血けつ鬼きになったのかとか、そういうことをほとんど聞いてこなかった。なんだか、失礼に当たるような気がしたからだけど──」

「………………」

　辛つらそうに目を伏せたレレナに、青磁は慌あわてて、

「あ、いや、違うんだ。別に聞きたいとかそういうことじゃなくて、いやまあ聞きたくないっていったらそれも噓うそになるんだけど──ああ、もう、俺おれはなに言ってるんだ」

　自じ家か中毒気味に焦あせり、青磁はごほんと咳せき払ばらいをした。自分を見つめる不思議そうなレレナの視線から顔を背そむけて、彼は言う。

「とにかく。俺はツォルドルフの過去を知らない。だから、あまり出過ぎたことは言えないけど、問題なのは、ツォルドルフがどっちのほうを大切だと考えているか、だと思う」

　レレナはぱちぱちと瞬まばたきをした。青磁はそれを横目で見返し、

「つまり、その、舞さんが大切なのか、それとも──池いけ之の端はたが大切なのか。最初に目的をはっきりさせておかないと、取るべき行動もわからないはずだろ？　だから、まずそれを決めなくちゃ。自分の目的をはっきりとさせておけば、相手が誰であっても、言うべきことを言えてするべきことができる、と、俺おれは思う」

「……どっちが、大切か」

　その言葉を、嚙かみしめるようにレレナはつぶやく。視線を落として思考に沈んだ彼女の邪じや魔まをしようとは、青せい磁じは思わなかった。前を向いて庭先を眺ながめつつ、ただ考える。

　自分にとって大切なことは、レレナの手助けをすることだ。彼女と関わりを持ち、彼女に命を救われた青磁は、それこそが自分の為すべきことであると知っている。だから自分は、悩まずに済んでいる。

　レレナはどうするのだろう、とちらりと思った。絵え里り香かを助け、『貪とん』と──彼女のかつての親友の姿をした化け物と戦うのだろうか。そうあって欲しい、と青磁は願う。朧おぼろも『貪』も化け物であることに変わりはないが、人の願いを利用するような怪物とだけは、手を組みたくはなかった。

　やがて、レレナは顔を上げた。

「私は、」

　小さくつぶやいて、レレナは言葉を切った。青磁を見返すその表情には、強い迷いの色が表れている。

　それでも、彼女は決断しようとしていた。

　だから青磁はなにも言わずに、レレナを見つめたまま、小さく頷うなずいた。それに促うながされるようにして、レレナは言葉を紡つむぐ。

「私は、絵里香を助けたい」

　か細い、吐と息いきのようなその声は、震えていた。それを抑おさえるように、自らの身体からだをぎゅっと抱だき締めて、レレナは今にも泣き出しそうな目を床ゆかの上に向けた。

「あの子は、『貪』は、確かに舞まいなのかもしれない。私の記き憶おくを読み取って、私の思い出の中にある、舞そのものになってしまったのかもしれない。──でも、それでもね、私にとってはやっぱり、絵里香のほうが大事だよ。うまく、言えないけど──私にとって、舞は、思い出の中の存在なんだもん」

「……そっか」

　そう答えて青磁は頷き、それからふと、レレナの過去はどんなものだったのだろう、と思った。きっと自分などには想像もつかないような経験をしてきたに違いない。雪ゆき村むら舞という名の少女とどういうふうに知り合ったのか、そもそもなぜ半はん吸きゆう血けつ鬼きになってしまったのか──いつか、自分がそれを知ることができる日は来るのだろうか？

　青磁は頭を搔かき、余計な思考をその中から追い出した。レレナがまだ、不安そうに自分のことを見つめているからだ。レレナを安心させるために、青磁はあえて笑って明るい声を出した。

「まあ、俺おれはなにがあってもツォルドルフの味方だからさ。なにかできることがあったら、いつでも言ってくれよ。協力するから」

　軽い気持ちで、言っただけだったのに。

「──────────」

　レレナは、驚いたように顔を上げて青せい磁じに目を向けた。青磁が思わず引くほどの、真剣な眼まな差ざしをこちらに向けて──

　不意に、その目の端はしから、涙なみだがこぼれ落ちた。

　青磁の鼓こ動どうが跳はね上がった。しかし驚いたのはレレナも同じようで、彼女は慌あわてて目元を押さえて顔を背そむけてしまった。揺れる声で、レレナは言う。

「ありがとう。────ごめんなさい、時とき田たくん」

「えっ!?　あ、いや、あの──な、なんか俺おれ、悪いこと言ったか？」

　レレナはふるふると首を振る。それから、濡ぬれた眼差しを青磁へと向けてくる。

「ううん。……あの、あのね、その、昨日きのうの、こととか、色々、思い出しちゃって──それで、時田くんに、ずっと謝らなくちゃって思ってて、それなのに、私、こんな相談ばっかりして、時田くんを困らせて──」

　切れ切れの、しゃくりあげるようなレレナの言葉。少し考えてからようやく思い出す。そういえば、昨日レレナになんだか妙みように冷たく振る舞われていたのだった。その直後のどたばたのおかげですっかり忘れていたのだが──冷たい態度を取った本人であるレレナのほうは、忘れてはいなかったらしい。

　青磁は困ったように頰ほおを搔かき、

「な、なんだよそんなこと。泣くほど気にしなくてもいいじゃないか」

　しかしその言葉に対して、レレナはまた首を振った。再び青磁の頭に疑問符が浮かぶが、しかし彼女の様子を見るうちに、青磁の中に理解が染み渡っていった。レレナは別に、青磁に対して申し訳ないからと、そんな理由で涙を流しているわけではないようだ。

　きっと──不安だったのだろう。かつての親友の姿をしたものが、今の敵てきになっているという状況に、戸と惑まどい、混乱し、怯おびえていたのだ。昨日から今の今まで、ひとりきりでその悩みを抱かかえて、苦しんでいた。それが青磁の一言をきっかけとして、溢あふれ出してしまったのかもしれない。

　青磁は少し考えてから、意を決して、レレナの肩かたに触ふれた。

　レレナの身体からだがびくりと震え、驚いたような視線が青磁に据すえられる。青磁は固く結んでいた唇くちびるを開き、
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「ほう」

　そのまま、凍こおりついた。

　青磁とレレナの動きが同調した。ぐるりと視線を巡めぐらせたその先には、襖ふすまの向こうで腕うでを組んでこちらを見つめている朧おぼろの姿。暗い部屋の陰で朧は首を傾かしげ、ぽつりと、

「真っ昼間から、なあ。いつの間にそんなに関係が進んだんだ？」

　青せい磁じは音速でレレナから手を離す。顔に血が昇るのを感じながら、励まそうとしただけだ、と反論しようとした。だが、それよりも先にレレナのほうが口を開いていた。

「朧おぼろ。今晩、舞まいのところに行くわ。あなたも──ついてきて、くれる？」

「……舞？」

　不審そうな顔をした朧に、レレナはかいつまんで説明した。かつての自分の親友と、今の自分の敵てきである『貪とん』の関係をレレナが話すと、朧は鼻を鳴らして笑った。

「『貪』の正体がなんであろうと、僕には関係のない話だな。それで？　本気で話し合いなんてものをする気なのかい？」

「あ、当たり前じゃないの。向こうには──絵え里り香かが、人ひと質じちに取られてるんだから」

「しかしお前は、僕を連れて行く気なんだろう？　ということは、そういう事態を想定しているということじゃないのかな？」

　楽しそうに言った朧に、レレナはぐっと黙り込んだ。涙なみだの余よ韻いんが残る目で、恨うらめしげに朧のことを見る。それでも反論しなかったということは、朧が図ず星ぼしを指していたからだろう。当然だ、と青磁は考える。いくら話し合いと言っても、こちらと向こうは敵同士なのだから、それなりの用心をするのが当たり前というものだ。

　ややあって、朧はにやりと笑った。

「まあ、別に僕はなんだって構わないよ。話し合いをするならそれで構わないし、戦闘をするのならそれでも構わない。ただね、レレナ。敵てき地ちに乗り込む以上──それなりの、備えというものをすべきではないかな？」

「……どういう意味？」

「腹が減った、という意味だ」

　唇くちびるを指差して、ぬけぬけとそう言った朧おぼろに、レレナは嫌いやそうな顔をした。それでも主力である朧に補給をするのは重要だと思ったのか、立ち上がって朧のほうに近づいていく。

　と、そこでレレナはふと青せい磁じのことを振り返った。一いつ瞬しゆんだけ視線が絡からみ合い、なぜかレレナは顔を赤くする。朧に向き直り、消え入りそうな声で、

「…………む、向こうで、やりましょう」

　朧は青磁のことを見て、それから肩かたをすくめた。するすると襖ふすまを開けながら、呆あきれたように、

「なんだかな。女心は複雑だな」

　隣となりの部屋へと移動していく二人の背中を見送りながら、まったく同感だ、と青磁は思った。




　　　　◆




「レ、レレナさん、ですね？　お待ちして、ました」

　たどたどしい敬語を使うニット帽ぼうを、朧は剣けん吞のんな眼まな差ざしで観察している。前回、『アガナイ』と呼ばれる『貪とん』の分体を始末したときにも、こいつの顔を見たような記き憶おくがあった。こいつも『貪』の末まつ端たんか──と疑いかけて、すぐにその可能性を否定する。こんな情けない顔をした末端はいないだろう。ただの下したっ端ぱだ。

　それから、朧は自分たちの前にある、マンションを見上げた。

　昨日きのうも来た場所だった。この場所に来る前後から、朧は『クモデ』を発動しつづけている。それによれば、確かに『貪』らしき反応を、上階に見出すことができた。それを見定めながら、朧はぽつりとつぶやく。

「……まったく。居場所がはっきりしてるんだから暗殺すればいいものを。僕に任せれば、すぐにあんな奴やつの首を獲ってこれるぞ？」

　ニット帽の顔が面白いように引きつった。レレナが慌あわてたように、

「きょ、今日は話し合いだって言ったじゃないの！　冗じよう談だんでもそんな物ぶつ騒そうなこと言わないで」

　冗談のつもりはさらさらないのだが、朧はそれを表に出すことはしなかった。ただ、昨日のうちに仕留めておけばよかったと後悔するばかりだ。もっとも──衰弱したレレナを連れて、『貪』の一派と戦うのは、いかに朧であっても難しかったのかもしれないが。

　レレナと青磁について歩き、エレベーターに乗り込みながら、朧はふと自じ嘲ちよう気味に笑う。

　僕も丸くなったものだ、と思った。『第二位』でもなんでもない小こ娘むすめの命を心配して、自分の敵を見過ごしてしまうとは。

　それを言うのならば、昨日きのうクロサキと戦ったときだってそうだった。たまを人ひと質じちに取られて、あっさりと姿を現してしまった。それほどに、たまやレレナを喪うしないたくないと思っているのだろうか、と、朧おぼろは他ひ人と事ごとのように考える。

　あるいは──マユラを喪ったことが、その原因なのかもしれない。

　ふん、と鼻を鳴らした朧のことを、青せい磁じが見下ろしてきた。余計なことはするなよと、釘くぎを刺さしているような視線。わかってるよと表情で答えて、それきり朧はエレベーターの階数表示に目を向けた。

　エレベーターは、五階で止まった。

　ぞろぞろと、ニット帽ぼうに先導されるようにして、三人は歩いていく。通路を歩きながら、朧はそれとなく周囲を観察する。立ち並ぶ部屋の表札は、ほとんどが空白のままだ。単に入居者がいないのか、それとも──『貪とん』が借り切ってしまったのか。だとしたら、大した財政力だ、と朧は舌したを巻いた。

『貪』の部屋に辿たどり着こうとしたところで、ニット帽がその足を止めた。振り返り、やはり緊張した表情と声音で、彼は言う。

「……あー、えー、レレナさん以外は、こちらの部屋でお待ちになるようにとのことです。よろしくお願いします」

　朧は立ち止まり、自分の横手にある扉を見み据すえた。『クモデ』で見通してみても、その向こうにはなんの力も感じない。『貪』がいるのは、この隣となりの部屋──ニット帽の後ろにある部屋だ。

　こっちに待っているのは、『貪』の末まつ端たんか、と当たりを付ける。それから剣けん吞のんな目でニット帽を見据え、

「レレナと僕たちを分散するつもりか？　で、お前は僕がそんなことを許すとでも、本気で思っているのかい？」

　ニット帽は狼ろう狽ばいする。子供に脅おどされて慌あわてふためくとは情けない限りだが、あるいは他ほかの人間から朧の──吸きゆう血けつ鬼きの恐ろしさを聞かされているのかもしれない。でなくとも、クロサキと一いつ緒しよにいるだけで、吸血鬼というものがどんなものなのか、肌はだ身みを持って理解することができているのかもしれなかった。

「あっ、いや──お、俺おれらもよくわからないんですけど、こっちの部屋にはレレナさん以外の人は絶対に入れるなって、舞まいさんの命令なんスよ。俺も入ったことないし──あ、案内したら帰っていいって言われてるし。だから、あの──こ、ここで待っててくれないッスかね？」

「……朧。お願い」

　レレナが口添えをするようにそう言った。緊張と決意のために、普段よりも青白く見える彼女の顔を見上げながら、朧は投げやりに答えた。

「……まあ、お前がそう言うのならそれでいいよ、レレナ。ただ、こいつらが余計なことをしたら、そのときは僕も黙ってないよ」

　甘い。今自分がすべきことは、目の前のニット帽ぼうを殴なぐり倒し、誰に止める暇ひまも与えずに『貪とん』のいる部屋へと詰め寄せて、そいつの心の臓を抉えぐることだ。そうすれば、すべての──とは言わないが、あらゆる問題は解決する。レレナの友人は『貪』から解放されるし、クロサキは朧おぼろに対する大きなアドバンテージを失う。

　考えれば考えるほど、そうしない理由がわからなくなってきた。朧はちらりとレレナに視線を巡めぐらせ──不意に、手を引かれた。

　青せい磁じだった。ニット帽に開けられた扉を、青磁に手を引かれたままくぐり抜ける。不思議そうに彼の顔を見上げると、青磁は険しい顔で朧のことを見返してきた。表情が読まれやすくなってるのかな、と朧は自分の顔に手を当てた。

　連れられて入った部屋の中は、昨日きのうレレナが捕らえられていた部屋と、寸すん分ぶん変わらないように見えた。２ＬＤＫの間取りは当然として、中に据すえ置かれている家具も、みな昨日見たものばかりだ。

　その部屋の中には、二人の人物がいた。

　口元を包ほう帯たいでぐるぐる巻きにした、不健康そうな少女。

　そして、祭りの晩に見たのと同じ、派は手でな服を着た男。

　ソファの上に寝そべっていた少女は、青磁の姿を見た瞬しゆん間かんに跳はね起きた。ぴょんぴょんと、飛ぶようにして青磁のところに近づいてくる。青磁はやや身を引きながらも、彼女に腕うでを取られるままになっていた。

「や、やあ、千ち霧ぎり」

　少女──千霧は興奮した面持ちで、青磁の手を取って、そこに何事かを書きつけている。朧は青磁から離れて、にやりと悪あく魔まのように彼に笑いかけてやった。

「ずいぶんと仲のよろしいことだな、青磁？　レレナが見たら、さぞ喜ぶことだろう」

　レレナの名前を出されて、青磁の表情が引きつった。と同時に、派手な服を着た男──カイドウ、とかいうらしい──が、こちらも千霧のほうをたしなめていた。

「千霧！　そいつは敵てきだって言っただろう？」

　千霧はそれを完かん璧ぺきに無視した。青磁の手を引いて、部屋の奥、キッチンへと連れ込んでいく。なすがままにされる青磁を見送りながら、朧はカイドウの前のソファへと腰こしを下ろした。

　まったく、などとぶつぶつとぼやきながら、カイドウは朧へと視線を移す。その口元に、好こう奇き心しんの笑みが浮かんだ。

「や。あんたが朧だね。初めまして、じゃ、ないよね？」

　ソファの上で足を組み、尊大に顎あごを上げて、朧は答える。

「まあね。祭りのときに、一回会ってる」

「あーそうそうそうだった、あれやっぱあんただったんだよなあ。いやよかったよ、あのときレレナを殺さなくて！　んなことしてたら、真っ先にあんたが俺おれの喉のど食いちぎってただろうしなあ」

　朧おぼろは目を細めた。そうしながら、問う。

「……やっぱり、お前だったんだな？　あの祭りの日に、雑木林で派は手でにやらかしたのは」

　が、カイドウは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめてしまった。腕うでを組み、首を捻ひねってしばらく考えてから、本当に不思議そうな声で、

「…………派手に？　なんだっけ、俺おれなんかやったかな？」

「お前じゃないのか？　あの日、雑木林で大量の人血を流したのは」

　こちらも眉まゆを寄せて、確かめるようにそう問う。しばらく考えてから、カイドウは自信なさげに答えた。

「ああ、そういえば、なんかやったような……気が、する、かも」

「…………人を殺しておいて、覚えてないのか？」

　カイドウは、悪びれもせずに笑った。頭を搔かきながら、

「まあねー。人なんてたくさん殺してるしさ、いちいち覚えてられないんだよね。なんつーのかな、クセみたいなもんなんだよ。気がつくとついやっちゃってるんだ。困ったもんだね、まったく」

　……よくもまあ、こんな危険人物を配下にしようと思ったものだ、と朧は呆あきれた。朧は人間的な倫理観というものをあまり持ち合わせていない。殺人を罪悪だとも思っていないが、それは彼が人ではないからだ。そんな彼にも、目の前にいるこの男が、相当頭のおかしい人間であるということは、よく理解できた。快楽殺人者ですらないようだ。ただなんとなく、人を殺してしまうという悪あく癖へきを持っているらしい。

　こういう手合いを近くに置いておくと、余計な波乱を呼ぶだけでいいことなどひとつもない。それなのに『貪とん』がこいつを末まつ端たんにしているのは、そんなことまで考えていないためか、それとも──こいつの能力が、その危険を上回るほどに有用なのか。

　朧は束つかの間ま、目の前でへらへらしている男の息の根を止めるにはどうすればいいかを考えた。立ち上がり、体操をするフリをしておもむろにテーブルの上に踏み込み、手てが刀たなをカイドウの喉のど元もとに叩たたき込む──という想像を、頭の中で弄もてあそぶ。吸きゆう血けつ鬼きとは異なり、『貪』の末まつ端たんとしての能力を発動していなければ、彼はただの人間に過ぎない。発動させる隙すきを与えなければ、一いつ瞬しゆんで葬ほうむることができるだろう。

　そこで、ふと思い当たった。カイドウを見て、尋ねる。

「そういえば。クロサキの姿が見当たらないようだが、どこにいるんだ？」

「へ？　ああ、あいつ？　さー？　知らね」

　投げやりに答えて、カイドウは首を傾かしげる。どうでもいいが、言動がいちいち気に障さわる。これだから最近の若造は嫌きらいなんだ、言葉の使い方もろくに知らない無礼な奴やつが多すぎる。そんなことを考える朧に、カイドウは付け加えるように言う。

「舞まいはあの子──レレナと、話し合いを望んでるみたいだからな。クロサキがいると、それもままならないって思ったんじゃね？　あいつ、あんたを殺すこと以外は清すが々すがしいくらいなんも考えてない奴やつだからさ。ハブだよハブ」

　朧おぼろは皮肉な形に唇くちびるを歪ゆがませる。嫌いや味みのひとつでも言おうとして、口を開きかけ──

『クモデ』に、反応を感知した。

　思わず首を巡めぐらせて、そちらのほうを見てしまう。一階の、エレベーターの辺り。突然下に目を向けた自分のことを、カイドウが不審そうに見ているのがわかったが、朧はそこから視線を外そうとはしなかった。

　それが、よく見知った反応だったからだ。

　──クロサキ。

　自分がいることを、知っているのかいないのか。いや、このタイミングで知らないということはあり得ないだろう。今度こそ、決着をつけにきたのかもしれない。もうこれで三度目か四度目か、ともかく朧も、いい加減この膠こう着ちやく状態に飽あき飽きしてきたところだった。

　口火は向こうに切らせるのがいいかもしれないと、朧はこきこきと間接を鳴らしながら考える。そうすれば名めい分ぶんも立つ。日光という強力なアドバンテージを失っているのだ、先制させてやるくらいは問題ない──そんなことを考えながら、朧は薄うすく笑った。




　　　　◆




　レレナの前に、玄げん関かん扉がある。

　重々しい扉だ。昨日きのう朧が蹴けり破ったせいなのか、真新しく作り替えられている。そのドアノブをじっと見つめながら、レレナは深呼吸をした。

　この向こうに──舞と、絵え里り香かがいる。

　かつての親友と、今の親友。

　ふるふると、レレナは首を振った。違う。舞は──舞ではないのだと、自分に言い聞かせる。あれは、ただそういう形をしている怪物に過ぎない。自分の敵てきであり、絵里香を解放するために、どうしても倒さなくてはならない相手なのだ。

　たっぷり十秒間は瞑めい目もくしてから、レレナは意を決して、扉を開けた。

　部屋の中には暗くら闇やみが満ちている。玄関からすぐ続いているはずの、居間も見渡すことができない。レレナは目を細めた。半はん吸きゆう血けつ鬼きである彼女は、普通の人間よりは夜目が利く。それを使用して、中を見定めて──

　ぞわり、と怖気おぞけが走った。

　それきり、一歩も前に進めなくなってしまう。

　背後から玄げん関かん扉の閉まる音が鳴り響き、竦すくむ身体からだを震わせた。レレナは呼吸も忘れ、目の前の光景に、ただ見入っている。

「……あ。来た？　来たね？」

　闇やみに舞まいの声が響く。それでもレレナは反応することができず、ただ黙して立ち尽くしている。と、それまで真っ暗だった部屋の中に、突然光がいっぱいに溢あふれた。

　電灯の光が目を刺さして、思わずレレナは片手で目元を覆おおう。ぼやけた視界の向こうから──先ほど闇に見た光景が、現実のものになってレレナを襲った。

　目の前に、舞がいた。

　昨日きのうのような、黒いワンピースではない。麦わら帽ぼう子しもかぶってはいない。

　白い。ひらひらの。パジャマのような服に、彼女はその身を包んでいた。

　レレナはどんな顔をしていただろう。ただ、声だけが、まるで別人のような響きを伴って、喉のどから零こぼれだしていた。

「……………………なに、してるの」

　えへへ、と舞は頭を搔かいて笑う。照れているように。恥ずかしそうに。それから彼女はくるりと回転する。白いパジャマがその動きに伴って揺れ、レレナの心を惑まどわした。はにかみながら、舞はレレナに問いかける。

「どう？　似合ってる？」

　レレナは、なにも答えることができなかった。

　ただ、舞と、舞の後ろに広がっている光景を、じっと凝ぎよう視ししている。

　そこには、二年前の景色があった。

　何百年もそのままで在あったかのような古ぼけた居間の中に、いくつかの家具を見出すことができた。古びた三人掛けのソファと背の低いテーブルと、その中にあって目を引くほどに新しい一人掛けのソファ。テーブルの上に置かれたガラスランプが、電灯の下で過去から漏もれ出てくるような淡い光を放っている。

　窓はひとつも存在しない。なぜならばこの空間の住人は、そういうものを必要としないばかりか、ことによればそこから入ってくるものが命取りになるかもしれないという性質を持っているからだ。そのくせ少しも息苦しさを感じないのは、きっとここがレレナにとって懐なつかしい場所だからだろう。幾十もの朝と夜を過ごし、幾百もの言葉を交わしてきた場所だからだろう。

　湯ゆヶが崎さきの。月つき島しま宅の。

　かつて、月島さんやツキさんや舞と暮らした──

　ここは、あの居間だった。

　舞は自じ慢まんげに口を開く。

「へへん、どう？　すっごいでしょ！　一晩でこれだけ揃そろえるの、大変だったんだからね！　ま、あたしの『貪とん』としてのコネが物を言ったって奴やつかな？」

　胸を張ってそう言った、舞まいの姿に──

　レレナは、目眩めまいを覚えた。

　ぐらり、と身体からだがふらついて、レレナは思わずキャビネットの上に手をついた。骨こつ董とう品ひんのようなその家具で身体を支えたレレナを見て、舞のほうが慌あわてた。レレナに駆かけ寄って、その腕うでを取る。

「ちょっ、だ、大丈夫？　ほら、こっちこっち。ソファの上で休みなよ、そのために用意したんだからさ」

　レレナは、舞の手を振り解ほどこうとした。私に触さわらないでと、言おうとした。それが口から出てこなかったのは、なぜだったのか。目の前の光景が、あまりにも二年前の日常と酷こく似じしていたからだろうか。自分の腕うでを取っている怪物が、かつての自分の親友と瓜うり二つであるのと同じように。

　悪夢の中にさ迷い込んだかのような足取りで、レレナは歩き、舞に促うながされるままに、新品の一人掛け用のソファに腰こしを落ち着けた。

　吐はき気がした。それを抑おさえるために、レレナは自らの胸元に手を当てた。固く目を閉じて、脂あぶら汗あせが額ひたいから頰ほおへと流れるのを感じながら、レレナは目を開ける。

　舞は、レレナの目の前に座った。懐なつかしさと、そして親愛をその笑えみに混じらせながら、彼女は言う。

「やっと落ち着いて話ができるね、レレナ」

　自分の瞳ひとみが濁にごっているのが、自分でもよくわかった。舞のことを、極力見ないようにしながら、レレナは苦しそうに答える。

「…………あなたと、話すことなんて、ない。絵え里り香かは、どこにいるの？」

　切れ切れのその言葉に──舞は、本当に傷ついたような表情を見せる。本当に、傷ついているのかもしれなかった。なぜならば、今の彼女は、昨日きのうの彼女ではないからだ。人の願望を叶かなえる化け物として、自らの目的を冷れい徹てつに果たすだけの存在ではなくなってしまったからだ。

　心を得た怪物。美談のタイトルに使えるかもしれない。

　ただし、その心は、自分の親友のものなのだ。

　舞は寂しげに笑う。レレナへの、親愛に裏打ちされた表情。それを見ることが、レレナにとってはなによりも辛つらい。

「……そんなこと言わないでよ。あたし、ずっとあなたと話ができるの、楽しみにしてたんだからさ」

　レレナは沈黙する。上うわ目め遣づかいに彼女のことをちらりと観察すると、舞もまた顔を伏せ、言い辛づらそうに口を開いているところだった。

「あたしもさ、あたしも──なんて言ったらいいのか、わかんないけどね。でも、レレナがショックを受けているってことは、よくわかってるよ。そりゃびっくりするよね。だって、あたしは消えちゃったはずなんだから」

　違う。お前は舞まいじゃない。消えてしまった、自分の親友であるはずがない。そう言おうとするが、言うことができない。舞の表情が、眼まな差ざしが、懐なつかしいその姿すがた形かたちが、レレナの喉のどを塞ふさいでいた。

　胸に手を当てて、舞は続ける。

「でも。あたしは今、ここにいるんだから。まずはそれを、レレナに認めて欲しいの。あたしが、あなたの知ってる雪ゆき村むら舞だってことを」

　レレナはうつむいたまま、肯こう定ていも否定もしない。ただ目だけを上げて舞のことをにらみながら、ぽつりとだけ問う。

「……あなたの目的は、なんなの？　どうして、私をここに呼びつけたりしたのよ？」

　舞はにやりと笑った。昔せき日じつに彼女が浮かべたような、得意げな笑み。そうして舞は自分の胸に当てて、よくぞ聞いてくれましたとでも言わんばかりの口く調ちようで、

「そう、そうだったね。その話をするために、あたしはレレナをここに呼んだんだった。あなたに聞いて欲しいのはね、レレナ。相談だよ。ちょっとレレナに、頼みたいことがあるの！」

「……頼みたいこと？」

「そう！　絶対、絶対にレレナも気に入ることだよ！　一いつ緒しよにやろうよ！」

　なにを言っているのかわからない、という顔をレレナがすると、舞は大きく両腕うでを広げて、部屋全体を示した。

「この部屋を用意したのは、なにもレレナを驚かせるためだけじゃないんだよ。──あのね、あたし、あなたから記き憶おくをもらったときに、わかったの。あたしがなにを欲していたのか──雪村舞が、どんなものを望んでいたのか。それはね──」

　そこでいったん言葉を切り、大きくその身を乗り出して、小さく息を吸い込んで、それから舞は朗ろう々ろうと、

「あの生活を、もう一度、繰り返すこと！　レレナや、月つき島しまさんや、ツキくんと一いつ緒しよに──また、みんなで楽しく暮らすことだよ！」

　レレナは、

　顔を上げた。

　目を見開いて。

　舞の顔を、見つめる。

　喉のどの奥から、自然と言葉が零こぼれた。

「無理よ。そんなの」

　舞はぱちぱちと瞬まばたきをして、

「へ？　どうして？」

「どうしてって──だ、だって、私たちは、もう──バラバラになってしまったじゃない。もう、舞まいも、月つき島しまさんも、ツキさんも、どこにもいないじゃない！」

　舞はむっと唇くちびるを尖とがらせた。背筋をぴんと伸ばして、真正面からレレナのことを見返し、

「だからあ、あたしが舞だって言ってるでしょ。まず、あたしはここにいる。それに──」

　そこで、ふと舞の表情に影が差した。眉まゆ根ねを寄せ、視線を落として、どこか辛つらそうな声音で、

「…………確かに、月島さんも──月島さんも、ツキくんも、もうここにはいない。それは、レレナの言うとおり。でもね、レレナ。あたしは舞であると同時に、『貪とん』でもあるんだよ。あたしは、願いを叶かなえる力を持っている。だから──」

「だからできるというの？　あなたが？　あなたがそう願えば、月島さんやツキさんが──戻ってくる、とでも言うの？」

　大きく目を見開いて、レレナは血を吐はくような声でそう言った。ともすれば身体からだが震えそうになる。またあのときの衝しよう動どう。今の日常と二年前の日常の狭間はざまに放り出されて、その中で身が引き裂さかれそうになる。ぎゅっと、皮ひ膚ふが破れるほどに強く拳こぶしを握り締めて、レレナは叫び出したくなる衝動をどうにかして押し込めている。

　そんな、レレナに。

　舞は、にこやかな顔で、ナイフを突き刺さした。

「あたしだけじゃないよ。レレナの願いも一緒じゃないと。だって、あの生活を直接知っているのは、もうレレナしかいないんだもん。あなたの協力がなければ、あたしの願いは実現しないよ」

「…………………………なん、ですって？」

「だからー、レレナの願いも必要なんだって。あたしだけじゃ無理だからね。あ、安心していいよ、レレナにあたしの一部を宿しても、それを引き上げることは絶対にしないから！」

　震えが、大きくなる。

　もうそれを隠かくすことはできない。それでも、がたがたと痙けい攣れんするように跳はねる身体からだをどうにかして押さえ込もうと、レレナは自分の身体を抱だき締めた。そのあいだにも舞の言葉は、水に沈む澱おりのようにレレナの耳に入り込んでくる。

「ね、いい考えでしょ？　だって、レレナもそれを望んでるんだもんね──」

　そこで、レレナはようやく顔を跳ね上げた。叫ぶ。

「わっ、────私は、そんなこと、望んでなんていない！」

　それを聞いて、舞は笑った。

　優しく、包み込むような笑顔。レレナのすべてを許容する、慈愛の色にその瞳ひとみを染めながら、彼女は小さく首を振る。

「あたしには噓うそつかなくていいよ、レレナ。忘れたの？　あたしは、願望を叶かなえる力を持ってるんだよ？　当然、誰かの願望を読み取る力も、ね」

　レレナは愕がく然ぜんとして舞のことを見る。舞はそんなレレナの反応を、楽しむかのような笑えみを浮かべていた。そうやって笑えんだまま、彼女は言葉を続ける。

「もしかしたら、あなたは自分でも気づいてないのかもしれない。でもね、あなたがわかっていなくても、あたしにはちゃあんとわかるんだから。あなたがそれを望んでいるんだって」

「う、噓うそよ。そんなの……」

　か細く、消え入りそうな否定の声。自分で口にしていながら、うそ寒くなるような言葉。それを、舞まいは優しい微笑ほほえみを浮かべながら、あっさりと捻ひねり潰つぶしてくれた。

「噓じゃないよ。他ほかにもいろんな望みはあったけどね。平へい穏おんな生活を続けたいとか、絵え里り香かを取り戻したいとか、──半はん吸きゆう血けつ鬼きから、人間に戻りたい、とか」

「…………」

「その中でも一ひと際きわ強い望みが、またあの日常に戻りたい、っていうのだったんだよ。正確には、月つき島しまさんやツキくんや──このあたしに、また会いたいと願う気持ち、って言ったほうがいいかもね。でもさ、それって同じことでしょ？」

　レレナは、それに対して反論しようとした。そんなことはないと、そんなことは望んでいないと、そう言おうとした。

　──できなかった。

　月島さんや、ツキさんや、舞に、また会える。それを言葉にして示された瞬しゆん間かん、レレナにはもうなにも否定することができなくなってしまった。全身を固くして、ただ喋しやべりつづける舞のことを凝ぎよう視ししている。

　だが、そうしているうちに──身体からだの震えは、いつの間にか、収まっていた。

　本当は、そうだったのかもしれない。

　自分は、それを望んでいたのかもしれない。絶対に叶かなうはずのない望みを、心の奥底に秘めていたのではないだろうか。あの、短かったけれど、楽しくて温かだった日常を、また取り戻したいと、そんな願いを持っていたのかもしれない。

　だから、舞の姿を見たときに──拒絶反応を起こしてしまったのだろう。

　なぜならば、舞は届くはずのない希望そのものだったからだ。叶うはずのない願い、その象徴だったからだ。そんなものを望んではいけないと、心のどこかの安全弁べんのようなものが働いたのかもしれない。望んで叶わぬくらいならば、最初から望まないほうがいいと。火に怯おびえる獣けもののように、反射的にそれを遠ざけようとしたのだ。

　不意に、レレナの身体から、力が抜けた。どさりとソファの背もたれに身体を預けたレレナに、舞はにこやかな顔で立ち上がり、近づいてくる。

「ね？　そうでしょ？　だからさ、レレナ。あたしに協力してよ。二人でがんばって、またあの生活を取り戻そうよ」

　そう言って──舞は、レレナに向かって、手を差し出してきた。

　この手を握れば。

　また、あの日々が戻ってくる。

　ぼんやりとした頭で、レレナはそう考えた。自分に向けられた手のひらを、彼女はただ見つめる。自分が本当に望んでいるものがなんなのかを、舞まいによって自覚させられた瞬しゆん間かんに、レレナの心は噓うそのように静まり返っていた。

　レレナは、口を開いた。

　言う。




「────いや」




　舞の表情が、途と端たんに強張こわばった。

「………………どうして？」

「そんなことは、不可能だからだよ、舞。不可能なことを、望もうとは思わない」

「……不可能じゃないって、言ってるでしょ？　あたしの力を使えば──」

「だから！」

　声を荒げて、レレナは叫んだ。自らの願いを、希望を否定するということには、それなりの痛みが伴う。それに歯を食いしばって耐えて、レレナは大きな声で言った。

「そんなものを使って、あの人たちを呼び戻したところで──そんなのは、程度の低いおままごとにしかならない。舞、あの日常は、もう過ぎ去ってしまったの。過ぎ去ってしまったものを、取り戻すことなんてできるはずない！　いくらあなたが舞に似ていても、いくらあなたが舞の記き憶おくを持っていても──あなたが、舞本人ではないように！」

　舞の表情に怒りが上った。レレナに差し向けていた手のひらを、拳こぶしの形に作って、彼女はそれをテーブルに叩たたき下ろした。鈍にぶい音が響き、それに混じって舞は怒声を発する。

「あたしが舞だよ！　あたしが雪ゆき村むら舞なんだって、何度も何度も言ったでしょう!?」

　ぎっと歯を嚙かみ鳴らして、レレナは叫び返した。

「あなたは、舞じゃない！　舞の亡ぼう霊れいよ!!」

「……………………っ！」

　舞の黒い瞳ひとみが凝こごる。そうして彼女は、自らの表情を隠かくすようにうつむいた。黒い前髪がみが舞の顔を押し包み、その奥から、感情の消えた彼女の声が聞こえてくる。

「ひどいよ。レレナ」

「………………」

「せっかく。──せっかく、月島さんも用意したのに──」

　レレナが、戦せん慄りつするのと、ほどんと同時に。

　部屋の奥の扉が、開いた。

　ひとりの男性が入ってくる。ぼさぼさのよれよれのへろへろ。筋肉はあまりついていないくせに身長だけが無む駄だにひょろ長く、不健康という言葉が真っ先に浮かぶ顔色をしている。高い背を持て余すように、彼は部屋の中に入ってきて、そして、舞まいの隣となりに立った。

　レレナは、凍こおりついたように男の顔を見つめている。

　その情けない背格好にも、そのだらしない髪かみ型にも、見覚えがあった。かつて慣れ親しんだ人。恐らくはレレナが、初めて好意を寄せた家族以外の男性。それなのに、それがその人であるという確証は、どうしても得られなかった。

　なぜならば、それには、顔が存在しないからだ。

　消しゴムでもかけられた、出来損そこないの絵のように──顔の輪りん郭かくの中には、目も鼻も口も存在していない。

　それの隣となりで、舞はうつむいていた。そうしながら、目だけでレレナのことを見上げる。その瞳ひとみに、かすかな得意の色が映っているのを見て──

　レレナは、初めて、人を殺したいと思った。

「すごいでしょ？　絵え里り香かの父親人形を、素体にして造り上げたんだよ。それがあたしの──雪ゆき村むら舞の、願望の力。『月島亮史を存在させる』能力」

　ひりついた喉のどを動かして、レレナは、言葉を吐はき出す。

「……こんな、出来損ないが、月島さんだと、あなたは、そう言うの？」

　対して舞は、むっとしたような顔をして、

「だって、レレナは顔を覚えてないみたいだったんだもん。だからあなたの協力を得て、がんばって思い出してもらって、完成させようとしたのに。そうしないと、あたしの『想イ人ツキシマ』は、完全にはならないから──」

　レレナは舞の言葉を、最後まで聞かなかった。ただ彼女は立ち上がった。そうして舞に歩み寄り──

　その頰ほおを、平手で打った。

　甲かん高だかい音が、懐なつかしい月島宅の居間に響き渡る。ろくな手加減もせずに殴なぐったからか、舞の小こ柄がらな身体からだがバランスを崩くずしてよろめいた。その彼女の身体を、『想イ人ツキシマ』が受け止める。仲なか睦むつまじい恋人のように。

　その姿を見下ろしながら、レレナは怒りを秘めた声で言う。

「あなたたちの存在は、私の思い出に対する、冒ぼう瀆とくだわ」

　頰を押さえたまま、舞はきっとレレナのことを見上げる。しかし、そのときにはもう、レレナは舞を見てはいなかった。彼女に背を向けて、部屋の中を見渡しながら、

「絵里香は、どこにいるの？　あの子を連れて、早く帰らないと」

「…………そんなに、あの子のことが大事？」

　吐はき出すような舞の質問を、レレナは無視した。舞も、それ以上追及しようとはしない。ただ彼女は、部屋の中のある扉を指差した。扉に近づいて、それを開けて──レレナは、その目を細める。

　絵え里り香かと、彼女の母親人形がそこにいた。

　母親人形に膝ひざ枕まくらをされるようにして、絵里香は横たわっている。朧おぼろに殴なぐられた頰ほおが腫はれ上がり、そして彼女の右の足首が、本来ではあり得ない方向へねじ曲がっていた。

　レレナが部屋に入ると、絵里香は重々しそうにまぶたを開けた。レレナの姿を認めて、彼女は弱々しく笑う。

「…………へへ、ごめんね、レレナ。失敗、しちゃった」

　レレナは唇くちびるを嚙かみ──絵里香の頰を、優しく撫なでた。

　それから、彼女の身体からだを抱かかえ上げて、自らの背中に負う。よいしょ、と立ち上がって、そしてレレナは歩き出した。横にいる舞には、目もくれずに。

　舞はそんなレレナのことをじっとりと観察して、そして、独り言のように口を開く。

「──あたしは、諦あきらめないからね。だって、あたしはあなたの本当の願いを、知ってるんだから」

　だが、レレナはやはり答えない。うつむいたまま背中に負った絵里香の位置を修正して、そのままこの忌いまわしい場所から、出て行こうとした。

　銃じゆう声せいが響き渡ったのは、そのときだった。




　　　　◆




　玄げん関かん扉が蹴け破やぶられる音を聞いて、海かい棠どうのあくびが止まった。

「ん？　────んんっ!?」

　靴のまま部屋の中に侵入してきたクロサキの姿を見て、思わず身体からだが硬直する。だが、クロサキの目には海棠は映っていなかった。千ち霧ぎりも青せい磁じも彼の視界には映らない。彼の目は、ただ朧おぼろだけを見み据すえている。

「……ハ、来たか」

　朧がつぶやくのとクロサキが銃じゆうを構えるのがほぼ同時、引き金を引くのと朧が跳ちよう躍やくするのがほぼ同時。ソファが反対側の壁まで弾はじけ飛んでいくほどの勢いで跳ねた朧の身体を、クロサキの銃じゆう口こうは正確に追つい跡せきする。

　計四発放たれた銃じゆう弾だんのうち、一発は朧の右肩かたに、一発は海棠のすぐ左のソファに命中した。

「………………………………」

　千霧も、青磁も、海棠も、なにも言うことができずに、目の前で突如として勃ぼつ発ぱつした戦闘にただ見入っている。朧の身体の一部がぐにゃりと変化して、狼おおかみのようなイヌ科の動物へと変化する。そいつは唸うなり声を撒まき散らしながらクロサキに向かって飛びかかり、クロサキはそれを片かた腕うでで殴なぐり飛ばす。

　と、そこでようやく、海かい棠どうに思考する余よ裕ゆうが生まれた。思わずソファから立ち上がり、

「あ、く、クロサキ!?　おいおいやめろって、今日は話し合いだって舞まいが──」

　海棠の頰ほおを銃じゆう弾だんがかすめた。聞いちゃいねえ。

　遠距離から射撃しつづけるクロサキに業ごうを煮にやしたのか、朧おぼろは分化させた狼おおかみを自分の元へと戻した。粘ねん土ど細ざい工くかなにかのように、狼が朧に吸い込まれていき──そして、朧は再び床ゆかを蹴けり、今度はバルコニーへと身を躍おどらせていた。

　窓ガラスの割れる、鋭い音。高層に吹く風が割れた窓から入り込んでくる。バルコニーへと逃げた朧は、そのまま両腕うでを蝙蝠こうもりのような翼つばさに変化させて、宙へと舞い上がった。もうなんでもありだな、とカイドウは半ば呆あきれながら眺ながめている。

　しかし──クロサキの執しゆう念ねんは、その程度では到底萎なえなかったようだ。

　彼も同じように床を蹴る。そうしながらバルコニーへと飛び出して──そのまま、空を飛ぶ朧に向かって跳ちよう躍やくする。

　驚いたのは朧も海棠も同じだ。ぽかんと口を開けている海棠の視線の先で、クロサキは朧にしがみつき、その懐ふところからナイフを抜きはなった。殺意に彩られた瞳ひとみで、彼はナイフの切っ先を朧の心臓に突き刺さそうとして──

　朧の身体が、消滅した。

　真っ白な霧が夜の空中に立ちこめ、そしてクロサキは重力の手から逃れる方法を失った。宙ちゆうに放り投げられた石ころがそうなるように、クロサキの黒ずくめの身体が落下していく。海棠の視界から消えた、数秒後になって──階下から、ずどん、とか、どごん、とかいう音が聞こえてきた。

　まあ、吸きゆう血けつ鬼きなのだから、死にはしないだろうが──と、そんなことを考えていると、今度は空中に漂ただよっていた霧が、蝙蝠こうもりへと結実する。蝙蝠は凄すさまじい速度で階下へと急降下していく。とどめを刺すつもりかな、と他ひ人と事ごとのように考える海棠の横を、今度は青せい磁じが駆かけ抜けていった。

「あっ、おい──！」

　制止の言葉も、青磁の耳には届いていない。彼がいなくなったところで、海棠に困ることはなにもないのだが、問題は青磁の背中を追って千ち霧ぎりも部屋から飛び出していった、というところにあった。

「…………えー。マジかよ……」

　居間にひとり、呆ぼう然ぜんと取り残されながら、海棠は自分がなにをすべきか考える。

　普通に考えれば、自分も追うべきなのだろうが──しかし、面倒くさい。それに吸血鬼同士の戦闘になど、巻き込まれたくなかった。海棠は殺すのは好きだが死ぬのは嫌きらいだ。千霧は自分の身は自分で守れるだろうし、俺おれはここにいて大丈夫かな──などと考えた瞬しゆん間かんに、玄げん関かんからひとりの少女が入ってきた。

　舞まいだ。

「…………なんの騒ぎ？　喧けん嘩かはするなって、言ったじゃないの」

　気のせいか、普段よりも険のある声で、舞はそうつぶやいた。海かい棠どうはぽりぽりと頭を搔かきながら、

「やー、俺おれたちはそのつもりだったんだけどさ。どこで聞きつけたのか、クロサキが勝手なことしたんだよ。俺や千ち霧ぎりのせいじゃないよ、いやマジで」

「……クロサキ」

　低くつぶやいたその声は、舞のものとは思えないほどの怒りに満ち溢あふれていた。思わずクロサキは身を引いてしまい、そんな彼を舞はちょいちょいと手招きする。

　渋しぶ々しぶ歩み寄った海棠の耳元で、舞はある命令を口にした。

　それを理解するまでに、たっぷり三秒。それから、海棠は心しん底そこ嫌いやそうな顔で、

「…………え、それって、マジで？」

　舞は小さくつぶやく。確かにその瞳ひとみには、本気の色以外はなにも浮かんではいない。

「本当なら、ビショップとルークがひとつずつあったほうがよかったんだけどね。言うこと聞かない駒こまなんて必要ないわ。クイーンにする」

　海棠は、舞の言葉の意味をしばらく考えた。要するに、戦うのは千霧だけということだろうが──しかしそれだけでは安心できずに、彼は愛想あいそ笑いを浮かべながら尋ねる。

「あ、あのさ。俺は戦わなくていいんだよな？　だってほら、俺のは奇き襲しゆう向きっていうか、触ふれないと意味ねーよっていうか、吸きゆう血けつ鬼き相手にそんなことやったら死ぬっていうか──な？　色々ダメなところあるだろ？　だから、いいんだよな？」

　舞は海棠に、冷たい一いち瞥べつをくれただけでそれには答えなかった。無言のまま踵きびすを返し、自らも部屋の外へと歩み去っていく。その背中を見て海棠はため息をつき、それから渋しぶ々しぶという感じに彼女を追っていった。




　　　　◆




　部屋から出てひた走りながら、青せい磁じは前方に、三つの人影を見出していた。

　自分と同じように走っている──というよりも、歩いている。そのうちのひとつがレレナであるということを理解するまで、そう長い時間はかからなかった。

　彼女がエレベーターのボタンを押すと、扉はすぐに開いた。エレベーターに乗り込んで振り返り、初めて青磁の存在に気づく。青磁もそのまま乗り込み、『閉』のボタンを押して──

　扉が閉まる寸前に、千霧がこちらに向かって走ってくるのが見えた。

　あ、という声が漏もれたときには、すでにエレベーターの扉は閉まっていた。青磁は束つかの間、気まずい思いを味わい、それを振り払うように、彼はレレナのほうに向き直った。

　そして、青せい磁じは目を見開いた。

　レレナが背負っているのが、池いけ之の端はた絵え里り香かであると理解したからだ。その傍かたわらには──青磁も見覚えのある、彼女の母親を模した人形が立ち尽くしている。

「…………池之端」

　呆ぼう然ぜんと、青磁はそうつぶやいた。彼女の姿は昨日きのうも目にしていて、朧おぼろが絵里香の顔を殴なぐりつけるところまでも、青磁はありありと目撃していた。現に今も青磁の目の前で、絵里香の頰ほおは痛々しく腫はれ上がっている。眉み間けんに皺しわを寄せて、それを見守る青磁を──絵里香は、重そうに瞼まぶたを開けて見返してきた。

　そうして、彼女は、小さく笑った。

「……あは。時とき田た、か。みっともないとこ、見せちゃったね」

　そこまで言って、絵里香は苦痛に顔を歪ゆがめた。見れば彼女の右の足首が、砕くだかれてねじ曲がっていた。レレナは小さく絵里香の名を呼び、青磁は腹の底に冷たいものを感じている。

　あいつだ、と直感した。あの、カイドウとかいうへらへらとした男が、これをやったのだ。

　青磁は拳こぶしを握り締めた。それをあいつの顔に叩たたき込んでやれたらと、そんなことを夢想する。だが、普通の人間に過ぎない彼にできることは、あまりにも限られていた。ひとしきり無力感を嚙かみしめてから、青磁はレレナに言う。

「ツォルドルフ。早く池いけ之の端はたを、病院に連れていこう」

　レレナは戸と惑まどったように青磁のことを見る。自分がなにをすべきか、わかっていないような表情だ。きっと歯を嚙みしめて、青磁はレレナに顔を近づけた。

「朧のことは、今は放っておいていい。ここから脱出することのほうが先決だ。──君にとって大事なのは、池之端を助けることなんだろう？　なら、迷わずにそうするんだ」

　レレナの表情に、理解と決意が染み通っていく。やがて彼女は力強く頷うなずき、それを見て青磁は安心したように表情を緩ゆるめた。と、レレナの背中に負われている絵里香が、そんな二人を見て弱々しい笑い声を立てた。

「…………なによ、もう。しばらく見ないうちに、ずいぶん仲良くなってるじゃない。レレナって、奥手だと思ってたのに、さ」

　こんな状況だというのにそんな軽口が叩たたける絵里香のことを、青磁は尊敬する。レレナは顔を赤らめ、絵里香はその目を青磁のほうへと向けてくる。

「時田は、レレナのこと、知ってるんだよね？」

「……ツォルドルフが半はん吸きゆう血けつ鬼きだということか？　ああ。知っている」

　ふっ、と。

　絵里香は、笑った。なにかが抜けたような笑えみ。青磁の視線を断ち切るように、彼女はレレナの背中に顔を埋うずめる。そうしながら、くぐもった声を出した。

「……ねえ、時とき田た。──時田はさ、ずっと、ずっとレレナと仲良くしてあげてね。この子ってば、頑がん固こなくせに弱気なんだからさ。誰かが支えてあげないと、だめだと思うんだ。だから、時田が、そうしてあげてね」

「な、なに言ってるの、絵え里り香か。そんな──」
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　そこで、レレナは口を噤つぐむ。その先の言葉を恐れるかのように。しかしその言葉は、青せい磁じの耳には確かに聞こえていた。

　──そんな、もうすぐ死んでしまうような言い方を、するんじゃない。

　青磁は口の中でそうつぶやき、しかし絵里香に対しては違う答えを口にした。

「わかってる。俺おれは、ずっとツォルドルフの味方だ。……お前がそうであるように」

　絵里香は埋うずめていた顔を少しだけ動かして、目だけで青磁のことを見た。目元が、少しだけ笑えんでいる。青磁の言葉をおかしむように、あるいは、自らの愚おろかさを嗤わらうように。

　そのとき、ぽーん、という間抜けな音が響いた。

　エレベーターがロビーに着いたのだ。両開きに扉が開き、レレナは背負った絵里香の位置を修正して、歩きはじめた。青磁も母親人形も、それに続く。人ひと気けのまったくないロビーを横切って、マンションの外に出て──そこで、三人の足がぴたりと止まった。

　マンションの、外に。

　巨大な、漆しつ黒こくの狼おおかみがいたからだ。

　その狼おおかみは、人間を組み敷いているようだった。その手首に齧かじり付き、それを食いちぎろうと躍やつ起きになっている。悪夢の中のようなその光景に、青せい磁じもレレナも足を止めて、呆ぼう然ぜんと見守ることしかできなかった。

　やがて青磁はあることに気づく。自分でも疑っているような声で、彼は言った。

「…………朧おぼろと、クロサキ、か？」

　組み敷かれている人間の、特徴的な白髪しらがには見覚えがあった。ということは、ここが実際に悪夢の世界でない限り、それと戦っている狼のほうは朧ということになる。

　ともあれ、あんな非現実的な戦いに巻き込まれるのはごめんだった。ましてこちらには、怪け我がをしている絵え里り香かがいるのだ。青磁はレレナの袖そでを引いて、その場から立ち去ろうとした。先ほども言ったとおり、今重要なのは絵里香を保護することだ。

　レレナも頷うなずいて、歩き出そうとした。

　クロサキが、その目をこちらに向けたのは、ちょうどそのときだった。




　　　　◆




　クロサキが落下したであろう地点には、彼の死体は存在しなかった。

　用心深く地面に降り立って、周囲に視線を巡めぐらせる。『クモデ』を駆く使しして反応を探ると、少し離れた場所にクロサキのものがひとつ。また逃げるつもりか──とうんざりしかけたが、しかし、今度こそは違うようだった。

　朧は、ゆっくりとそちらに向かって歩いていく。

　角を曲がり、そして、街灯の下にクロサキが立っているのを見出した。朧は唇くちびるの端はしを歪ゆがめて、軽く首を傾かしげながら言う。

「どうした？　諦あきらめたのかい、クロサキ？」

「……………………」

　クロサキの格好は、ひどいものだった。割れた額ひたいはすでに塞ふさがれているが、そこから流れ出た血は未いまだに顔面にこびりついている。左手はおかしな方向へとねじ曲がり、こちらは未だに再生が及んでいないようだった。

　だが、それでも、クロサキの顔からは、殺意は消え去っていない。

　朧は呆あきれたように息を吐はく。

「ひどい有様だな。マユラが見たら、なんと言うことか」

　妹の名前を出されても、もうクロサキは動揺しなかった。ただ銃じゆう口こうをこちらに据すえて、その引き金を引くだけだ。

　ふん、と鼻を鳴らして、朧は走り出した。動く標的に向かって、銃じゆう弾だんというものはそうそう当たるものではない。結局のところ、吸きゆう血けつ鬼き同士の戦闘でもっとも重要なのは──近接戦闘に限るのだった。

　急速に間合いを詰めた朧おぼろのことを、クロサキは迎え撃つ。ナイフを持って、朧のことを切り刻もうとする。それらの斬ざん撃げきは、しかし朧の髪かみの毛を掠かすめるに留とどまっていた。──明らかに、先ほどの落下の衝しよう撃げきがまだクロサキに残っているようだ。

　ナイフを素早く躱かわして懐ふところに潜もぐり込み、小さな拳こぶしを吸きゆう血けつ鬼きの全力をもって彼の腹に叩たたき込む。クロサキの身体からだがくの字に折れ曲がり、その顎あごが下がる。朧はそこに、左のフックを叩たたきつけた。クロサキの長身が横薙なぎに吹っ飛び、コンクリート塀べいに当たって止まった。

　だが、そのあとがまずかった。追つい撃げきをしようと飛びかかった朧に、クロサキは常じよう軌きを逸いつした速度で照準して射撃、カウンター気味に腹部に命中した銃じゆう弾だんが空中で朧の動きを止める。着地もままならずに朧は地面に墜つい落らくし、さらに追い撃たれた銃弾を転がって回避する。

　間合いを取り、歩道の陰に隠かくれながら、それでも朧は笑っていた。

　こちらの『血の力』も、もうほとんど残されてはいない。しかしそれでも、今のクロサキを倒すことは、そう難しいことではないようだった。

　あるいは、昨日きのう彼の心臓を傷つけたことがまだ尾を引いているのかもしれない。心臓は、吸血鬼のすべての力の源泉だ。破壊されればその時点で吸血鬼は灰になってしまうし、ただ傷がついただけでも容易に再生はできない。失った腕うでを生やすのと、同じくらい長い時間をかけなければ、心臓の修復は完了しない。

　そのくせ、クロサキはそれを待たずに自分に襲しゆう撃げきをかけてきた。

　普段の彼ならば、考えられないことだ。機会を得るまで待って、それから行動するのがクロサキの常なのに。

　他ほかに、なにか手段を講じているのか。あるいは──ついに復ふく讐しゆうの毒が、彼の思考にまで回ってしまったのかもしれない。すなわち、自分の命をなくしてもいいから、朧に一いつ矢し報むくいたい、とでもいうように。

　先日の挑ちよう発はつが効を奏そうしたのかな、と考えながら、朧は歩道の陰から飛び出した。ずたぼろになって佇たたずむクロサキが、それでも冷静にこちらを照準する。朧は目を細めながらそれを見て、思う。

　──これで、終わりだ。僕とお前との因いん縁ねんを、今この場で終わらせる。

　その思考を、契機として。

　朧の全身が、『イヌ』に変化した。

　巨大な、黒い毛皮を持つその『イヌ』の身体は、狙そ撃げき用のライフルでも持ってこなければ砕くだくことはできないだろう。クロサキは『イヌ』に向けて銃を連射するが──全身を変化させた『イヌ』に対しては、そんなもの大した役にも立ちはしない。

　とはいえ、いいことばかりではない。的まとがでかいから当たりやすいし、なにより全身を変化させるということは、あまりにも多くの『血の力』を消しよう耗もうしすぎてしまう。長くこうしてはいられないなと薄うすく考えながら、朧おぼろはクロサキに向かって、飛びかかった。

　人の身体からだを凌りよう駕がするほどの大きさの『イヌ』に突とつ撃げきされて、クロサキはバランスを崩くずして地面に倒れ込んだ。咄とつ嗟さに首を庇かばったクロサキの右腕うでを、朧の牙きばは易やす々やすと嚙かみ砕くだいていく。血が溢あふれ出して朧の黒い毛皮を濡ぬらし、彼は満足そうな唸うなり声を喉のどの奥からあげる。

「……ぐっ…………がああああっ!!」

　クロサキの、苦痛に満ちた声に混じって、ごりごりと、骨が分断されていく小気味のいい音が朧の耳に入ってくる。このままこれを食いちぎり、最後に喉を食いちぎる。そう決めて、『イヌ』と化した朧はさらに顎あごに力を込め──

　そこで、気づいた。

　遠く離れた、マンションの入り口に、レレナと青せい磁じが立ち尽くして、啞あ然ぜんとしながらこちらを見つめている。

　そちらに注意を取られてしまったのは、なぜだっただろう。戦闘中にそんなことをするなど、新しん米まい兵士ではあるまいし、朧にはあるまじきことだった。そのおかげで──朧は、クロサキに脱出する隙すきを与えてしまった。

「────な、め、る、なァッ！」

　銃じゆうを取り落として、開いた左手にクロサキはナイフを受け渡した。彼はその切っ先で、『イヌ』になった朧の右目を抉えぐった。弾はじけるような痛みと共に、視界の半分が失われる。その衝しよう撃げきによって生まれた、ほんの一いつ瞬しゆんの隙かん間げきに──クロサキの、怨えん嗟さに満ちた声が滑すべり込んできた。

「……貴様は、俺おれから、もっとも大切なものを奪った」

　クロサキは、再びナイフを振り上げ、

「…………それならば！　貴様も！」

　それを、自分の右腕に向けて、勢いよく振り下ろした。

「俺の苦しみの、何十分の一かでも！　味わうがいい!!」

　クロサキの右腕が、肘ひじの辺りから綺麗きれいに切断される。身体の自由を得たクロサキは、それを最大限に有効活用した。『イヌ』の腹を蹴けり飛ばして、その勢いを利用して──マンションの入り口に立ち尽くす、レレナのほうへと一直線に走り抜けていった。

「────────ッ!?」

　今まで、決して感じたことのない焦あせりが朧の中で弾はじけた。地面の上を転がる『イヌ』の身体の制せい御ぎよをどうにか取り戻す。だが、そのときにはすでに、クロサキはレレナの元へと辿たどり着いていた。硬直したように動けないでいるレレナに、クロサキはそのナイフを振り下ろし──

　レレナの目の前に、絵え里り香かの母親人形が立ちはだかった。




　　　　◆




　池いけ之の端はた絵え里り香かは、母親の作る料理が大好きだった。

　彼女はなんでも作ることができた。ハンバーグもオムレツもクリームシチューも、彼女の手から生み出された料理の数々は、世界で一番おいしいもののように絵里香には感じられた。しかし絵里香が好きだったのは、単に料理の味だけではなかった。──それを食べる自分を見守る、父と母の笑顔が、なによりも大好きだったのだ。

　絵里香は今でも、ありありと思い出すことができる。それは、毎日繰り返されてきた光景だったからだ。当然のようにそこにある光景だったからだ。

　母の作った料理を囲み、二人で父の帰りを待っている。やがてマンションの扉が開く音がして、絵里香は跳はねるように、母はゆっくりと立ち上がる。仕事に疲れた父を労ねぎらいながら、その日の夕食が始まる。それぞれが、それぞれの一日の中で体験した出来事を、笑いながら語り合う。ただそれだけのこと。

　あの笑顔を、もう一度見たいと思った。

　あの団だん欒らんを、もう一度取り戻したいと思った。

　ただ、それだけだったのに──




　クロサキのナイフが、絵里香の母親の顔面に埋うまった。

　右目を貫通したそれは、吸きゆう血けつ鬼きの腕わん力りよくによって鼻を通って左頰ほおまで、一直線に切り裂さいた。鮮せん血けつが噴ふき上がり、絵里香の母親は、ゆっくりと地面に崩くずれ落ちていく。ごとりと頭が転がって、絵里香のほうを見上げた。

　片方だけ残った母の目が、無む惨ざんに切り裂さかれた母の顔が──絵里香を見上げていた。

　絵里香の唇くちびるが震えた。その唇が、震える言葉を紡つむぎ出した。

　どうして。

「──え？」

　レレナが聞き返してくる。絵里香はそれには答えない。ただ、幼児のように言葉を繰り返すばかりだ。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう。一体なにが悪かったのだろうか。自分はただ、誰もが持っているありふれたものが欲しかっただけなのに。家族の温ぬくもりという、ただそれだけのことを望んでいただけなのに。一体、どこで間違ってしまったのだろうか。

　父は舞まいの能力の材料にされた。母はクロサキに切り刻まれ、絵里香の目の前で死体のように転がっている。

　絵里香が、そう仕向けたのだ。

　それを直接行ったのが、舞まいであろうとも、クロサキであろうとも──絵え里り香かが、そもそも彼らを人形なんかにしなければ、二人があんなひどい目に遭あうことはなかったのだ。

　彼らを殺したのは、自分の欲望だ。

　そう思った瞬しゆん間かん──絵里香の中で、必死になって抑おさえ込んでいたなにかが、堰せきを切って溢あふれ出した。

　身体からだを動かして、絵里香はレレナの背から這はい出した。レレナが慌あわててそれを制止しようとしたが、そのときにはすでに、絵里香の身体からだは地面に転げ落ちていた。折れた足首をしたたかに打ちつけて、電でん撃げきのような激痛が全身に走る。絵里香はそれを、血が出るほどに唇くちびるを嚙かみしめて耐えた。

　そうして、芋いも虫むしのように這いながら、虫の死し骸がいのように動かないでいる母親のほうへと近づいていく。その胸に縋すがりつくようにして顔を寄せながら、絵里香は引き裂さかれた母親の顔を、自らの『糸』を使って縫ほう合ごうした。

　綺き麗れいになった母親の顔を見て、絵里香は、小さくつぶやいた。

　ごめんなさい。

　こんなひどいことをして、ごめんなさい。人形なんかにして、ごめんなさい。言葉をひとつ口にするたびに、涙なみだが一ひと粒つぶずつ目から溢れた。頰ほおを伝い、顎あごから滴したたって、彫ちよう像ぞうのように綺麗になった母の顔へと落ち込んでいく。それでも溢れる罪悪感は留とどまることなく、絵里香の心臓を責め苛さいなんでいる。

　レレナを守る、盾たてなんかにして、ごめんなさい。

　涙なみだでぐしゃぐしゃに汚よごれた顔を、絵里香は母の胸に押しつけた。それこそ母親に甘える幼児のように。そうやってしゃくりあげながら、それでも、と絵里香は考えた。

　──ごめんなさい。それでも。それでも、どうしてもレレナのことを守りたかった。自分のことを、心から想ってくれるあの親友のことを、救いたかった。例え自らの両親を、犠ぎ牲せいにしてでも。例えそれが、自らの望みを否定することであっても。




　絵里香はレレナに、生きていて欲しかったのだ。




　　　　◆




　海かい棠どうから連絡を受けた千ち霧ぎりは、嬉き々きとして口元の包ほう帯たいを外していた。

　──また、おいしいものがたべられる。

　千霧の頭には、そのことしか入っていない。その『おいしいもの』がなんであれ、それが食べられるのならば、千霧にとっては他ほかのあらゆる物事はどうでもいいことだった。

　エレベーターがマンションのロビーにつき、その扉が両側に開いていく。ゆっくりと足を踏み出しながら、千ち霧ぎりはちらりと唇くちびるを開ける。

　千霧は『おいしいもの』が好きだった。それをくれる人も好きだった。最近になって出会った、『おいしいもの』をたくさんくれる、時とき田た青せい磁じという少年が、今のところそれに当たる。

　彼のことを考えると、千霧は不思議な気持ちになる。胸の奥がうずくような、そわそわと落ち着かないような、そんな気分。かすかに顔を赤らめながら、千霧はこんなことを思う。

　──せいじは、いったい、どんなあじがするだろう？

　想像しただけで、千霧の口の中には唾つばが湧わいてくる。ごくりと飲み下して、彼女は歩きつづける。ロビーの出口、透明なガラス戸の自動ドアの向こうに、青磁の背中が見えて、千霧は乏とぼしい自制心を発揮しなくてはならなかった。

　まだ、彼の番ではない。

　今、自分が相手をしなければいけないものは──

　いた。

　青磁の隣となりにいる、レレナとかいう少女を襲っている男。あれが、千霧の目標だった。

　包ほう帯たいを外した唇くちびるが、喜びの形を作る。そうして、千霧は唇を開いて──

『饕餮タイラント』を、発動させた。

　黒い炎ほのおが、千霧の唇から洪こう水ずいのように溢あふれ出る。どろどろとした粘ねん性せいを持つその炎ほのおは、あっという間に千霧の顎あごを覆おおい尽くした。炎の浸食は留とどまることを知らず、口元を基点として、まさしく燎りよう原げんの火のように千霧の全身に広がっていく。

　その中で、千霧は恍こう惚こつに目を細めていた。

　──おいしい、おいしい、おしょくじのじかん。

　そんなことを思う。青磁に奢おごってもらった、いろんな店のいろんな食べ物は、確かに千霧を魅み了りようした。また食べたいと、また口にしたいと、そう思わせてくれた。

　けれども、それらが千霧の空腹を癒いやすことは、決してなかったのだ。

　本当に、お腹なかいっぱいに食べたいときは──




　やはり、人を喰らうに限る。




　全身を、黒く蟠わだかまる炎ほのおに包ませた千霧は、四つん這ばいになって目標を見定めた。レレナをかばうようにして立つ女性にナイフを突き刺さして、クロサキは再びそれを引き上げている。もう我が慢まんできなかった。あの吸きゆう血けつ鬼きの男のことは、ずっとずっと前から、食べたいと思っていたのだ。

　やはり、吸血鬼は、人間とは違う味なのだろうか。

　千霧が地面を蹴けると、突風が巻き起こった。

　自動ドアを粉々に砕くだいて、千霧は外へと飛び出す。黒い炎を纏まとった左手で、クロサキの首元をかっ攫さらっていく。突然の衝しよう撃げきに目を白黒させるクロサキのことが面白くて、面白くて──千ち霧ぎりは、笑い声を上げた。

「──────ク、アアアアァァァアァァァァァアァァァァアアァアッ!!」

　甲かん高だかいその笑しよう声せいが、夜空へと吸い込まれていくのを、千霧は片手でクロサキの首を握り締めながら見送った。と、そこでクロサキが最後の足あ搔がきを見せた。左手に持ったナイフで、自分を摑つかむ千霧の手を攻撃したのだ。

　だが──銀の刃やいばを持つナイフが千霧の手首を切断することはなかった。

　千霧の手首に開いた口が、その歯で刃を受け止めたからだ。

「……………………」

　呆ぼう然ぜんと、クロサキは目を見開く。彼の目の前で、千霧がその身体からだに纏まとった黒い炎ほのおに、何十もの顔が現れた。黒い炎の中で焼き尽くされているかのように、それらの顔はすべて苦く悶もんに歪ゆがんでいた。目を見開き、口を大きく開け、歯を剝むき出しにして、泣き叫んでいる。クロサキのナイフは、黒い炎の中に現出している数多あまたの顔のうちのひとつに嚙かみつかれ、押しとどめらてれいた。

『饕餮タイラント』によって食した、数多の人間たち。

　その中には、千霧の両親の顔もあるはずだった。

　なぜならば、彼らこそが、千霧が最初に食した人間だったからだ。

　──あれは、おいしかったな。

　そんなことを思い、そして、涎よだれの溢あふれる自身の口を、千霧はばくりと開いた。

『饕餮タイラント』が生成した黒く長大な牙きばを、クロサキのもっとも柔やわらかい部分、その腹部へと差し込んだ。歯と顎あごを巧たくみに使ってごりごりと、皮ひ膚ふと筋肉を綺麗きれいに分割して、柔らかくジューシーな内臓部分へと顔を滑すべり込ませていく。

「────あ、あっ、────があっ！」

　クロサキの身体が、痙けい攣れんする。それでも千霧は顔を潜もぐらせるのをやめようとしない。内臓が暖かい湯ゆ気げを放ち、香こうばしい匂においが千霧の鼻をくすぐっている。その中で、千霧は極めて単純な作業──口を開け、それを閉じて、嚙かみ千ち切ぎったものを喉のどの奥に流し込む──を繰り返していた。

　おいしかった。千霧は舌したを持たないから、味なんてわからないはずなのに──なぜか、千霧はその肉を美お味いしいと感じる。人間の、生き物の肉には魂たましいがこびりついているからだろうか。千霧の『饕餮タイラント』は、肉と一いつ緒しよにその魂たましいをも取り込んでしまうからだろうか。今まで食したすべての人間が、『饕餮タイラント』の中に現れるのは、そういう理屈なのだろうか、と千霧はぼんやり考える。

　けれどもその思考も、楽しい楽しい食事の時間の前では、すぐに色褪あせて消えてなくなってしまった。

　なにか固い物が歯に当たり、千霧はそれを、ぶぢん、といとも容易たやすく嚙み千切った。それと同時に、ばたばたと足あ搔がいていたクロサキの両足が、死んだようにその動きを止めた。腹から顔を出し、歯の隙すき間まに混じったそれをぺっと吐はき出す。

　それは、背骨だった。

　ああ、だから嚙かみ切った瞬しゆん間かん断線したのか、と納得し、千ち霧ぎりはクルクルと喉のどを鳴らして笑った。

　と、ふと千霧の目に、クロサキの顔が映った。

　目は虚うつろに開かれ、口元からは間かん歇けつ泉せんのようにごぼごぼと血が溢あふれている。それでも、その唇くちびるは言葉を紡つむいでいた。

「…………き、さま………………なんぞ、に…………！」

　そうつぶやき、クロサキは最後の力を振り絞しぼるように、ナイフを振り上げ──

　千霧は無造作むぞうさに片手をクロサキの頭に叩たたきつけ、それを粉々に砕くだいた。

　さすがの吸きゆう血けつ鬼きでも、頭を砕かれてまだ動いていられるほどの生命力は持っていなかったらしい。大人おとなしくなったクロサキの身体を、千霧はいつまでも貪むさぼりつづけていた。




　　　　◆




　レレナは口元を押さえて、目の前で繰り広げられている凄せい惨さんな光景を、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　人の形をした黒い炎ほのおが、かつてクロサキだったものを、ばりぼりと音を立てながら喰らっている。すでにクロサキの身体からだは、原型を留とどめてはいなかった。吸血鬼の再生力でも追いつかないほどに、暴力的に打ち砕かれた人体の残ざん骸がいから、レレナはたまらなくなって目を背そむける。

　と、その視線が、足下でうずくまる、絵え里り香かに留とまった。

　絵里香は──母親に縋すがりついて、泣いていた。

　レレナはそれを見て、唇くちびるを嚙かんだ。

　彼女の母親人形は、すでに綺麗きれいな顔に戻っていた。『お父さんお母さんパペツトピアレンツ』の能力を使ったのかもしれない。本当ならばそこには、レレナを庇かばって受けた裂れつ傷しようがあったはずなのに。たとえそれが、人形と化してしまった母親でも──絵里香が、彼女のことを愛しているのには、変わりないというのに。

　──絵里香は、お母さんを犠ぎ牲せいにしてまでも、私のことを助けてくれたんだ。

　そんなことを、思う。

　レレナは絵里香の傍そばにしゃがみ込んだ。母親の胸に縋すがりついて、幼児のように嗚咽おえつを漏もらしている絵里香の背を、そっと撫なでる。そうすると、絵里香の身体の震えが、少しだけ収まった。涙なみだに濡ぬれた顔を上げて、レレナのことをじっと見て。

　そして、絵里香は、柔らかく微笑ほほえんだ。

　泣き笑いのその顔を見て、レレナは胸の奥底が締めつけられるような感覚を味わう。口を開き、なにかを言おうとするが、しかし喉のどの奥からは声が出てこない。そうしているあいだに、絵え里り香かが手を伸ばして、そっとレレナの頰ほおに触ふれた。

　ぽろぽろと涙なみだの零こぼれるその目を閉じて、絵里香は、言う。

「……レレナ。怪け我がは、ない？」

　自らの顔に触ふれる、絵里香の手を取って、レレナは何度も何度も頷うなずいた。

「うん。……うん。絵里香のおかげで──絵里香が、助けてくれたおかげだよ。ありがとう。──ごめんね、絵里香」

　絵里香は笑ったまま、力なく首を振る。唇くちびるを嚙かみしめて、レレナは絵里香の手を、強く強く握り締めた。また、なにかを言おうとして、口を開き──

「お。もう終わらせたのか、さすがは千ち霧ぎりだな」

　背後から、場に似つかわしくない陽気な声が響いてきた。

　弾はじかれたように振り向くと、そこには相も変わらず派は手でな服装をした海かい棠どうが、薄うすい青色のサングラスをこちらに向けていた。友人に対してそうするように、軽く手を上げた彼を見て、レレナは絵里香の手を握る力を強くする。

　と、傍そばに立つ青せい磁じが、ぽつりとつぶやいた。

「……千霧、だって？　あれが？」

　それを聞きつけて、海棠はにやりと笑う。

「そうさ。あれが千霧の能力、『饕餮タイラント』だ！　初めて見るだろ？　驚いただろ？　あれが千霧の本質なんだよ。お前なんかが近づいていい相手じゃないんだ、千霧は」

「そんなことは、どうでもいい」

　そう口を挟はさみ、一歩前に出たのは──朧おぼろだった。

　ポケットに手を突っ込んで、首を傾かしげて海棠のことを見上げている。その横顔に、危険な色が滲にじんでいるのを、レレナは確かに見て取った。剣けん吞のんに目を細めながら、朧は小さな声で言う。

「クロサキとは、長い因いん縁ねんだったが──まさかこんなふうに終わるとは思ってもいなかった。少し不快だね。お前で僕の不愉快を晴らさせてもらってもいいかな？」

　そして朧は一歩足を踏み出し、海棠は押されるように一歩後こう退たいする。押し留とどめるように両手を胸の高さまで上げて、海棠は慌あわてたように言葉を返した。

「い、いや、でもまあ、まだ因縁がなくなったわけじゃないと思うから、安心するのは早いと思うよ、朧くん」

「……どういう意味だ？」

「どうもこうも、千霧の『饕餮タイラント』は、そういう性質を持ってるんだよ。喰った相手の性質を、そのまま自分の物にする。クロサキは、よっぽどあんたのことを恨うらんでたみたいだからなあ。あれだけ強い恨みなら、まるまる千霧に引き継がれるだろうぜ」

　その言葉に──青磁と朧とレレナは、自然と千霧のほうに目を向けていた。

　クロサキのほとんどを貪むさぼり尽くした、黒い化け物が、ゆっくりと立ち上がるところだった。

　その目と思しき、紅あかく煌こう々こうと光る二つの穴を、こちらに向けてくる。それだけで、レレナの背筋がぞわりと怖気おぞけ立った。朧おぼろは身体からだを低くして、戦闘態勢へと移行する。そして青せい磁じは、小さな声で、千ち霧ぎりの名を呼んでいた。

　三者三様の反応を見せる朧たちに向かって、黒い化け物は──千霧は、一歩足を踏み出す。

　だが、その歩みは、再び響いた声に止められた。

「……やめなさい。千霧」

　その、声に。

　レレナは、弾はじかれたように振り返る。

　目の前にまで近づいていた舞まいの姿に、レレナは戦せん慄りつに身体を固くした。その傍かたわらにいる、『想イ人ツキシマ』は、顔のない顔を茫ぼう洋ようとレレナに向けている。舞は『想イ人ツキシマ』と海かい棠どうを従えながら、レレナたちとすれ違うようにして、千霧のほうへと歩いていった。

　舞が千霧に向かって軽く首を振ると──千霧が纏まとう、黒い炎ほのおのようなものは、一いつ瞬しゆんにして収束して行った。ずるずると音を立てるようにして、黒い炎は千霧の口の中へと潜もぐり込んでいく。それをごくんと飲み込んで──千霧は、けぷ、とげっぷをした。

　二人の末まつ端たんと、ひとりの『想イ人ツキシマ』を従えて、舞は唇くちびるを引き結んで、レレナたちのことを見た。

「……レレナ。もう一度聞くけれど、こっちに来る気は、ないのね？」

　レレナもまた、目に力を込めて舞のことを見返した。ぶんぶんと激しく首を振ったレレナに、舞は哀かなしげに表情を歪ゆがめる。そう、と吐と息いきのような声でつぶやいて──

　そして、彼女はぴんと人差し指を立てた。

「それなら、仕方ないね、レレナ」

　その瞬しゆん間かん。

　母親人形のところでうずくまっていた絵え里り香かの身体が、ぴくりと震えた。レレナは思わず、しゃがみ込んで彼女の肩かたを抱だく。

「……絵里香？」

「あなたがそう言うのなら。あたしも、やるべきことをやるしかない」

　絵里香の身体の震えが──次第に、大きくなっていく。母の元にしゃがみ込んでいた彼女は、地面に膝ひざを突き、手を突いて、四つん這ばいになってしまった。激しく咳せき込みはじめた絵里香の姿を、レレナはただ呆ぼう然ぜんと眺ながめることしかできない。

「…………あっ、か、かはっ、がっ────ッ！」

「絵里香はあたしにとっても大事な友達だったけど、ね。これも、やっぱり仕方ないよ、レレナ。あたしにとっては──絵里香よりも、あなたのほうがずっと大事なんだもん」

　絵里香の、口の中から──

　黒い、どろりとした液体が、溢あふれ出てきた。

「────絵え里り香かッ!?」

　叫んで、レレナは絵里香の身体からだに触ふれる。それをきっかけとしたかのように、絵里香の身体がぐらりと揺れて、彼女は前のめりに倒れ込んだ。それきり、ぴくりとも動かなくなる。そんな絵里香の横を、黒い液体は這はいずりながら移動していく。

　レレナの頭に、閃ひらめくものがあった。

　絵里香に、彼女の両親を操る力を与えていた、『貪とん』の一部。

　それが──あの、黒い液体なのだ。

　蛇へびのような速さで、液体は──『貪』の一部は、その本体へと戻っていく。舞まいの白い足を絡からめ取るようにして上り、白いパジャマの裾すその中へと入り込んで、見えなくなってしまった。舞は満足げに目を細めながら、レレナと──倒れ伏して動かない、絵里香のことを見る。

　そして彼女は、こう言った。

「あなたが、こちらの日常に来たくないと言うのなら。──来たくなるように、仕向けてあげるわ」

　そして、舞は笑った。昔せき日じつの彼女のものでは、決してない笑えみ。──『貪』としての、獣けもののように冷れい徹てつな笑顔を、その愛らしい顔に浮かべ、

「そうなりたくなるくらい──今の、あなたの日常を、めちゃくちゃにしてあげる。そこで転がってる、絵里香の抜け殻がらみたいに、ね」

「……………………ッ！」

　自分をにらみつけたレレナに、舞の笑みに複雑な色が混じった。彼女はそれを見られるのを恐れるように、くるりと踵きびすを返す。二人の末まつ端たんと、ひとりの『想イ人ツキシマ』を連れながら、舞は背中越しに手を振った。

「それじゃね、レレナ。──また、近いうちに」

　それきり、彼らは振り向かずに、夜の町の向こうへと遠ざかっていった。

　朧おぼろが、レレナのことを見上げた。その表情に微び妙みような色を混じらせながら尋ねる。

「なんなら、今僕があいつらのことを追って、息の根を止めてやろうか？」

　レレナはそれに対して、力なく首を振った。

「……いくらあなたでも、クロサキと戦ったあとに、あの人たちを倒すことは、できないでしょ？　今は、それよりも──」

　そしてレレナは、倒れ伏している絵里香のことを見下ろした。

　涙なみだがこみ上げてくる。ぐっとそれを飲み込んで、彼女は小さな声で、つぶやく。

「絵里香を、どこか、落ち着いた場所まで、運ばなくちゃ」

　その言葉に、青せい磁じがこくりと頷うなずいた。無言のまま絵里香に近づき、彼女の肩かたを抱だいて持ち上げる。その腕うでが、ぐにゃりと力なく垂れ下がって、レレナをたまらない気持ちにさせた。

　それでも──

　レレナは、ただ見ていることはしなかった。唇くちびるを、破れるほどに嚙かみしめて、つんと鼻を刺激する涙なみだを必死になって押し殺す。青せい磁じが抱かかえているのとは反対側の肩かたを抱えて、そして二人は歩きはじめる。

　絵里香の横顔を盗ぬすみ見る。彼女は、ただ眠ねむっているだけに見えた。呼吸も、しているようだ。『貪とん』の一部を失ったとはいえ、彼女は命までも失ってしまったわけではないのだ──そう自分に言い聞かせながら、レレナは病院への道順を、頭の中に思い描いていた。
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　そして絵え里り香かは、レレナの目の前で昏こん々こんと眠ねむっている。

　守かみ代しろ中央病院の病室、その窓際に彼女のベッドは据すえ置かれていた。保護者を持たない絵里香のために、たまを伴ってこの部屋を絵里香のために用意してから、もう一週間以上が経過している。そのあいだに、絵里香が目を覚ましたことは、一度も、なかった。

　医師の説明では、命に別状はまったくないのだという。それどころか、身体的な異状も、足首の骨折以外にはどこにも認めることができなかったらしい。

　にもかかわらず、絵里香は目覚めない。

　医師は首を捻ひねっていたが──しかし、レレナはその理由を知っていた。

　絵里香の中にあった『貪とん』が、彼女の身体からだから出て行くときに、その精神のほとんどを奪い去っていってしまったからだ。

　魂たましいと呼べるものが人間にあるとしたなら、絵里香はきっと、それを喪うしなってしまったのだろう。魂を失なくした肉体がどうなるのかは、レレナにも青せい磁じにも、朧おぼろにもわからなかった。

　それでも、絵里香は生きていた。

　ただ眠るように横たわりながら、静かに呼吸をしていた。

　絵里香の病室を訪れて、安らかなその寝顔を見るたびに、レレナは胸が締めつけられるような気分になった。すでに喪われた人の、残された肉体を見るのは辛つらかった。抜け殻がら、という舞まいの言葉がたびたび脳のう裏りに浮かび、レレナは首を振ってその言葉を追い払わなくてはならなかった。

　絵里香を元に戻す方法はあるのだろうか、と自問する。

　答えが出るはずがない。『貪』の生態を一番詳くわしく知っているはずの朧でさえも、『貪』に喰われた人間を元通りにする方法など、まったく知らないと主張していたのだから。レレナに、その方法を見出せるはずもなかった。

　それに、仮に目覚めたとしても、すでに絵里香の家族は、この世のどこにもいないのだ。

　絵里香の母親が死体として発見されたということを、レレナは事件の数日後に知った。殺人ではなく、変死として処理されたらしいが──ひとり残され、自らも意識を失っている絵里香のもとに、何回か警察が尋ねて来たことがあった。それを見て、レレナは絵里香がひとりきりになってしまったことを痛感した。

　過ぎ去ったものは、元には戻らない。レレナは舞にそう言った。

　壊こわれた人形が元に戻らないように。覆くつがえった盆ぼんに水が返らないように。絵里香の魂が戻ってくることも、もう、ないのかもしれない。

　そんなことを考えて、そのたびにレレナは、涙なみだを堪こらえなければならなかった。絵里香の病室で、動かない彼女の手を握りながら、下を向いて懸けん命めいに唇くちびるを嚙かまなければならなかった。

　自分が泣いていてはなにも始まらないということを、レレナは知っているからだ。

　レレナは、絵里香を救うと決めた。『貪』の魔ま手しゆから、その束そく縛ばくから。その決意は、彼女が抜け殻がらになってしまった今でも、なお続いている。『貪とん』を──舞まいを締め上げてでも、絵え里り香かを元通りにする方法を探し出すのだと、次第にレレナは、そう決意を新たにするようになっていた。




　　　　◆




　そして夏休みは終わり、レレナは久しぶりの制服に身を包んで、学校への道を歩いている。

　二学期の、初日である。九月に入ったというのに日差しは相変わらずきつく、レレナは普段どおりの黒い雨あま傘がさを差しながら、ひとりで学校へと向かう坂道を登っていた。

　いつも途と中ちゆうで声をかけ、一いつ緒しよになって合流してくれた少女は、今はもういない。そのうら寂しさに、レレナはため息をつきかけて、

「あっ！　おはよ、レレナ！」

　望もち月づき弥生やよいが、そんな挨あい拶さつをしながら駆かけ寄ってきた。

　すちゃ、と上げられた片手を見て、レレナはぽかんと口を開ける。その視線に、弥生は気まずそうに口元を曲げ、手を引っ込めた。その手を個性的な癖くせっ毛に突っ込んで、ぽりぽりと搔かく。

「…………こほん。あー、っと。おはよう」

「お、おはよう。──弥生」

　名前で呼ぶと、彼女の表情にうっすらとした笑えみが浮かんだ。それを見て、レレナの口元が綻ほころぶ。どちらとはなしに、歩みを揃そろえて坂道を上りながら、話題は過ぎ去った夏休みに及んでいた。

「あーあ、今日からまた憂ゆう鬱うつな学校生活かあ。ねね、レレナはさ、夏休みのあいだどっかに行った？　それともなんか胸ときめくイベントがあったりした？」

　レレナの人生に影響を与えるような、重大な出来事ならば確かにあった。だが、もちろんそれを口にするわけにはいかない。きらきらと輝く弥生の瞳ひとみから、それとなく顔を背そむけて、レレナはふるふると首を振る。

「……ううん。なにも。弥生は、どうだった？」

「ん～、あたしも特にないかなあ。レレナと一緒にお祭り行って、家族と一緒に旅行して──あ！　そう、そうだ！　思い出した！　──絵里香がどうなったか、知ってる？　や、あれからあたしも連絡しようと思ったんだけどさ、全然携帯に繫つながんなくて。レレナなら、連絡先わかるんじゃない？」

　ぎくり、と。レレナの心臓が、跳はねる音がした。

　絵里香は、発見されて、保護された。たとえ彼女が心を喪うしなっていても、たとえ彼女が家族を失っていても、そのことに変わりはなく、ゆえにその知らせはいつか弥生の耳にも届くだろう。そのことがわかっていながら、しかしレレナはそれを彼女に伝えることはできなかった。それをするだけの勇気を、持っていなかった。

　無む邪じや気きな弥生やよいの笑えみから目をそらして、レレナは小さな声で、

「…………わ、わかんない。私のところにも、連絡、来てないから──」

　そう、とつぶやいて、弥生は残念そうな表情を浮かべる。その表情が、レレナの罪悪感をちくちくと刺激する。暗い病院で眠ねむる絵え里り香かの姿と、日光の下を歩いている自分の姿を思い比べて、レレナは初日から、自分の心が重くなるのを感じていた。




　一ヶ月振りの朝の喧けん噪そうは、心なしか普段よりも騒さわがしくレレナの耳に響いていた。

　決められた席に座り、ぼんやりと周囲を観察する。誰も彼もが、夏休みが終わってしまったことへの無念さをその表情に滲にじませていた。この夏休みにどこかへ行ったとか行ってないとか、恋人ができたとかできなかったとか、宿題をやったとかやってないとか。

　そんな、ありふれた会話が──なぜか、レレナには、遠いものに感じられてならなかった。

　教室をさ迷っていたレレナの視線が、青せい磁じの上に留まった。友人と話している彼の顔には、しかしどことなく、レレナと同じ暗さが混じっているような気がした。

　と、その視線に気づいたのか──青磁が、ふとこちらを見た。思わず目をそらしてしまいたくなるが、なぜかレレナはそうはしなかった。あるいは、彼に対する仲間意識めいたものが、レレナの首を固定していたのかもしれない。

　青磁はレレナを見て、わずかに眉まゆを曇らせた。それから、小さく頷うなずいてくれた。

　それだけで──レレナは、自分が抱かかえている得体の知れない寂しさが、少しだけ薄うすらぐのを感じた。

　礼を言う代わりにレレナは微笑ほほえみ、それを見て青磁はちょっと慌あわてたようだった。距離を置いた、言葉を交わさない共犯者めいた会話は、しかし教室に入ってきた伊い藤とう先生によって中断されてしまった。

「ほらほら席つけーお前らー。今さら騒いだって宿題はできゃしないぞお」

　久しぶりの先生の軽口に、教室全体が笑いさざめく。あちこちで溜たまって会話をしていた生徒たちが、それぞれ所定の席へと戻っていく。全員が着席したことを確認してから、伊藤先生は相変わらず軽い口く調ちようで言う。

「久しぶりだなあ、元気そうでなによりだ。ま、元気じゃない奴やつもいるだろうが──そういう奴やつへの説教は、まあ後回しにするとしてだ。とりあえず、始業式は十五分後だから、遅れずに集合するように。いいなあ？」

　間延びした確認の声に、答える生徒はまばらだった。それでも伊藤先生はさして気にした素振りも見せずに、次の話題へと移行する。

「──ええと、それでだな。実はこのクラスに、転入生が来ることになった。今のうちに紹しよう介かいしておくから、まあ、仲良くしてやってくれ」

　今度は、おおお、という目立った反応がクラスに起こった。それはそうだろう、とレレナは傍ぼう観かん者のようにぼんやりと考えていた。新しい生徒がクラスに入るということは、それなりの刺激になるものだ。男子も女子も、それぞれがそれぞれの友人と顔を見合わせ、小声で何事かを話しはじめる。と、伊い藤とう先生がぱんぱんと机を叩たたき、

「はいはい、静かに静かにー。──よし、おおい、もう入って来てもいいぞー」

　一拍あってから、教室の扉が、がらりと開いた。

　長い黒髪かみを揺らしながら入ってきた、その転入生の姿を見て。

　レレナは、全身の血液が凍こおりつくのを感じた。

　教きよう壇だんの横に立った転入生は、まずクラスの生徒全員を見渡した。その中からレレナの姿を見つけ出すと、彼女は黒い唇くちびるを歪ゆがめて笑った。小さく手を上げて、レレナに向かって挨あい拶さつする。それを目め聡ざとく見つけた伊藤先生が、不思議そうな声をあげる。

「なんだ？　知り合いでもいるのか？」

　転入生はその言葉に、如じよ才さいのない微笑ほほえみで答えた。

「ええ。実はこのクラスに、昔からの友達がいるんですよ」

「そうかそうか、なら早くクラスに溶け込めそうだな。いや、よかったよかった。──ああ、でもまあ、一応自己紹介を頼むなあ。このクラスの大部分は、お前のことを知らないんだから」

「あは。わかってますって」

　そのやり取りに、何人かが笑い声を立てた。転入生はちろりと舌したを出してその笑声に答え、黒板のほうに向き直って、そこに自らの名前を書きはじめた。

　和なごやかなムードに染まった、教室の中で──

　レレナは、ひとりだけ、手のひらが破けるほどにその手を握り締めていた。

　名前を書き終えた転入生は、再びクラスメイトのほうを向いた。そして彼女はぺこりと頭を下げて、レレナの顔を見つめながら楽しそうな声を響かせたのだった。

「──初めまして、雪ゆき村むら舞まいと言います。どうぞよろしくお願いしますね！」





終わり









あとがき







　どうもこんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

　さて、『吸血鬼のひめごと』第二巻、楽しんでいただけましたでしょうか？




　今回は実に懐なつかしいキャラが登場します。まだ読んでない方の為に名言は避けますが、というか大体表紙でネタバレしてるような気もするのですが、ともかくも懐かしいキャラです。僕も書くのは数年ぶりです。まったくもって懐かしい。

　しかし懐かしいのはいいのですが、おかげで『吸血鬼のひめごと』が『吸血鬼のおしごと』を読んだ人専用みたいな感じになりつつあるのがちょっとアレです。困りましたね。

　そんなわけで、『吸血鬼のおしごと』を未読の方がもしいらっしゃいましたら、書店にダッシュして買ってくださると喜びますよ！　主に僕が。

　なあに、たったの全七巻プラスＳＰですよ。もちろん古本屋という手段もありますが、その場合は僕が悲しんでしまうというデメリットがあることを警告しておきます。




　ところで。

　前回のあとがきで、「次も頑がん張ばってレレナを苦しめて～」みたいなことを書いてしまったのですが、ちょっとそれは誤解を招く表現でした。お詫わびします。別に僕はレレナを苦しめたいわけではないのです。そんなサディストじゃないんですから、誰かが苦しむのを見て喜ぶ趣味など持っていません！

　今回のお話で、レレナは苦しみを味わいました。しかし同時に、彼女は成長もしたはずです。苦難を乗り越えてこそ人は成長するものですし、逆に苦難のないところに成長はありえないのです。

　次回のお話でも、レレナは苦しむことでしょう。そして、その苦しみに見合うだけの成長を遂げるはずです。でなくば過去の日常に決着をつけることはできません。レレナがどのようにケリをつけるのか、どうぞ温かく見守ってやってくださいまし。




　それでは、そんなこんなで恒こう例れいのお礼タイムを。

　まずは担当編集者さま方。いつもいつもいつもいつも、「まだできてません」という僕の泣き言を優しく受け止めてくださり、ありがとうございます。年末進行だというのに遅らせてしまって申し訳ありません。次回こそは、必ず……！

　イラストレーターの片かた瀬せさん。いつも素す敵てきなイラスト、ありがとうございます。担当さんから「片瀬さんはたまが好きらしいですよ」という噂うわさを聞きつけ、密かにガッツポーズをしています。僕も好きです！

　そして最後に、この本を手に取ってくださった読者の方々に、最大級の感謝を捧ささげたいと思います。あなたがたがいなくばこのお話は成り立ちません。本当に、ありがとうございます。

　それではまた、次のお話でお会いいたしましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

シータ（右・生後２ヶ月）と著者（左・生後３０５ヶ月）。右の子のネーミングについて会う人会う人に「ラピュタ？」と聞かれますが違います。そもそもオスです。
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片かた瀬せ 優ゆう

三重県出身で東京都在住の絵描き。９月生まれのＯ型。自室兼仕事場は殺風景だとよく言われます。観葉植物でも置こうかな……。
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